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　小さな濃こいメロディ［前編］







「もう心しん配ぱいの必ひつ要ようはないわ」


　メシ屋の店内に、朗ろう々ろうたるあたしの声が響ひびき渡わたった。


　──とある名もない小さな村。


　すこし前。


　ごはんを食べに立ち寄った、魔ま道どう士し姿すがたのあたしを目にして、やって来たのは村長さん。


　なんでも村を襲おそうゴブリンたちを、退たい治じしてほしい、との話。


　むろんあたしはきっぱし断ことわった。めんどーくさいし。あんましもうけになんないし。


　ところが──である。


　食事を終えて村を出て、街かい道どうへと踏ふみ入るあたしの目の前に、現あらわれ出たのはそのゴブリンの一いつ行こう様。


　言うまでもなく。


　呪じゆ文もん一発で吹ふっ飛とばし、そこから村へと引き返し──


　メシ屋でいまだ頭抱かかえてる村長さんと、いあわせたその他の客きやくたちに向かって、あたしはそう宣せん言げんしたのだった。


　さてここがポイント。


　バカ正しよう直じきに『たまたま出会ったんでぶっ飛ばしちゃいました。で、依い頼らい料りよう』なんぞと言ったその場合、『あんたはさっき断っただろ。だからンなものはナシ』とか言われるおそれが多々ある。


　ゆえにこそ。あたしはこう言う。


「……さっきはああ言ったけど、やっぱし気になって、ね。


　ゴブリンたちは倒たおしたわよ」


『おおおおおおおおっ！』


　そのことばに、一同が感かん嘆たんの声を上げる。


　感きわまった老村長が、あたしの方に近づいて、


「ありがとう……ありがとう！


　やっぱりあんたは……わしの見み込こんだ通りのおひとじゃった！」


「いやそんなお礼れいなんて……そうそう、依頼料は半分でいいですよ。


　一度は断ったわけですし」


　必ひつ殺さつっ！　譲じよう歩ほと見せかけて実じつは請せい求きゆうしてる攻こう撃げきっ！


　こーいう言い方をされた日にゃあ、よほどのごーつく商しよう売ばい人にんでもない限かぎり、ノーとは言えない──どころか、実は請求されているのだ、ということにすら気がつかない。


「おお……なんと無む欲よくな！」


　この村長さんもまた、気がつかないひとその一だったようである。


「なんという高こう潔けつさ……あなたのことは、村人一同、決して忘わすれませんぞ！　ティナ殿どの！」


　……って、いきなし名前間ま違ちがえてるし。


　三日もすれば忘れられるな……こりは。


「……すいません。リナです。


　リナ＝インバース」


「──リナ＝インバースさん、ですって!?」


　驚おどろきの声を上げたのは、しかし、目の前の村長さんではなく、離はなれたテーブルに座すわった客の一人だった。


　長い銀ぎん髪ぱつ。よく通る声。小じゃれた白い服ふくを纏まとい、足もとの荷に物もつのそばには小さなたてごと。


　……と……まあ……そこだけ見ればどう見ても、おしゃれな旅の吟ぎん遊ゆう詩し人じん、とゆーところなのだが……


　どう見ても四十前後の、ごつい体たい格かくのおっさん、とゆー基き本ほん素そ材ざいが、なんだかすべてを台だい無なしにしている。


　……とゆーか、見た目めちゃめちゃコワいんですけど。


「……ご存ぞんじなのかな？」


「もちろんですとも！」


　村長の問といにおっさんは、気き取どった口く調ちように気取ったしぐさで、たてごとを手に立ち上がり、


　……っろぉん……


　とひとかき鳴ならしてから、


「──リナ＝インバース。


　高こう名めいなる旅の魔ま道どう士し。


　おそらくあと幾いく年ねんかすれば、


　彼女は伝でん説せつとなるでしょう──」


　歌うようにそう言うと、ふたたびたてごとを鳴らし、彼は一いち礼れいを送おくると、


「──申もうし遅おくれました。


　私はユジーン＝バイオレッタ。


　ごらんの通りの吟遊詩人です」


　うわ名前似に合あわねぇっ！


「まさかこのようなところで、噂うわさに名高い貴方あなたとお会いできるとは光こう栄えいです。


　これもやはり何かの縁えん。


　いかがでしょう。


　この私に、貴方を讃たたえる歌を歌わせてはいただけないでしょうか」


「え……？」


　歌……って……


　まあ、相手のルックスはさておいて、吟ぎん遊ゆう詩し人じんに、あなたの歌を歌わせてくれ、と言われて悪い気はしない。


「な……なんかテレるわね」


　言ってぽりぽり頰ほおを搔かくあたし。


「よろしいですか？」


「……ま……まあ……いいけど……」


「──では──」


　ろぉん……とたてごとをかき鳴らし。


　彼は朗ろう々ろうと歌いはじめたのだった。





　おおリナ


　リナ＝インバース


　あまたの魔ま力りよくを操あやつりて


　その名を世界に知らしむる


　気け高だかき面おも差ざし天そらに向け


　流るる髪かみは炎ほのおにも似にて


　其そはさながらに


　戦たたかう女め神がみ


　そんなルックス期き待たいして


　現げん物ぶつ見たらちょっとがっかり





　どわはははははっ！


「ちょっと待てぃっ！」


　ウケる客きやくたち。即そく座ざに待ったをかけるあたし。
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「……何か？」


　たてごとつまびく指ゆびを止め、不ふ思し議ぎそうに問うユジーンに、


「あのねぇっ！


　あんたさっき、あたしを『讃たたえる』って言ってたでしょーがっ！


　オチつけてどーすんのよっ!?」


「おお！　何をおっしゃいますリナ殿どのっ！」


　あたしの抗こう議ぎに、彼は無む意い味みに大げさな失しつ望ぼうの身ぶりで、


「あなたほどご高名な方となれば、噂うわさばかりが先行し、偏へん見けんが世せ間けんに蔓まん延えんしているのですよ！


　人々が語るリナ＝インバースの像ぞうは、戦いくさ女め神がみのような神こう々ごうしい姿か、鬼き神じんの如ごとき禍まが々まがしい姿かのいずれか。


　しかし──


　実じつ際さいの貴方あなたは違ちがう。


　実に愛あいらしい、普ふ通つうの少女です」


「……え……いやぁ……」


　さすがにそういう言われかたをすると、こっちも悪い気はしない。


「おまけに世間には、貴方の名を騙かたる偽にせ者ものまでいるという噂を耳にさえします。


　だからこそ。


　私は、美び辞じ麗れい句くに塗ぬり固かためられた偽いつわりの理り想そう像ぞうなどではなく、貴方の真しん実じつの姿を歌いたいのですよ。


　つまりこの冒ぼう頭とうは、ちょっとした笑わらいを誘さそって聞くものの興きよう味みを引くとともに、つくられた噓うそのイメージを打だ破はする、という二つの目的があるのですよ」


「……な……なるほど……」


「では──続けてもかまいませんね」


　にっこりほほえみ、そう言うと、彼は歌の続きを口ずさむ。





　おおリナ


　リナ＝インバース


　どんぐりまなこに子こ供ども顔がお


　背はちっちゃくて頭とう身しん低ひくし


　胸むねなどないに等ひとしくて


　せめてパットでも入れたらいかが？
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「だから待てぃっ！」


　またまた待ったをかけるあたし。


「何でしょう？　今度は」


「いや、詩のコンセプトはよーっくわかったんだけど……


　……なんかあたし……ユカイなキャラクターみたいに聞こえるんですけど……


　てゆーか今の詩、ロコツに悪意すら感じたんだけど」


「何をおっしゃいますか。


　あなたは十分美しい。


　好みなぞは人それぞれ。


　私なぞ、むやみに胸があったり、必要以上に色いろ香かを漂ただよわせている女性など、かえって身を引いてしまいます。


　それよりむしろ、清せい潔けつ感かんのある──そうですね。十じゆつ歳さい前後の女の子の方に魅み力りよくを感じますが」


「……それってただのロリ……」


「それでは続けます」


　あたしのツッコミさえぎって、ふたたびたてごとを奏かなでるユジーン。


　……んーむ……なんかこいつ、犯はん罪ざいやらかす前に、今のうちにとっ捕つかまえた方がいいよーな気がしてきたのは、あたしの思いすごしだろーか？





　おおリナ


　リナ＝インバース


　はじめて出会ったそのひとは


　ゴブリン倒たおして小こ銭ぜにを稼かせぐ


　幼よう児じ体たい型けいリナ＝インバース





　……ろぉん……


「──以上です」


「讃たたえとらぁぁぁぁんっ！」





　ちゅごどぉぉんっ！





　あたしの放はなった怒いかりの攻こう撃げき呪じゆ文もんは、ユジーンともども、他の客たちをまともに吹ふっ飛とばしたのだった──





　夜の城は、静かに佇たたずみ、そびえていた。


　クォーランド・シティの町外はずれにある、ロード・ティランドーの居きよ城じようである。


　外からざっと見たところ、見はりの兵へい士しもあまりいない。


　これならば、忍しのび込こむのは楽らく勝しようだろう。


　──そう。


　あたしが今回受けた依い頼らいは、城への潜せん入にゆうと、あるものの奪だつ取しゆだった。


　と、いう言い方をすると、ドロボウみたく聞こえるけれど、むろんそういうわけではない。


　これはれっきとした、魔ま道どう士し協きよう会かいからの依頼なのである。


　なんでもここのロード・ティランドーは、趣しゆ味み人じんとゆーか、面おも白しろいもの大好き人間で、協会に時々足を運んでは、魔法の道具マジツク・アイテムの見けん物ぶつなどもしたりする。


　見物するだけなら何も問題ないのだが……


　気に入ったものがあると、『借かりてゆく』と言って持ってゆき──そのまま二度と返さないのだ。


　……まあ、世の中にはよくいるタイプの人間である。


　ただいかんせん──ロードという地位にあることと、持ってゆくものの金きん額がくがけっこうシャレにならないこととが、話をややこしくしていた。


　なにしろ魔法の道具マジツク・アイテムという奴やつは、見た目がいくらショボくても、効こう果かがいくらおバカでも、かなりの制せい作さく費ひがかかるのだ。


　でもって、一見役に立ちそうにない道具でも、何かの理由で必要になることもある。


　ただ──


　ここのロード、こーいうタイプの人の常つねで、返してくれ、と頼たのみに行くと、『もーちょっと貸かしといてくれ』とか『どこに行ったかわからん』とか、果はては『いーじゃないかあんなもん』とか言い出したりするわけである。


　さて困こまったのが魔道士協会。


　返してもらわないと困る道具もいくつかあるが、口で言っても聞き流される。


　必要なものを一からつくれば経けい費ひがやたらとかかるし、かといって、国王に直じき訴そとかすれば、かえって話がこじれる場合もある。


　そこで。


　たまたまこの街に立ち寄ったあたしに、アイテム奪だつ回かいの依い頼らいが来た、というわけである。


　潜せん入にゆうが発はつ覚かくした時、この街の人間でないなら、協会は、『うちとは無関係』と言い張ることもできる。


　なおかつ魔ま道どうの知ち識しきがあれば、魔法の道具マジツク・アイテムを見み極きわめることもできる。


　なるほど妥だ当とうな人じん選せんと、口くち止どめ料りようをふくむ、それなりの額の依頼料に、あたしはこのしごとを引き受けたのだった。


　城への侵しん入にゆう、などと言うと、命がけの大しごとにしか聞こえないが、ロードの性格からなのか、城にはそれほどの兵力はなく、なおかつ事前に、城のおおざっぱな構こう造ぞうは教えてもらっている。


　つまり、あたしにとっては、やり方さえ間ま違ちがえなければ楽勝の依頼なのである。


　たしかに外からざっと見ただけでも、城の警けい備びはまるでザル。


　あたしは城の横手にまわり、口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


「──浮遊レビテーシヨン──」


　夜の空へと舞まい上がる。


　月と星とを背せに負おって、城じよう壁へきのはるか上を越こえ、ゆっくりと、城の敷しき地ちへ入り行く。


　見たかぎりでは中庭にも、やはりほとんど兵はいない。


　情報によればたしか──裏うら手てから入ってすぐの地下。その奥おくが宝ほう物もつ庫このはずだった。


　宙ちゆうを漂ただよい裏手に回れば、それらしい、小さな木戸の左右に兵士が一人ずつ。


　すこし離はなれた物もの陰かげに降おり、呪文を唱えて、


「眠りスリーピング」


「……ん……」


「ふあ……」


　見はり二人は、呪文をかけられたことにすら気づかぬままに、呻うめきとあくびを残してずるずる座すわり込こみ、小さくいびきを立てはじめた。


　おーし。


　この要よう領りようでどんどん行けば、アイテムゲットもたやすいことっ！


　思ってものかげから踏ふみ出そうとした、まさにその時。


　……ろぉん……


　背はい後ごで。嫋じよう々じようたる音が生まれた。





　星に抱いだかれ壁かべを越え


　その唇くちびるが紡つむぐ呪しゆは


　兵士を眠ねむりに誘いざないて


　その爪つま先さきの向かう果て


　くろぐろ佇たたずむ夜の城





　──なっ……!?


　即そく座ざにふり向いたその先には。


　しばらく前にある村で出会った、おっさん吟ぎん遊ゆう詩し人じんが一人！


　うひぃぃぃっ!?


　違い和わ感かんバリバリとゆーか濃こいとゆーかコワい見た目に、思わず上げかけた悲ひ鳴めいをあたしはかろうじておさえる。


　……うーむ……しかし……夜中に見るとコワさもひとしおだし……このおっさん……


「やは。おひさしぶりですリナさん」


　むやみに白い歯はが月光にきらりと光る。


「……あ……あん……あんたっ……!?」


「はっはっはっ。まさかお忘れですか？


　ユジーンですよ。吟遊……」


「しーっ！」


　あたしはあわてて彼のことばを止め、


「今、極ごく秘ひ任にん務むの最中なのよっ！　誰だれかに気づかれちゃあマズいのよっ！　わかるっ!?


　だから静かにっ！」


　言われてユジーンは納なつ得とく顔がおで、


「わかりました。


　そういうことでしたら、竪たて琴ごとも鳴らさず、声もひそめたままでお供ともしましょう」


「それなら──」


　あやうくうなずきかけ、あたしは、はた、とあることに気がついた。


「ちょ……ちょっと待った！


　お供する、って、何でっ!?」


「ふっ。決まっているではありませんか」


　条じよう件けん反はん射しやでたてごとに手を伸のばしかけ、それを寸すん前ぜんで止めてから、


「吟遊詩人ともなれば、誰もが、後世に残る詩の一つもつくりたいものです。


　そして私は──


　名高い貴方あなた──リナ＝インバースと出会った。


　これぞまさしく運うん命めい。


　これこそ、問もん答どう無む用ようであなたにお供して、行く先々のご活かつ躍やくを、逐ちく次じ歌い上げてゆき、おこぼれで私も、伝説を語る者としてビッグになれ、という詩作の神の思おぼし召めし」


「埋うめろっ！　そんな神様っ！


　知り合いじまんで名前が知れるのを『ビッグになる』とは言わないのよっ！


　第一、いちいちえんえんついて来られちゃあ、こっちはひたすらめーわくなのよっ！


　……って……まさかとは思うけど……


　この件けんも歌にするつもりなんじゃあないでしょーね……？」


「もちろん。


　歌い世にひろめますが」


「あほかぁぁぁぁっ！


　極ごく秘ひ任にん務むだっちっとるでしょーがっ！


　世に広めてどーすんのよっ!?」


「そこはまあ、吟ぎん遊ゆう詩し人じんの性さがというもので」


「『サガ』で済すまされてたまるかぁぁぁっ！


　いーから歌うなっ！」


「そこをなんとか」


「無理っ！　どーしてもってゆーのなら、この場であんたをぶちのめして、ついて来れなくするまでよっ！」


「……ふぅ……そこまでおっしゃられては仕し方かたありません……


　歌えばついて来れなくする、ということは、歌わなければついて来ていい、ということですね。


　わかりました」


「……へ……？　ちょっ……」


「私はこの事件のことは絶ぜつ対たい歌いません。あくまでもリナ＝インバースという人物を把は握あくするための参さん考こうにだけいたします。


　ですから、先を急ぎましょう。


　でないと見み張はりの兵へい士したちが起きてしまいます」


「……いやあの……」


　言いかけて──


　……ふぅ……


　あたしは深い息を吐はく。


　……はいはいわかってます、わかってますってば。


　どーせこーいうタイプの奴やつは、言ってもわかってくんないだろう、ってことは。


　問答無用でぶち倒たおす、という選せん択たく肢しもむろんあるのだが、そのさわぎで兵士たちに気づかれてはそれこそ本ほん末まつ転てん倒とうである。


「……それじゃあ、行くわよ」


　見つかったら、絶対こいつおとりにして逃にげてやる。


　心にかたく誓ちかいつつ、あたしは裏うら口ぐちへと向かったのだった。





　延のびる廊ろう下かは薄うす暗ぐらく、ところどころの壁かべに灯ともったランプが、獣じゆう脂しの焼けるにおいを漂ただよわせていた。


　あたりには、人の姿も気け配はいもない。


　無む警けい戒かいとは聞いていたが……いくらなんでもここまでとは。ひょっとしたら何かの罠わななんじゃあ、などとすら思いたくなるほどの不ぶ用よう心じんさである。


　足音を殺ころして進むあたしのあとに、数歩遅おくれてユジーンが続く。


　こちらもちゃんと足音を忍しのばせている。
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　しばらくゆくと、左手にドア。


　協会から得た情報どおりである。


　となれば、ここを開けば左向きに下りる階かい段だん、そのまままっすぐ延びた通路の先が宝ほう物もつ庫この扉とびら、となっているはずである。


　ドアのすぐ向こうに人の気配はないが──いくらなんでも、宝物庫の前には当然見はりもいるだろう。


　ここを開ければ、そこまでは一直線。あっさり見つかり騒さわがれる危き険けん性せいがある。


　ならば──


　あたしはまたまた口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


「眠りスリーピング」


　呪文を放ち、扉に耳をくっつけて、中の物音に注意する。


　……とさとさっ。


　遠くどこかで重い音ふたつ。


　おしおし。これで見はりはたぶん眠ねむったはず。


　扉にカギはかかっておらず、あっさり開いて、中へと入る。


　階段を下りた先には、予よ想そう通りの光景が。


　扉の前にくたりと倒たおれ、すやすや眠る兵士が二人。


　万一目をさましても大だい丈じよう夫ぶなように、ふところから出したロープで手足を縛しばり、布でさるぐつわをかます。


　その目前には宝物庫の扉。


　さすがにここにはカギがかかっている。


　でっかい鉄の留とめ金がねに、でっかい無ぶ骨こつな南なん京きん錠じよう。


　しかし。


　こんな子供だましのカギなど、あたしにかかればどうというほどのこともない。


「さて、と……」


　あたしはふところから、針はり金がね二本取り出して、カギ穴にさし込み、かちゃつかせ──


　……かきんっ。


　小さな金きん属ぞく音おんとともに、カギはいともあっさりと外れた。


　後ろで、ユジーンの漏もらす、小さな感かん嘆たんのため息が聞こえた。


　留め金を外して扉を開けたその中は──


　まっ暗。


　……そりゃそーか……


　いつもは無人の宝物庫に、明あかりの灯ともっているわけはない。


　あたしは続けて呪じゆ文もんを唱となえ──


「明りよライテイング」


　……ぱうっ……


　魔ま力りよくの明りが、皓こう々こうと室内を照てらし出す。


　そして──輝かがやきが生まれ出た。


　あまり広くもない宝ほう物もつ庫こには、しかし、金きん銀ぎん財ざい宝ほう、細さい工く物もの、さまざまなおたからの数々が、ところ狭せましと並ならべられていた。





　ぽろろんろんろんぽろろんろんろん





　生まれし魔力のかがやきは


　金銀宝ほう玉ぎよく美び術じゆつ品ひん


　あまたの宝を照らし出す


　こんなにあるなら


　一コくらいは


　パクったところでわからない





「いきなし歌いはじめるなぁぁぁっ！」


　がしょすっ！


「ごべぶっ!?」


　叫さけんだあたしのまわし蹴げりが、いきなしたてごと鳴らしてがなりはじめたユジーンの顔面にめり込んだ！


　おにょれっ！　しばらくおとなしくしてると思って油ゆ断だんしてたらっ！


「歌うな静かにって言ったでしょーがっ!?」


「ふっ。すみません」


　ユジーンは、似に合あわない気き取どったポーズで、さわ、と髪かみをかき上げて、


「このような宝物、今まで目にしたことがなかったもので。


　あまりの感動に、つい、脊せき椎つい反はん射しやで歌いはじめてしまいました」


「脊椎反射って……


　とにかくっ！


　二度と声立てないっ！」


「ふっ。重じゆう々じゆう承しよう知ちしました」


　うなずき、彼は口をつぐんで──


「……聞こえたのか!?　本当に!?」


「たしかに何かの曲みたいなのが……」


　その沈ちん黙もくにすべり込んできたのは、いくつもの足音と兵たちの声。


　うわあっさり見つかったぁぁぁっ！


「逃にげるわよ！」


「え？　さっきの術じゆつで、また眠ねむらせればよいのでは……？」


「あの術は興こう奮ふんしてる相手には効きかないのよっ！


　任にん務む失しつ敗ぱい！


　捕つかまりたくなきゃとにかく逃げるっ！」


「わ……わかりましたっ！」


　応こたえてくるりときびすを返し、即そく座ざにダッシュで駆かけ出すユジーン。


　一歩遅おくれてあたしが続く。


　だが。


「誰だれかいるぞっ！」


　数歩も行かぬそのうちに、階段を降りてきた兵士たちの声が上がる。


　はちあわせしたかっ!?


　立ち止まるユジーン。殺さつ到とうする兵士たち。


　しかし──対たい策さくはある。


　すでにあたしは、この時のため、呪じゆ文もんを唱となえ終えている！


「青魔裂弾波プラム・ブレイザーっ！」


　ユジーンの陰かげから飛び出しざまに、あたしは術を解とき放った！


　こうっ！


　青い光の衝しよう撃げき波はが、通路で一直線に並んだ兵士たちを貫かん通つうする！


『ぐぎゃうわっ!?』


　わき起こり、重なるいくつもの悲鳴。


　この呪文、人を殺すほどの力はないが、相手を失しつ神しんさせる程度の力はある。


　ばたばた倒たおれた兵士たちが通路を塞ふさぎ、後ろの兵士たちの進行を妨ぼう害がいした。


　その間にあたしは呪文を唱え──


「地精道ベフイス・ブリングっ！」


　たんっ！　と壁かべに手をついて、トンネル掘ほりの呪文を唱える！


　石の壁が。その先にある土が。


　身を縮ちぢめるように退しりぞいて、ぽっかりと、上へと続くトンネルの口を開く。


　その先に見えるのは──夜空。


　さらに早口で呪文詠えい唱しようっ！


「浮遊レビテーシヨンっ！」


　ユジーンの手を取り、空中浮ふ遊ゆうの術で。


　あたしは星空へと舞まい上がった。





「……困ったことになった……」


　魔ま道どう士し協きよう会かいの一室で。


　年老いた協会評ひよう議ぎ長ちよう──ブルックさんは、ほんとーに困ってそーな口調でそう言った。


　むろん、言うまでもない。


　あたしの、アイテム奪だつ回かい任務失敗のことである。


「……すいません……


　計算外の要よう素そがあったもんで……」


　あたしのことばに、評議長は、そばの床ゆかに目をやった。


「計算外の要素というのはつまり……


　そこに転がっている物体のことかね？」


　視し線せんの先には、丸めて縛しばられた毛布がひとつ。


　毛布の中にユジーンが入っているが、それはまあ、ささいなことである。


「ええっ!?」


　評議長のことばにあたしは思わず声を上げて、


「腹はらいせにそれを川にでも沈しずめて水に流す、ですって!?」


「むぐがぁぁぁっ！」


「いや誰だれもそんなこと言っとらんが」


　あたしのステキな提てい案あんに、なぜかさるぐつわかましたユジーンは抗こう議ぎの呻うめきなどを上げ、評議長さんまですこし身を引いた。


「……わかりました。


　今度こそはちゃんと目的のものを……」


「いや、違ちがうんじゃよリナ殿どの」


　評議長は、憂ゆう鬱うつな表情で左右に首を振ふり、


「実は今朝早く、城から連れん絡らくがあってな……


　昨夜城に賊ぞくが入った。


　相手は魔ま道どうを操あやつる者だった。


　そこで──


　城の警けい護ごと犯はん人にん捜さがしを魔道士協会に頼たのみたい、と……


　そう言ってきたのじゃよ」


「ふーん。


　じゃ、あとがんばってください」


「『あとがんばって』で済すますなぁぁぁっ！


　これで城の警けい戒かいは厳きびしくなる！


　その状じよう況きようでものを奪だつ回かいすれば、わしら協会に責任が押おしつけられるっ！


　一体どうしろというのじゃっ!?」


「……どうもこうも……


　願ったりかなったりじゃないの」


「どこがぁぁぁぁっ!?」


　本気でどなる評議長に、あたしは思わず眉まゆをひそめ、


「……まさかとは思うけど……


　評議長さん、その城からの使いのひとに、ふたつ返事で『引き受けます』とか言ったんじゃあないでしょうね……？」


「正しよう直じきで素す直なおなわしとしては、そう言うしかなかろうっ！」


「……で、警備の見返りは？」


「いや、特に何も言われんかったが」


　胸むね張はりきっぱり答える彼。


　……あ……


「あほかぁぁぁぁぁっ！」


　思わずあたしは絶ぜつ叫きようした。


「正直で素直っつーのと、相手の言うこと丸のみするってのとは違ちがうのよっ！


　いーことっ!?


　これから城に出向いて、『警備のうちあわせ』とか言ってロードに面めん会かいするのよっ！


　でもってその時に、警備の見返りとして、今まで持ってった魔法の道具マジツク・アイテム全部の返品と、警備代金の支し払はらいを請せい求きゆうするのよっ！


　それが『交こう渉しよう』ってもんよっ！


　あ、『仕事が終わったあとで払ってもらう』ってのは絶対ナシね！


『魔法の道具マジツク・アイテム全品返品され次し第だい、警備を開始します』って言うことっ！」


「しかし……そう言ったところで、あのロードが素直に返してくれるわけも……」


「とーぜんでしょっ！


　だから、こう言うのよ。


『賊ぞくに、城の中に侵しん入にゆうされた、などという話が国王陛へい下かのお耳にでも入ったら、信用問題ですなあ』って！」


「脅きよう迫はくじゃないか!?」


「交渉よっ！」


　いやほとんど脅迫だけど。


「そんなこと言って、わしの首が飛んだらどうするんだっ!?」


　あたしの首じゃないからよしっ！


　のどもとまで出かかったそのセリフをなんとかおさえ、


「だいじょうぶよっ！


　脅迫呼ばわりされたら、『滅めつ相そうもない』とか言って否ひ定ていして、


『我々はロードと末すえ永ながくつきあいたい。しかし協会の中には、魔法の道具マジツク・アイテムのことで、ロードにつまらぬわだかまりを抱いだいている者もいる。


　そんな奴やつがいれば、警備に穴もできるし、あちこちでロードに対するよからぬことも吹ふい聴ちようし、それが国王陛下のお耳に入らぬとも限らない。


　だからこそ、まずそのわだかまりを解かい消しようすべく、道具を返してもらいたい』ってゆーふーに話を持ってくのよっ！」


「おおおおっ！」


　あたしのことばに評議長は、感かん嘆たんの声を上げ、


「素す晴ばらしい！


　……いっそ、あんたが行ってきて交こう渉しようしてくれんか？」


「ひとまかせにするなぁぁぁぁっ！


　それに、あたしには、やらなくちゃあなんないことができたのよ」


「やらねばならないこと？


　ロードとの交渉がうまくいけば、道具の奪だつ回かいはもうよいが……」


「そうじゃなくて。


　このままだと、いつまで経たってもえんえんと、城の警備をやらされかねないでしょ。


　だから──


　用意するのよ」


「……何を？」


　問われてあたしは、ウインクひとつ送って言った。


「犯はん人にんを」





　夜風に梢こずえがざわめいて、まるで森そのものが、巨きよ大だいな何かの生き物のようにうねり、たゆたう。


　──夜。


　雲が月光を覆おおい隠かくし、かすかな星の光のみが、木の葉のすき間から覗のぞいている。


　真の闇やみに近いはずの森には──しかし、光があった。


　いくつものたき火。人の生み出した光が。


　野や盗とうの一団──


　酒さけ呑のみ、笑い、がなり立て──


「火炎球フアイアー・ボール」





　づぼどごぉむっ！





『の[image: ]ぇぐぁあっ!?』


　あたしの呪じゆ文もんで吹ふっ飛とびまくる！


「……な！　なんだぁぁっ!?」


「何が起こったっ!?」


「さらに火炎球フアイアー・ボール」





　ぼぶるぼぉんっ！





『じょぶぐぇぉぇっ!?』


　続けて放った一発で、盗とう賊ぞくたちのほとんどは、倒たおれて動かなくなった。


　ふっ。ちょろい。
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「……な……なんだてめえはいきなりっ!?」


　運良く残った盗賊たちの一人が、歩あゆみ出たあたしに向かってがなり立てる。


「きのうの夜。


　ロード・ティランドーの城に忍しのび込んだ犯人を捜さがしてるのよ」


「し……城だぁ!?　知らねえぞそんなもんはっ！」


「なら昨日の夜、これくらいの時間、あんたはどこで何してたのっ!?」


「仲間とここで酒かっ食らってたよっ！」


　指さし、詰きつ問もんするあたしに、男は即そく座ざにそう答えた。


　と、ゆーことは。


　仲間以外に、アリバイ証しよう明めいできる者は皆かい無むっ！


「おめでたうっ！


　とゆーわけでたった今、あんたが犯人に決定したわっ！」


「ちょっと待てぃっ！


　なんだその『たった今決定』ってのはっ!?


　デッチ上げじゃねーかっ！


　言っとくがオレは何も悪いことはしてねーぞっ！」


「野や盗とうはじゅーぶん悪事だぁぁっ！」


　すかさずツッコミ入れるあたし。


　……ったく……自じ覚かくっつーもんのない奴やつはこれだから……


「とにかくっ！


　悪人に人じん権けんはない、って憲けん法ぽうで決まってる以上、あんたに文もん句くを言う資し格かくはないっ！」


「いつ決まったそんな憲法!?」


「たぶんきのうくらいよっ！」


「うそつけぇぇぇっ！」


「うそに決まってるでしょっ！」


　言ってにらみあうあたしと野盗。


　と、その時。





　……ろぉん、ぽろろろん……





　たてごとの音は、いきなり横手から聞こえたのだった！







（小さな濃こいメロディ：つづく）





　次回予告




　まだ生きてたのかおっさん吟ぎん遊ゆう詩し人じんっ!?


　保健所は一体何をやっているのか!?


　次回、果たしてリナはユジーンをきっちり始末できるのか!?


　……え？　事件の方……？


　──ま、そんな、作者も考えてないよーな、どーでもいーことはさておいて。


　次回、『小さな濃いメロディ』後こう編へん


　それなりに待て！






　小さな濃こいメロディ［後編］




　あらすじ




　魔ま道どう士し協きよう会かいからの依い頼らいで、パクられたアイテム奪だつ回かいのため、単たん身しん城しろに潜せん入にゆうしたリナ＝インバース。


　しかしそこに！


　しばらく前、ひょんなことから知り合った旅のおっさん吟ぎん遊ゆう詩し人じん、ユジーン＝バイオレッタが現れる！


「同どう行こう」の名めい目もくで行われた彼の悪あく質しつな妨ぼう害がい工こう作さくにより、任にん務むは失しつ敗ぱい。


　微び妙みようになった魔道士協会と城との関係を修しゆう復ふくするため、リナは、城に侵しん入にゆうした犯はん人にんをデッチ上げ……もとい。捏ねつ造ぞう……


　……まあ……どう言っても聞こえは悪いが……とにかく調ちよう達たつするために、野や盗とうのアジトを急きゆう襲しゆうする！


　そこにその時聞こえたのは、ユジーンの鳴ならすたてごとの音だった！







「すかさず火炎球フアイアー・ボールっ！」





　づどごぉぉぉんっ！





　間かん髪はつ入いれず。


　あたしの放はなった攻こう撃げき呪じゆ文もんは、音のした方、横手のしげみに着ちやく弾だんし、炎ほのおと閃光ひかりを撒まき散ちらす。


　風に混まじって漂ただよい来るは、草木の灼やける焦こげたにおい。


　手ごたえは──なかった。


　ちちぃっ！　外はずしたかっ!?





　……ろぉん……





　たてごとの音は、少し離はなれた場所からした。


「はっはっはっ。


　驚おどろかせてしまいましたかリナ殿どの。


　ご安心を。


　私です。ユジーン＝バイオ……」


「さらに火炎球フアイアー・ボールっ！」





　ちゅばごぉぉんっ！





　迷まよわず放った二発目が、あたりの草木と野や盗とうその一をなぎ払はらう！


　しかし声は、またまた別のあたりから。


「私ですリナ殿。ユジーンです」


　わかっとるから攻撃しとるんぢゃぁぁぁぁぁっ！


　胸むねの奥おくでつぶやく──もとい。絶ぜつ叫きようするあたし。


　おにょれ評ひよう議ぎ長ちようっ！　あたしがせっかく、さりげにユジーンを簀す巻まきにして、協会に放ほう置ちしておいたとゆーのにっ！　気をきかせて埋うめるとか沈しずめるとかもできないどころか、間ま違ちがって解かい放ほうしてしまうとはっ!?


　一体親にどーいう教育受けてきたのかっ!?


　ともあれこいつにかかわるとロクなことになんない、というのは、もはやわかりきったことである。


　となれば野盗と間ま違ちがえて、この場で土に還かえすのみっ！


　そして横手に生まれ出る気け配はいっ！


「そこかぁっ！　氷結弾フリーズ・ブリツドっ！」


　かきかきこきぃぃぃんっ！


　あたしの呪じゆ文もんの直ちよく撃げきを、まともに受けて凍こおりついたのは──


「……ちっ……ただの野盗か……」


　つぶやくその背せに──


　音もなく。光と気配が生まれ出た。


　──なっ……!?


　ふり向いたその先には。


　魔ま力りよくの光に照てらされ、佇たたずむ、おっさん吟ぎん遊ゆう詩し人じんが一人。


　ユジーン＝バイオレッタ。
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　──ちぃっ！


　おそらくこの魔力の明あかりは、彼が生み出したものなのだろうが──こうまではっきり顔を見せられては、間違ってぶち倒たおすことはむずかしい。


　仕し方かたなく、あたしはユジーンへの攻こう撃げきをあきらめた。


「なーんだユジーンなの。あたしはてっきり野盗だと思って間違えちゃった」


「棒ぼう読みですリナ殿どの。


　それにさきほど『ちっ。ただの野や盗とうか』とか何とか……」


「ま、あんたの命にかかわるよーな、そんな細こまかいことはさておいて。


　で、何の用なの？」


「命に関かかわるんですかっ!?　しかも『細かい』とか言われてますし……


　ツッコんで詳くわしく聞きたいような気もしますけれど……


　とりあえず、こっちを見るリナ殿の目がなんか据すわっててコワいんで、おとなしく答こたえます。


　何の用かと問われれば──


　もちろん、リナ殿の行動を拝はい見けんして唄うたにするために決まっておるではありませんか！」


　ろろろぉぉんっ。


　と、ここで意味なくたてごとひと鳴らし。


　コゲて倒れた野盗その一に目をやって、


「……それで……？


　さきほどはその男に、城に忍しのび込こんだかどうか、などという話をしておられたようですが……


　どういうことですか？」


「つまり。


　毛布の中で聞いてたと思うけど、ロードが魔ま道どう士し協きよう会かいに城の警けい護ごをたのんできた。


　けど、いつまでも無意味な警護なんてやってても仕方ない。


　けど犯はん人にんが捕つかまれば、そんな警護を続ける必要はなくなる」


「おお。なるほど」


　ユジーンは、ぽんっ、と手を打つかわりに、ろぉんっ、とたてごとかき鳴らし、


「それで、犯人を捏ねつ造ぞうしようと」


「捏造とか言うなぁぁぁっ！　ひとぎき悪いでしょーがっ！」


　あたしの正当な抗こう議ぎに、ユジーンはなぜか困こまった顔で、


「……では……どのように言えば……？」


「……えーっと……」


　問われてあたしはしばし考え、


「たとえば……犯人代だい行こうを選せん定てい……とか」


「それも十じゆう分ぶんナニかと思いますが……どっちにしても犯はん罪ざいですし」


「うやかましいっ！


　そいじゃああんた、真犯人二人がつかまるまで警護が続いた方がいい、ってぇのっ!?」


「[image: ]。」


　あたしの指し摘てきに、さすがに小さく呻うめく彼。


「……いや……それは……


　……『犯人代行』。


　詩し的てきな響ひびきだと今思いました」


　あたしはひとつうなずくと、そばで倒たおれてる盗とう賊ぞくその一に目をやって、


「オッケー。


　なら早さつ速そくこいつ、かついで街まちまでよろしく」




[image: ]


「えぇぇええええっ!?」


　ユジーンの悲ひ鳴めいを聞きながら、むろん無む視しして、あたしはきびすを返したのだった。





　夜の城は、無数のかがり火に照てらし出されていた。


　警けい備びに立っているものたちのうち、四分の一ほどは魔ま道どう士し協きよう会かいから派は遣けんされた魔道士たちである。


　評議長さんはロードと交こう渉しようし、魔法の道具マジツク・アイテムのほとんどが即そく日じつ返へん却きやくされたらしく、かくて協会の面めん々めんも、城の警護に協きよう力りよくすることとなったのだ。


　兵へい士し・魔道士とり混まぜて、おとといの夜に比くらべれば、倍以上の人数なのだが──まあ、この程度なら大だい丈じよう夫ぶだろう。


「……さて……そろそろ行きますか……」


　城からやや離はなれた裏うら路ろ地じで。


　つぶやいて、あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえた。


　──計画は、こうである。


　性せい別べつすらもわからないように、ゆったりとした黒くろ装しよう束ぞく──俗ぞくに言う暗殺者アサツシンスタイルで、体と顔と、髪かみも隠かくしたあたしが城に潜せん入にゆうし、わざと見つかる。


　追おっ手をふり切らないように、城の外──街の中へと逃にげ込んで、あるポイントへと向かう。


　そこではユジーンが、調ちよう達たつした犯人代行に、あたしと同じ格かつ好こうをさせて待っている。


　あたしはそれとすりかわり、あとはユジーンが、追っ手の前で、『こんな奴やつをつかまえました』と言えばすべてはオッケー、である。


　この作戦、評議長さんには伝つたえてあるものの、他の魔道士たちは知らない話。当とう然ぜん本気であたしを追いかけてくるはず。


　多少注意は必要だが──油ゆ断だんさえしなければなんとかなるっ！


「浮遊レビテーシヨン！」


　あたしは呪文を唱えると、夜の空へと浮うかび上がった。


　先日と同じルートで城じよう壁へきを越こえ──ようとした、まさにその時！


　いきなり殺さつ気きが出現した！


　視し線せんを移うつせば城壁の上、黒ローブ黒くろ頭ず巾きんの魔ま道どう士しが、こちらに目をやり何かの呪文の詠えい唱しよう中ちゆう！


　うあいきなり見つかったっ！


　やばいっ！　この術じゆつ、空中での機き動どう力りよくはやたらと低い！　相手が何の呪文を唱えているのかは知らないが、普ふ通つうにやって身をかわすのはまず不ふ可か能のう！


　ならばっ！


「炎の矢フレア・アローっ！」


　魔道士が術を放った刹せつ那な。


　同時にあたしは術を解とき、一階かいぶんほどの高さから、城壁の上へと降おり立った。


　魔道士が生んだ魔力の炎ほのおは、あたしのはるか頭上を行き、過すぎる。


　そして──


「賊ぞくだぁっ！　賊が来たぞぉっ！」


　魔道士の声があたりに響ひびき渡わたり、城は一気にざわめいた。


「どこだどこだっ!?」


「上だっ！　城壁の上だっ！」


　あたしはわざと、少しうろたえたそぶりを見せてから、口の中で呪じゆ文もんを唱となえつつ、城壁の上を、正門に近い方へと向かって駆かけだした。


　つられて走り来る兵士たち。


　おーし！　このへんでいいだろうっ！


「──翔封界レイ・ウイングっ──」


　こちらの声を聞かれると、犯人代行と性別が違ちがうのに気づかれる。声をひそめて呪文を放ち、あたしは城壁から虚こ空くうへと身を躍おどらせた！


　高速飛ひ行こうの術である。


　あたしは風の結けつ界かいに包つつまれて、かなりの速度で空駆ける。


　むろんこのまま逃にげ去さることは可能だが、それでは全く意味がない。術を制せい御ぎよし、城の外──城門近くの道に着ちやく地ちした。


「いたぞ！」


「あそこだ！　追え！」


　ひと息遅おくれて姿を現した、兵士たちの姿を見み届とどけてから、あたしは街の中へと向かって駆けだした。


　追っ手たちと、つかず離はなれずの距きよ離りを保たもちつつ、あたしは一いち路ろ、ユジーンとの合流ポイントへ。


　魔ま道どう士したちが後ろから、呪文攻こう撃げきしてくることを警けい戒かいしていたのだが──追ってくるのは兵士たちばかり。


　……うーみゅ……考えてみたら魔道士って、体力ない奴やつ多いからなぁ……


　たぶん『走る』とゆー時点で、脱だつ落らくしまくったのだろう。


　ラッキーとゆーか情なさけないとゆーか……


　ともあれあたしは、無人の通りを駆け抜ぬけ角かどを曲まがり、合流地点に到とう着ちやくした！


　そこには、今のあたしと同じ格好の野や盗とうその一と、いつもと同じ姿のユジーンが──


　……………………


　いないしっ！


　ちょっと待ていっ！　手はずと違うっ！


　あわててあたりを見回すあたし。


　場所は──たしかにここで間違いない。何度か実じつ際さい足を運はこんで確たしかめた。


「……ちょっと……！　どこっ!?」


　小声で呼びかけてもみるが、姿を現す気け配はいはない。


　……一体……？


　ぼーぜんと佇たたずむそのうちに。


「いたぞっ！」


　後ろから聞こえる、声と足音。


　やばいっ！


　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


「浮遊レビテーシヨンっ！」


　術を放つと同時に大地を蹴けり、上へとはね上がる。


　だが──


「──そこまでだ──」


　声は、その屋や根ねの上から聞こえた。


　半なかば反はん射しや的てきに術を解き、屋根の上へと降り立つと、声の方へと視線を向ける。


　そこには──


　一体いつの間にやって来たのか。城じよう壁へきの上で見かけた魔ま道どう士し姿！


「逃にがさんぞ……賊ぞくめ。


　飛行呪文を使えるのが自分だけだと思うなよ」


　なるほど。空からこちらを追つい跡せきしていた、ということか。


「覚かく悟ごするがいいっ！」


　言って呪文を唱えはじめる。


　この呪文は──


　炎の矢フレア・アロー!?


　えらそーな口叩たたいたわりには、いまいちショボい呪文である。状じよう況きよう判はん断だんもまだ甘あまいし。


　問もん答どう無む用ようでぶち倒たおしてもいいのだが、相手は事じ情じようを知らされていない魔な道か士ま。


　ならばちょっぴり手かげんしてやるのが親しん切せつとゆーものだろう。


　あたしは口の中で、早口で呪文を唱え──


「炎の矢フレア・アロー！」


　魔道士の前に、一本の炎ほのおの矢が出現するのと──


「浄水結アクア・クリエイト」


　同時にあたしの呪文も完かん成せいした。もちろん声はひそめたままで。


　文字通り、水を生うみ出す呪文である。分ぶん量りようにすれば水さし一いつ杯ぱいぶんほどか。


　それが──魔道士の頭上に出現した。


　ばぢゃあっ！


　当然それは、相手を頭からずぶ濡ぬれにする。


「馬ば鹿かが！　そんなもので魔力の炎を消すつもりだったか!?」


　声に嘲ちよう笑しようの色を込め、魔道士は炎の矢を解き放つ。


　しかしあたしはこう見えて、それなりに体術もこなすのだ。


　不安定な屋根の上とはいえ、次の呪文を唱えつつ、たかが一本の炎の矢をかわすことなど造ぞう作さない。


　そして──


「氷の矢フリーズ・アローっ」


　魔力を抑おさえ、二本だけ出現させた冷れい気きの矢を、魔道士の方に向かって解き放った。


　それらは、魔道士のそばの屋根へとつき刺ささる。


「馬鹿め！　どこを狙ねらっている!?」


　魔ま道どう士しの嘲笑に、あたしは、じわり、と後ろに退さがる。


　魔道士も、じりっ、と間合いを詰つめようとして──


　づるっ！


「おわあああああああああっ!?」


　足をすべらせ悲ひ鳴めいを上げて、魔道士はそのまま屋根をすべり落ち──


　どがしごっ！


　下に集まっていた警備兵たちのどまん中へと落下する！


　たちまちわき起こるいくつもの悲鳴。


「うわわわっ!?」


「何だ何だ!?」


「曲くせ者ものか!?」


「曲者だっ！」


「違ちがうっ！　こいつは警備の……！」


　ふっ。おろかな。


　あたしの狙いが、ぬれた屋根を凍こおらせて、足場を崩くずすことだということが読めなかった時点で、勝負は決定していたのである。


　これで邪じや魔ま者ものはいなくなった。


　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


「翔封界レイ・ウイングっ！」


　今度こそ。


　あたしは高速飛行の術を使って、追っ手たちをふり切ったのだった。





　……ろぉん……ろぉん……





　夜風は冷たい針はりの如ごと


　冴さえ照てる月は冷れい厳げんの瞳ひとみ


　ただ時を待つ闇やみの中


　胸の鼓こ動どうは高まり鳴って


　やがて我わが足は


　帰き路ろへと赴おもむく──





「──ほほぉう。つまり──」


　とある宿やどの一室で。


　ユジーンの言いい訳わけソングを聞いたあと、あたしは笑えみを浮うかべて言った。


「一人で待ってたら、心細くてコワくなってきたんで、サクッと宿に帰った、と？」


　ろぉん……


「ふっ。


　たしかに、あまり詩し的てきでない表現をするとそうなりますね」


　たてごとひとつかき鳴らし、ユジーンは気取った口く調ちようで言った。


　あたしに背せ中なかを踏ふまれたままで。


　追っ手から逃のがれたあのあと。


　あたしは、ユジーンの宿へと向かい、彼がたてごとつまびいて、『さよならリナ殿どのオリの中』などとゆー不ふ吉きつな歌をのーのーと歌っていたところを、後ろから踏んだ、とゆーわけである。


「で？　眠ねむらせといた犯人代行は？」


「さあ……


　ほったらかしにしてその場を離はなれたので……たぶん、気がついてどこかへ逃にげたのではないでしょうか」


「にしてもっ！


　なんだっていきなりコワくなったわけ？


　子供じゃああるまいし」


「──それは──」


「歌わんでいーから。ちゃっちゃと説明する」


　ユジーンの手がたてごとに伸のびかけたのを見て取って、あたしは先にクギを刺さす。


「……むっ……むぅっ……！


　それは……まあ……我わが魂たましいの内からわき出てくる衝しよう動どうを、理り性せいなどという偽ぎ善ぜん的てきな存そん在ざいによって抑おさえきることなどとうてい不ふ可か能のうなことだったのだ、とでも申もうしましょうか……


　私が恐おそれたのは、決して、闇やみ、などという抽象的なものでなかったことだけはご理り解かいいただきたいのです」


　言うユジーンの視線が、なにやらベッドの方へとちらちらさまよっている。


　そちらの方に目をやれば、やたらとふくれた小ぶりなザック。


　……ふぅむ……？


　あたしはユジーンの背中から足をどけ、ベッドのそばに歩み寄り──


「ああっ！　それはっ！」


　抗こう議ぎの声を完全に無む視しし、あたしはザックの中なか身みを床ゆかの上へとぶちまける。


　がろごろがろん。


　重い音とともに、床の上へと転ころがったのは、手のひらサイズの黄おう金ごんの女め神がみ像ぞう、宝ほう石せきを埋うめ込んだ銀の小こ箱ばこなどおたからいろいろ五、六点。


『[image: ]。』


　そして、あたしとユジーンは、同時に声を上げていた。


　ユジーンはともかく、あたしが呻うめいた理由はほかでもない。


　そのおたからに、見おぼえがあったからである。


　二日前の夜。


　忍しのび込んだ城の宝ほう物もつ庫こで、棚たなに飾かざってあったおたから──


「──ちょっ……


　ちょっとあんたっ！


　これ、城の……!?」


　ぽろろんろんろんぽろろんろんろん
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　我わが胸の奥おくでささやきかける


　心の悪あく魔まの誘ゆう惑わくに


　抗こうする術すべなどあるものか


　かがやく秘ひ宝ほうを前にして


　思わずパクった


　三十五の夜





「歌わんでいいっ！」


　げしっ！


　言ったあたしのつま先が、ユジーンの顔面に炸さく列れつする！


「くうっ！　甘あまく切ない私の青春賛さん歌かを、ひとことのもとに足あし蹴げにするとは……！」


「三十五でなぁぁにが青春よっ！　それにまたまた讃たたえてないしっ！」


「私の心はいつでも旅する少年なのですっ！」


「寝ね言ごとはさておきっ！


　つまりっ！


　二日前、いっしょに城に行った時、つい目がくらんでおたからの一部パクってきて──


　でもって今日、いきなしうしろめたくなってきたんで逃にげ出した──


　と、ゆーことねっ!?」


「さらりと寝言呼ばわりされたのは不本意ですが、それはさておきそういうことですっ！」


「開き直っていばるなぁぁぁっ！


　どーするつもりよこのおたからっ!?」


「それがわからないからこそ、こうやってむやみに歌っているのですっ！」


「ただの現げん実じつ逃とう避ひかぁぁぁっ!?」


　しかし……評ひよう議ぎ長ちようさんから聞いたかぎりでは、城の宝が盗ぬすまれた、などという話はなかったはずだが……


　城の連中が、面めん目ぼくを保つために盗まれたことを隠かくしているのか、それとも管かん理りが適てき当とうで気がついてないのか……


「……とにかく……


　返すっきゃないでしょ。これ」


「えぇえええええ……」


「『えー』ぢゃないっ！


　今はなんでか表ざたになってないみたいだけど、本格的に捜そう査さとかがはじまってからバレて捕つかまったりしたんじゃあ、言い訳も情じよう状じよう酌しやく量りようもないわよっ！」


「……ま……まあそれはたしかにそうなんですが……


　それにしたって、一体どうやって返したものやら……


　私の考えている案あんでは、『リナ殿どのに、パクってこないと殴なぐる、って脅おどされました』とか説明するのが説せつ得とく力りよく大かと……」


「ひとのせいにするなぁぁぁぁっ！」


「じゃあどうすればいいんですかぁぁっ！」


　自じ首しゆしろ。即そく座ざに。


　──と、言いたいところだが、そーするとあたしの話や、魔ま道どう士し協きよう会かいの話も当然出ることになる。


　何かいいテはないものか……


　あたしはしばし考えて──


　やがて、ぽんっ、と手を打つと、


「他ひ人とのせいにしましょう」


「結けつ局きよくそれですか」


　非ひ難なん混まじりのユジーンの声は、当然ながらきっぱり無視したのだった。





　夜風に梢こずえがざわめいて、まるで森そのものが、巨きよ大だいな何かの生き物のようにうねり、たゆたう。


　真の闇やみに近いはずの森には、しかし光があった。


　野や盗とうたちが囲かこむたき火の灯あかり──


　その火を囲み、話に興きようじる男たち。


「──で？　何だったんだよ一体？」


「知らねえよ！　ふん縛じばられて街の中へ連れて行かれてよ……


　魔法で眠ねむらされたあと──


　気がつくと、変な格かつ好こうさせられて路ろ地じ裏うらに転がってたんだ。


　それでなんとかここまで逃にげてきたんだけどよ……


　何があったのか、さっぱりわかんねえ」


「そうか……


　噂うわさに聞くキャッチ・アンド・リリースって奴やつかもしれんな。


　災さい難なんだったけど、何にしてもまあ、無事でよかった。


　ま、ノラ犬に嚙かまれたとでも思って忘れちまうのが一番……」


「火炎球フアイアー・ボールっ！」





　づぼどぉぉぉんっ！





「ぐげわぁぁぁぁっ!?」


「またかオイぃぃぃぃぃっ!?」


　あたしの呪じゆ文もん攻こう撃げきに、何やらグチりつつ吹ふっ飛とぶ野盗たち。


　そばに歩み寄るあたしを、倒たおれた野盗その一は、視線だけを動かし、見上げて、


「ああっ！　またノラ犬がっ!?」


「誰だれがノラ犬よっ!?


　……ってひょっとして、あんた、おとといつかまえたのと同じ奴やつなわけ？」


「まさかてめえっ！　もう俺おれの顔を忘れた、なんぞと言うつもりじゃねえだろうなっ!?」


「いや、そもそもいちいち顔おぼえるつもりすらなかったから……」


「なんだとぉぉぉっ!?


　……ちくしょうっ……思いっきりコケにしやがって……！」


「まあまあ。


　気にしない気にしない。


　今度こそちゃんと、街の警備兵たちに引き渡わたしてあげるから[image: ]」


「なぐさめてねぇぇぇっ！


　……てめぇ……名前はなんてぇんだ？」


「……聞いてどーすんのよ？　そんなこと」


「……今は……たしかに俺の負けみてぇだが……いつか絶対復ふく讐しゆうしてやる！


　だから名前を聞いたんだよ！


　言いたくなきゃあ言わなくてもいいが、その顔はきっちり覚おぼえたぜ！」


「──名前はリナよ。


　リナ＝インバース」


「──ごめんなさい。


　ぼくがわるかったと思います。


　ふくしゅうなんてかんがえは捨すてて、これからはちゃんとはたらいて、立りつ派ぱなひとになろうと思います。


　だから、あんまりひどいことをしないでくれたら幸しあわせかな、とか思いました」


　あたしが名な乗のったそのとたん。


　なぜか棒ぼう読みかつお子様口く調ちようでひらあやまりになる野盗その一。


　……うーみゅ……どーやらあたしのネーム・バリューが効きいたようだが……なぜだろうか？　なんか腹はら立たつのは？


　……いや……まあいいけど……


「──ユジーン、じゃ、またこいつお願い」


「ふっ。わかりました」


　あたしの呼びかけに、しげみの奥おくに控ひかえていたユジーンが姿を現す。


　──かくて。


　あたしとユジーンは、いきなりおとなしくなった野や盗とうその一を引き連れて、その場をあとにしたのだった──





「──賊ぞくだぁぁぁっ！」


「またかぁぁぁぁっ!?」


「いーかげんにしやがれ畜ちく生しようっ！」


　怒ど声せいと罵ば声せいとぼやきとが、夜の城に響ひびき渡わたった。


　……まあ……これだけたて続けに気安く潜せん入にゆうされると、いいかげんヤになる気持ちもじゅーぶんわかるが……


　がんばれ。今こん晩ばんが最後だ。たぶん。


　先日と全まつたく同じ要よう領りようで、あたしは兵士たちからつかず離はなれず、街の中へ。


「おらぁっ！」


「逃にがさんぞてめぇ！」


「今度こそっ！」


　以ま前えにも増まして殺気立ちまくった兵士たちの声が背中に聞こえる。


　今回も、例によって魔ま道どう士し組は、体力の関係でついて来てないみたいだけど……


　──と、その時！


　あたしのゆく手──通りのまん中に、ゆらりと佇たたずむ影かげひとつ！


「今度こそは逃がさんぞ！　賊めが！」


　言い放つ声には聞きおぼえがあった。


　そう。


　名前と顔は知らないが、この前も立ちふさがった、あの魔道士である！


「この前……ってお……」


　ごしぶっ。


　何やらいろいろ言いたそうだったが、あいにく、かまっているヒマはない。


　あたしは一気に駆かけ抜ぬけ、間合いを詰つめて、顔面目がけて跳とびヒザ蹴げり！


　魔道士の倒たおれる気配を背中に感じつつ、かまわず先を急いだ。


　細い路地へと入り込み、角を曲がって、そしてユジーンとの合流地点へ！


　今度こそ──


　そこに、ユジーンはいた。


　今のあたしと全くおなじ、黒くろ装しよう束ぞくに身をかため、なんだかミョーに従じゆう順じゆんになった野や盗とうその一を引き連れて。


　おしっ！　手はず通りっ！


「あとは頼たのんだわよっ！」


　すれ違ちがいざま言うあたしに、ユジーンは無言でオッケーのサインを送り──


「捕つかまえたぞ！　賊ぞくを捕まえたぞ！」


　ユジーンが声をはり上げた。


「なにぃっ!?」


「こっちかっ!?」


　間を置かず、通りの端はしに、ばらばらと姿を現す兵士たち。


　彼らの目に映うつるのは、黒ずくめをつかまえた格好のユジーンの姿。


「こ……こいつだ！　間ま違ちがいない！」


　先頭の兵士の一人が興こう奮ふんした声を上げ、他の兵士たちとともに、ずかずかと、ユジーンたちの方に向かって歩みゆく。


　黒ずくめの野盗その一は、気き絶ぜつしているわけではないのだが、抵てい抗こうする気もないらしく、ユジーンに抗あらがおうともしない。


　そこに兵士が歩み寄り──


「もう逃にがさんぞ！　貴き様さま！」


　吠ほえて兵士は腕うでを取る。


　ユジーンの腕を。


　…………………………


　へ……？


「……あ……あのー……賊……」


　ユジーンはとまどい顔で、野盗その一の方を目で指すが、兵士は怒ど気きをはらんだ声で、


「そんな言い訳が通用すると思ったか!?


　俺おれはあの時、宝ほう物もつ庫このそばで、お前をはっきり見てるんだぞっ！


　よくもあの時はおかしな術で吹ふっ飛とばしてくれたよなぁっ!?」


　ああああっ！　そーいえばっ！


　あたしは物もの陰かげに隠かくれたまま、あやうく声を上げそうになった。


　城の宝物庫へと潜せん入にゆうしたあの日。


　あたしはユジーンの陰から出ると、向かってくる兵士たちに術をぶっ放した。


　だが──


　灯あかりが壁のランプだけ、という暗い通路では、白い服に銀ぎん髪ぱつ、おまけに似に合あわぬムサい顔のユジーンだけがやたらと目立って、たぶんあたしは目に入らなかったのだろう。


　でもってあの時、先頭にいた兵士の一人が、この兵士──というわけか……


「な……何をおっしゃる兵士殿どの!?


　私はただの吟ぎん遊ゆう詩し人じん。


　そのような大だい胆たんな行こう為いなど……」


「ただの吟遊詩人に、我々を手玉に取った賊ぞくを捕つかまえられるわけがなかろうっ！」


「……いやあのそれは……」


「──た──助けてくださいっ！」


　口ごもるユジーンの生んだ沈ちん黙もくに、すかさず声を上げたのは、ほかでもない野や盗とうその一だった。


「いきなり捕まってこんな格好をさせられて……オレが城を襲おそった、ってことにするつもりだったらしいんですっ！」


　ぬうっ！　こやつっ！　名もない野盗のわりには、いいタイミングで説せつ得とく力りよくのある説明をっ！


　てゆーか、まあ、事実だしっ！


「ほら、こんなものまで押おしつけられて！」


　言って野盗がふところから取り出したのは、ユジーンがパクったおたからの数々！


「こ……これはっ!?」


「宝ほう物もつ庫この……！」


　兵士たちのまなざしが、一いつ斉せいにユジーンの方を向く。


「決まり、だな！」


「間ま違ちがいない」


「ふてぇ野や郎ろうだ！」


「……ち……ちょっとっ！


　違い……わーっ！　助け……！」


　兵士たちに引っぱられてゆくユジーンの声を、じっと物もの陰かげで聞きながら。


　あたしは胸のうちで、そっとつぶやいたのだった。
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　──ごめん。


　あたしもぉ、つきあってらんない──


　と──





　かくて。


　クォーランド・シティに、ふたたび平和な日々が訪おとずれた。


　すべての魔法の道具マジツク・アイテムは、ロードから返されたみたいだし、城と協会の関係も、まあまあうまくいっているとか。


　風の噂うわさによるならば、なんでも、野や盗とうその一も、更こう生せいして八や百お屋やをはじめたとかどうとかいう話。


　めでたしめでたし。


　……………………


　……あー……


　まあその……


　つかまったユジーンは……たぶんあたしや魔ま道どう士し協きよう会かいのことを、城の兵士たちに話したと思うのだが、結局その件について、城からは何も言ってこなかった。


　まあ、理由は大体想そう像ぞうがつく。


　そもそものことの起こりが、ロードが協会から持ってったものを返さなかったことが原げん因いん、などということになると、体てい裁さいが悪いからである。


　おそらくは、不ふ問もんに付ふす、といったところなのだろう。


　とはいえ……ついうっかりおたからパクったユジーンは……


　──まぶたを閉とじれば思い浮うかぶ。


　薄うす暗ぐらい牢ろう屋やでたてごとつまびく、おっさん吟ぎん遊ゆう詩し人じんが、見はりの兵士に『やかましい』とかどなりつけられている光景が──


　ま、がんばって更生して、二度とあたしの前には出てこないでほしいものである。





　めでたしめでたし。




（小さな濃こいメロディ：おしまい）







　仁じん義ぎなき場所取り［前編］







　轟ごう──


　唸うなる夜よ風かぜのその中で。


　あたしは出会った。


　その男と。


「──何者だ──？　女──？」


　低ひくい──しかし若わかい声。


　月の光を背せ負おった顔は、影かげに埋うもれて全まつたく見えない。


　ざわ……
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　生おい茂しげる木々の梢こずえが風に鳴なり、舞まい散ちる木この葉はにまぎれて男のマントがはためく。


　その問といに、あたしが口を開くより早く。


「──いや──


　愚ぐ問もんか。


　今、ここにいるということは──


　即すなわち。答こたえは一つしかあるまい」


　ゆっくりと。


　風に足音を紛まぎれさせ、男は場所を移い動どうしている。


　探さぐっているのだ。有ゆう利りな間合いを。


　だがむろん。それを許ゆるすあたしではない。


「──ということは──」


　言いながら、あたしは隠かくそうともせず足を運はこぶ。


　男を牽けん制せいする位い置ちに。


「どうやらそっちも、目的は同じみたいね」


　男の足が、動きを止めた。


「……譲じよう歩ほというものも、人生には時として必ひつ要ようなものだとは思わないか？」


「そう思うのなら──


　そっちが譲ゆずればいいんじゃない？」


「……二つの意見が対たい立りつした時……


　結けつ末まつは、いつも一つだ」


「すなわち──


　片かた方ほうが敗やぶれ、片方が勝かち残のこる」


「……ふむ……」


　あたしのことばに、男は小さく笑った。


　依い然ぜん、顔は影かげになっていて見えないが、雰ふん囲い気きだけは伝つたわってくる。


「──私の名はレナード。


　レナード＝ファンタズマ。


　ウランバール賢けん者じや連れん盟めいの一人──」


　賢者連盟──


　名前だけは聞いたことがある。


　なんでも、魔ま道どう士し協きよう会かいから離り反はんした者たちが、独どく自じに作り上げた組そ織しきだとか──


　しかしそもそも、『賢者』というもの自体に、確かくたる定てい義ぎがあるわけではない。


　文ぶん化かとか研けん究きゆうとかの面めんにおいて、何かで大きな業ぎよう績せきを残した者を、敬けい意いを込めて『賢者』と呼んでいるわけで、言ってしまえば、二つ名のようなもんである。


　ゆえにこそ。


　協会から離反したはぐれ魔道士が『賢者』を自じ称しようしたところで、それを認みとめる必ひつ要ようはないし──逆ぎやくに、否ひ定ていできる根こん拠きよもない。


　ともあれこれで、相手の素す性じようはなんとなく見えてきた。


「あたしはリナ。


　リナ＝インバースよ。


　ウランバール魔道士協会からの依い頼らいを受うけた者──」


　男の名な乗のりに、あたしも名乗る。


「……ほぉう……」


　男の漏もらす感かん嘆たんの声。裏うらにひそむは興きよう味みと憎ぞう悪お。


　男は小さく呪じゆ文もんを唱となえ──


「──明りよライテイング──」


　生み出されたほのかな魔ま力りよくの明りは、しかし互たがいの姿すがたを照てらし出すには十分だった。


　二は十た歳ちをすこし過すぎた頃ころだろうか。


　肩かたまで伸のびた銀ぎん色いろの髪かみ。底そこの見えない湖みずうみのようなつめたく、蒼あおい瞳ひとみ。


　美び形けいと呼んでいいほどのハンサムではあるのだが、瞳の冷つめたさと髪の色とが、どこか氷こおりを想おもわせる。


　マントの下は、魔術ルーン文字の縫ぬい取とりのある、神しん官かんの法衣ローブに似にた服ふく装そう。


「知っているぞ。その名。


　単たんなる噂うわさだけではなく──な。


　聞いたのだよ。同どう僚りようから。


　──メリル──という名前を覚おぼえているか？」


「メリル!?」


　レナードが風に乗のせたその名に、あたしは声を上げていた。


　知っている。その名前は。


　かつて旅の途と中ちゆうで出会った少女。


　たしか彼女は、ウランバールの町で賢けん者じやをやっている、と言っていた。


「……覚えているようだな。その様よう子すでは」


「おぼえてるわよ。あれでしょ？　あの、なんだかトロい生き物」


「うあさらりとヒドいこと言うなお前。


　まあ、確たしかにそうだが」


　非ひ難なんしてから同意するレナード。


　ヒドいと言うが、相手はあたしをだまそうとした奴やつ。ンなもの気づかう義ぎ理りはない。


「ならばリナ＝インバース！


　覚えているか!?


　お前が我われ等ら賢者を評ひようして、『役立たず』とか『えらそう』とか言ったことをっ!?」


「……え……？


　言ったっけ？　ンなこと……？」


「メリルは、確かにそう聞いた、と言ったぞ」


「カンちがいよ。きっと。


　……そりゃあ、ひょっとしたら、決して実じつ用よう性せいに富とんだ存在だとは言えないかもしれないし、高いプライドを表おもてに出しすぎるきらいは否いなめない、って意味の感かん想そうを、ひらたく言ったかもしんないけど……」


「それが『役立たずでえらそう』ってことだろーがっ！」


　ちぃっ！　気づいたかっ！


「つまり……また聞きした悪口で腹はら立たててる、ってわけ？」


「それも八割わりくらいはあるが……しかし違ちがうな！


　この場で雌し雄ゆうを決するとしても、まさかここで力と力、魔ま力りよくと魔力の戦たたかいをくり広ひろげるわけにもいくまい。


　ゆえにこそ！


　知を以もつてその勝しよう敗はいの基き準じゆんとし、同時に我われ等ら賢けん者じやが、どれほど優すぐれた頭ず脳のうを持ち合わせているのか、それを知らしめてやろう、というわけだ！」


「……えーっと……」


　なんだか勢いきおい込む『賢者』のことばに、あたしはちょっと引きながら、


「『すぐれた頭脳』とか言われても……


　花見の場所取りやらされてて、『クイズで勝負だ』とか言ってくる賢者って……


　かなり頭悪そーなんですけど……」


「それは言うなぁぁぁっ！」


　レナードの絶ぜつ叫きようが、夜風の中に響ひびき渡わたった。





　アニムジアという木がある。


　ウランバール周しゆう辺へんの、ごく一部にしか生えていない木なのだが──これが、一年に一度、わずか数日の間だけ、一いつ斉せいに花を開ひらかせる。


　地方および時じ期き限げん定てい。それゆえに、ついたアダ名が、幻まぼろしの花。


　その時期になると、地元のひとたちはもちろんのこと、わざわざ遠くから、この花を見にやって来るひともいるとか。


　そんなわけで。


　花咲さくころには、アニムジアの木のまわりには、花見の客きやくが集まって、むやみやたらな人だかりができあがるのだ。


　となると当然。


　花は見たいのだが、当日のこのこやって来ても、ゆっくり花見ができる場所など残っていない、という状じよう況きようが生まれてしまう。


　そこで地元の人間は、花が咲きはじめるより前に、誰だれかを送って花見の場所を確かく保ほしておくわけである。


　そして今回。


　ウランバール魔ま道どう士し協きよう会かいから、その場所取りの依い頼らいを受けたのが、たまたま町に立ち寄よったこのあたし、リナ＝インバースだったのだ。


　──はっきし言って、場所の番ばんをしているだけの、とことんヒマなしごとである。


　断ことわろうかと思ったのだが、けっこぉ高い依頼料と、その花とやらを見てみたい、という好こう奇き心しんから、依頼を受けることにしたのだった。


　だが──


　場所を確保に来たその現場で、あたしははじめて知ったのだった。


　花見の場所取りに動いているのが、魔道士協会だけではないということを。


　風の中。あたしとレナードは対たい峙じする。


　この見物場所を巡めぐって。


　むろんのこと、空あいている場所はほかにもある。


　しかし──


　ここは、梢こずえの向こうに、ウランバールにあるロードの城しろを望のぞむ位い置ち。


　これで花が咲さけば、幻まぼろしの花咲き乱みだれるその向こうに、壮そう麗れいな城を垣かい間ま見る──すなわち、まさに花見に絶ぜつ好こうの位置。


　この場所を、譲ゆずるわけにはいかない。決して。


　だがむろん、こんなところで戦って、あたりの木々を吹ふっ飛とばしたりしようものなら、それこそ本ほん末まつ転てん倒とうである。


　ならば、たしかにレナードの言う通り、別の形で決けつ着ちやくをつける必要はあるのだが──


「第一問ンッ！」


「ちょっと待てぃっ！」


　あたしのことばも意見も無む視しして、いきなり叫さけびだすレナード。


「ライゼール帝てい国こくを流れる川のうち、四番目に長い川はッ!?」


「……いや……あの……？」


「ふはははははははッ！　わかるまいッ！


『一番長い川』なら、憶おぼえておる者もいるだろう！　その国の出身者なら、三番目くらいまで憶えている者もいるかもしれない！


　しかぁしッ！


　四番目となると話は別！


　これを知る者はまずいないっ！


　だが私はそれを知っている！


　それこそが、賢けん者じやが賢者たるゆえん！


　むろん私も知っているッ！


　くうッ！　賢かしこッ！　我われながらステキっ！


　さすが賢者というだけありッ！


　賢者！　それはなんだか賢そう！


　賢者！　なんかやたらと知的な感じ！


　賢者！　愚ぐ民みんの信しん頼らい一身に集め、女の子にもモテモテって感じ！


　讃たたえよ！　むやみにほめそやせ！」


「……あの……もしもし賢者サマ……」


　正しよう体たい不ふ明めいの自じ画が自じ賛さんに、あたしはぱたぱた手を振ふって、


「……あんた……実じつは本ッ気で頭悪いでしょ……？」


「むくぅっ！　言ってはならぬことをっ！」


　……じ……自じ覚かくあるのかオイ……？


「第一、四番目に長い川って……


　ンなことおぼえてて、一体何の得とくになるのよ……？」


「そんなこともわからぬとは──やはり所しよ詮せんは凡ぼん庸ような輩やから」


　問われて賢者は、ばさりっ！　と、風にマントをひるがえし、


「いろんなところで、なにかと自じ慢まんできるからに決まっているではないかッ！」


「うあ。なるほど」


　な……納なつ得とくのいくお答えありがとぉございました。


　けど心から頭悪いな。こやつ。


「さあ！　答えよ我わが問いに！


　ふっ……！　もっとも貴様ごときに、その答えが──」


「サルミット川」


「………………」


　さらりと言ったあたしの答えに、レナードはまともに硬こう直ちよくする。


「サ・ル・ミッ・ト・川」


　重ねて言ったあたしのことばに、ぐらりっ、と小さく体を揺ゆらし、


「……な……！


　なぜそれをっ……!?」


「──ふっ……」


　問われてあたしは、夜風の中で髪かみをかき上げ、


「つまり──こんなこと、別にたいしたことじゃあない、ってことよ。


　──あなた自身が思ってるほどには、ね」


「……くっ……！」


　あたしのことばに呻うめくレナード。


　笑えみを浮うかべて佇たたずむあたし。


　世の中ハッタリは必要である。したがってこーゆー場面では、『実はあんたと同じ理由でおぼえてました。』などと正しよう直じきに言ってはいけないのである。


「どうやら少しはやるようだな……」


「なら……次はあたしの番よっ！」


「おうっ！　がんばれねーちゃん！」


　おっちゃんの声を合あい図ずに、あたしは……


　……………………おっちゃん？


「……へ？」
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　思わず声上げ、目をやれば、一体いつの間にやって来たのか、明りライテイングの光が届とどく輪わのすぐ外、酒さかびん片手のおっちゃんが、あたしとレナードのそばに座すわっていたりする。


「おらおらどーした！　やれやれぃっ！」


　なんだかすでにできあがっているらしく、ろれつの怪あやしい口く調ちようで二人をけしかける。


「……あ……あのー……おっちゃん……？」


「ん？　なんだねーちゃん？」


「そこで……何してらっさるのかな？」


「おうっ！　気にするな気にするな！」


　おっちゃんはぱたぱた手を振ふって、


「ただの花見の場所取りでぃっ！」


『サラっと割り込むなぁぁぁぁっ！』


　どぎゃすっ！


　あたしとレナード、二人の放はなったダブル・キックが、おっちゃんを、遠い夜空の星と化かす。


　……ったく……油ゆ断だんもスキもあったもんじゃない……


「どーやら……


　花見の場所取りをはじめてるのは、あたしたちだけ、ってわけじゃあなさそうね……」


「当然だ。


　まあ、余よ所そ者ものならば知らぬのも無理はないかもしれんがな。


　言っておくが、こんなものではないぞ。


　これからが、本ほん格かく的てきな場所取り合がつ戦せんの始まりなのだ！」


　まるで、そのことばが合図ででもあったかのように。


　アニムジアの木々の向こうから、こちらに向かって歩あゆみ来る、いくつもの影かげが現あらわれた。





「おぅおぅあんたら。ここがオレたちミドッヂ一家フアミリーの縄張りシマと知って……」


「知らんッ！」


　ぼがッ！


「くはははは！　この場所は我われ等らウランバール商工連れん盟めいの……」


「黙だまってタマネギ売ってろおまいはっ！」


　げしっ！


「退しりぞくがよい！　我こそ栄はえある聖槍騎士団ダングニル・ナイツの第一……」


「やかまし郷く里にに帰れッ！」


　どがっ！


　次々と現れ、割り込みを狙ねらう、邪じや悪あくな場所取りの尖せん兵ぺいたちを、殴なぐっては蹴けり殴っては蹴り。


　やがて──


　ようやく状じよう況きようが落ち着いてきたのは、完全に夜が明けた頃ころのことだった。


　……こ……こりはけっこぉハードかも……


　花見の場所取り、とナメてたけど……なるほど、依い頼らい料りようが高いのもうなずける。


　蹴り散ちらされた連中は、花見のベスト・ポジションをあきらめて、適てき当とうな場所に陣じん取どっており、気の早い者たちは、はや酒さか盛もりなんぞをはじめていたりする。


　そして。


　ベスト・ポジションを確保するべく、この場に残ったのは二人。


　すなわち。あたしとレナードのみ。


　とりあえず、先に割り込み組を排はい除じよしているうちに、自然とこうなってしまったのである。


「……なかなかやるな。リナ＝インバース」


「そっちも──単なるえらそーな奴やつかと思ってたけど……」


　言って対たい峙じするあたしたち。


　この戦いだけは──


　負けられない。絶ぜつ対たいに。


　もしも負ければ、この場所は相手のもの。


　つまりこちらは場所を移うつさねばならなくなる。


　しかし。


　他の場所でよさげなところは、さきほどあたしたちが追い払はらった、他の場所取りチームがすでに確保している。


　つまり。


　勝てば花見のベスト・ポジション。負ければ逆に三等席、というわけである。


「ならば、勝負の方法は──」


「……あのー……」


　あたしのことばを遮さえぎって。


　横から声をかけてきたのは、魔ま道どう士し姿すがたの少女だった。


　としの頃ころなら十二、三。黒い髪かみに黒マント。両手にかかえたバスケット。


「……あたし？」


「はい」


　少女はこっくりうなずいて、あたしにバスケットをさし出す。


「ご苦く労ろうさまです。


　これ、協会からのさし入れですので」


「あ。ども」


　受け取り、フタを開けてみれば、中にはサンドイッチと、素す焼やきのビンに入った何かの飲み物。


「おー。気が利きくわね」


「……なるほど。腹はらが減へっては戦いくさもできぬ、というわけか。


　いいだろう。決着は食事のあとだ」


　言ってレナードも、適当な場所に腰こしを下ろし、ふところから取り出した保ほ存ぞん食しよくをかじりはじめる。


　……さてと。そいじゃああたしも。


　近くの草の上に腰こしを下ろし、サンドイッチをぱくつきはじめる。


　しゃきしゃきレタスにマスタードソース、ほどよい厚あつさのローストビーフ。


　別のひとつは、同じローストビーフを使っていても、添そえ物ものをピクルスとスライスオニオンに変えてあり、これまたちょっと違ちがった味わい。


　うむうむ。なかなかおいしいぞ。


　コップがないので、素焼きのビンのコルクを抜ぬいて、直ちよく接せつひと口。


　ほう。これまたなかなか。


　基き本ほんはオレンジジュースなのだが、隠かくし味あじに入った何かがグッド。


「おいしいじゃない。このジュース。


　何なの？」


　あたしの問いに、使いの少女はにっこりほほえみ、


　お気に召めしてもらえましたか。


　このあたりでとれる、パールオレンジを使ってるんです」
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「隠し味には何を？」


「わかるんですか？　隠し味使ってるのが？


　すごぉぉぉい！」


　少女は目を丸くしてから、ふたたびにっこりほほえんで、


「ブルーリーの実を使ってるんです」


「ふぅん……


　……………………


　……って、ちょっと待てぃっ！」


　さらっと言ったそのことばに、あたしは思わず声を上げた。


「ブルーリーってあんた……！」


「──そう。


　魔ま道どう実じつ験けんなどにもよく使われる、睡すい眠みん効こう果かの強い木の実だよ」


　言ったのは少女ではなく──ゆらりっ、と立ち上がったレナードだった。


　──まさかっ！


「そういうことだ」


　そのそばに歩み寄より、少女の肩かたに手を置いて、レナードは勝ち誇ほこった笑えみを浮うかべて言う。


「改あらためて紹しよう介かいしよう。


　魔道士協会の一人──ではない。


　私の助じよ手しゆ、マリア＝フローレンスくんだ」


　猫ねこのようなまなざしをこちらに向けて、マリアは無言で小さく笑う。


「……くっ……！」


　呻うめいてみても、時すでに遅おそし。体の芯しんから生まれ出た眠ねむ気けが、急きゆう速そくに強まってゆく。


　徹てつ夜や明け、なおかつモノを食べたあと。これはさすがに──


「相手の心理的間かん隙げきを縫ぬって睡眠薬によるからめ手の実じつ行こうっ！


　くくぅっ！　これこそまさに知ち略りやくの神しん髄ずいっぽいッ！


　というわけで、安心して眠るがいい！　リナ＝インバースくん！


　あとは丁てい重ちように、町の隅すみにでも転ころがしておいてさしあげるよ！


　むろん花見のこの場所は、私たちが使わせてもらうけれどね！　はははははは！」


　──くっ……！　くそぉっ！　こんなテにあっさり引っかかるとはっ！


　くやしさと後こう悔かいの中……しかしあたしはたまらずに……がっくりと……その場にひざをつく……


　……すでに睡すい魔まは……思し考こうの……半分ほどを……聞こえる……笑い声……


　……くそっ……この場所……絶ぜつ対たい渡わたして……絶対……


　……呪じゆ文もん……この……術……


　……な……ら………………





　……………………………………





　誰だれかが……


　……体を……ゆさぶっている……


　……やかましい……あたしはもーちょっと寝ねたいのだ……


　……しつこくゆさぶる……寝たいとゆーのに……


　うにゃぐにゃと文もん句くを言いつつ、手で相手をふり払はらう。


　……空から振ぶり。


　寝すぎか、あるいは眠り足りないのか……


　どっちにしても頭が痛いたい……


　しつこく揺ゆさぶられる体。


「……うみゅむぐぐぅ……」


　自分でも意味不明のつぶやきを漏もらしつつ、あたしは仕し方かたなく目を開ける。


　空は明るい。


　体はゆれる。


　視界に、木々の梢こずえと白い花。


　……白い……花──？


「──あ！」


　瞬しゆん時じに意い識しきが覚かく醒せいする。


　思い出したのだ。一体何があったのか。


　レナードの助手に睡すい眠みん薬やくを仕込まれて、そのまま眠ねむり込んだのだ。


　あたしは反はん射しや的てきに半はん身しんを起こし──


　その体がまだ揺れている。


　……はて……？


　見み渡わたせば、あたりには、白い花をいっぱいに咲さかせたアニムジアの木々。


　花が咲いている、ということは──あれから丸一日ほどは寝ていたのだろーか？　やはり？


　なるほどきれいな花である。一いつ斉せいに咲き誇ほこる姿はまさに見事のひとこと。花見の場所取りでみんながさわぐのも、あながちわからぬことではない。


　だが今──


　花は咲けども姿すがたは見えず。


　あたりには、あたしの他ほかに、誰だれの姿も見当たらない。


　……はて……


　首をひねったところでまたまた大地が揺れる。


　どうやら、揺り動かされていると思ったのは、この振しん動どうのせいらしい。


　しかし……地じ震しんにしてはすこし様よう子すが変だが……


　立っていられるような揺れではないので、四つんばいのままあたりを眺ながめて──


「……何？　これ？」


　あたしは思わずつぶやいていた。


　まわりの風ふう景けいが消えているのだ。


　むろんあたりに木は生はえ、花は咲いている。


　しかし、それ以外のモノが消えているのだ。


　たしかあたしたちのいた場所からは、梢こずえの向こうに城が見えたはず。


　それがどこにも見当たらない。


　城だけではない。見えるはずの町並みも、遠くに望のぞむ山々も。


　……………………？


　とりあえず、まずは状じよう況きよう確かく認にんである。


　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


「浮遊レビテーシヨンっ！」


　空中浮ふ揚ようの術を使い、蒼穹あおぞらの中に舞まい上がる。


　そこから周しゆう囲いを見下ろして──


「……[image: ]っ……!?」


　ようやく事じ態たいを理り解かいして。


　あたしは思わず声を上げていた。


　今いた場所。


　それは、背せ中なかにアニムジアを生やしたまま、ウランバールの町のまわりを、のしのし歩き回り続ける、やたら巨きよ大だいな、獣けもの……とゆーか、テーブルのようなかっこうをした土人形ゴーレムの上だった。


　……う……うむぅっ……となるとやはりこれはっ……


　薬くすりにやられ、眠りに落ちるその直前。


　レナードたちにこの場所を渡わたしたくない一心で、何かの呪文をとなえたようなおぼえはあるのだが──


　どーやらそれが、ゴーレム作成の呪文だったようである。


　つまり。木の生えたあたり一帯の地面を丸ごとゴーレム化して動かせば、たとえあたしが眠りこけても、レナードたちには手が出せないっ！


　……とまあ、たぶんそんなことを、モーローとして、マトモな判はん断だん力りよくを失うしなった頭で考えて、実行しちゃったんじゃないかな、とか思ったりする今日この頃ごろ。


　……えーと……どーしよー……これ……


　などとあたしが思っていると。


「あああっ！　とうとう姿を現したなリナ＝インバースっ！」


　上がった声に目をやれば、あたしと同じく浮遊レビテーシヨンの呪文で、ぷかぷか浮ういているレナードの姿。


「貴き様さま！　とんでもないことをしてくれたものだな！


　おかげで今年の花見は台だい無なしだ！」


　この期ごに及およんでまだ花見が問題かいオイ。


　ともあれ、ここですなおに『ごめんなさい』などと言おうもんなら負けである。


　相手はここぞとばかりにかさに着て、全ぜん責せき任にんをあたしにおっかぶせようとすること必ひつ定じようっ！


「何言ってんのよ何をっ！


　そもそもはあんたたちが、睡すい眠みん薬やくを盛もる、なんてセコいテ使ったのが原げん因いんでしょーがっ！」


「呪じゆ文もんを唱となえたのはお前だろーがっ！」


「ほほぉぉぉう！


　つまりあんたは、あーいう状じよう況きように陥おちいったあたしがどーいう行動にでるのかさえも予よ想そうできなかったわけね。


　かしこいかしこい賢けん者じやサマの計けい算さんミスにはなぁぁぁんの責任もないと!?」


「……ぐ……ぐぬぅぅぅぅぅっ！」


　あたしのことばにぎりぎし歯がみするレナード。


　むろんあたしの言ったのは、論ろん点てんのすりかえ以外の何ものでもないのだが、自分がかしこい、なんぞとゆー根こん拠きよのない思い込みのあるレナードは、そのことにさえ気づかない。


「しかぁぁぁもっ！」


　びすっ！　と相手を指ゆびさして、さらに論点をすり替かえ言いつのる。


「これで、あんたたち賢者連れん盟めいとやらが『いい場所で花見をする』とゆー野や望ぼうはついえたわっ！


　それもこれも、『かしこいかしこい』あんたの計算ミスしまくりが原因っ！


　くくぅっ！　こりゃあお仲間からの評ひよう価かが楽しみねっ！」


「……む……むぐぐぐぐくくぅぅぅっ！」


　レナードは、眉み間けんとあごにシワ寄よせて、しばし唸うなりを上げてから、


「……ふ……ふっふっふっ……」


　なにやらいきなりにやりと笑い、ふくみ笑いなんぞを漏もらす。


「──いーや。


　まだだ。


　まだ雌し雄ゆうが決したわけではないッ！


　ここから、私の反はん撃げきが、大だい逆ぎやく転てんがはじまるのだっ！


　これぞまさにレナード・マジック！


　私の賢者たるゆえんっ！


　見ているがいいリナ＝インバースっ！


　私の鬼き神じんの如ごとき知ち略りやく、とくと見せてやる！」


　言いたいことを言い放つと、くるりと背せを向け、ふよふよどこかへ飛んでゆく。


　……うーみゅ……後ろ姿がめちゃめちゃかっこ悪い……


　ともあれンなものはほっといて。


　問題は、いまだのしのし歩いている、あたしのつくったゴーレムである。


　大ベ地フのイ精モ霊スに干かん渉しようし、今の姿と行動を取らせているわけなのだが──


　あたしはとりあえず、ふたたびゴーレムの背に着地して──


「立ち止まるのよ！　ゴーレム！」


　命めい令れいを下してみるが……ゴーレムの止まる様子はない。


　……なるほど……


　ゴーレムとゆーのは基き本ほん的てきに、作られた時に命令されたことを優ゆう先せんする。


　たぶんこいつは『何があっても歩き続けろ』とか命令されていたのだろう。あたしに。いやおぼえてないけど。


　だからこそ何があっても──あたしからの命令変へん更こうがあってもやはり止まらない。


　正しよう直じきな話、機き能のう停てい止しさせること自体はいたってたやすい。大ベ地フのイ精モ霊スの干渉を断たつなり、攻こう撃げき呪じゆ文もんをぶち込んでやるなりすればすむことである。


　しかし問題は、その背に生えたアニムジア。


　ゴーレムを機能停止させれば、魔ま力りよくによって形作られているその全身は崩ほう壊かいし、当然そこに根づいていたアニムジアの木々もぼろぼろになる。


　もしそれで、木が全部ダメになったりしようもんなら、さすがにマズい。


　……さてさて……となればどーしたものやら……


　などと思っているうちに。


　……どぉぉぉぉぉぉっ!?


　人々の上げる遠いざわめきが、風に乗のり、あたしの耳へと届とどいてきた。


　……なんだ？


　テーブル状じよう態たいのゴーレムの、端はしに移動し、見み渡わたせば──


　歩みのせいで揺ゆれる世界のその中に。


　ゆっくりと立ち上がったのは、城を背中に乗せたもう一体のゴーレム！


　……っておいまさかっ!?


　それは、やはり四本足で歩きだし、こちらの方へとやって来る。


　そして聞こえるレナードの声！


『ふははははははッ！　聞こえるかリナ＝インバースっ！』


　呪文を使って声を増ぞう幅ふくし、あたしに向かって呼びかける。


『アニムジアの花の中から城を望むベスト・ポジション……


　アニムジアの林を確かく保ほすることにより、そのポジションを独どく占せんしようという目もく論ろ見み、まずは見み事ごとと誉ほめておこう！
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　しかし！


　ならばこちらは城の方を確保するまでッ！


　これで条じよう件けんは五分と五分！


　さあどうするリナ＝インバースっ！』


　……いや……どぉするとか言われても……


　根こん本ぽん的てきに何かが間ま違ちがってるよーな気が……


　しかも手口にオリジナリティないし。


　我に大逆転の秘ひ策さくあり、みたいな大おお口ぐち叩たたいて結けつ果かがこれとは……なんつーか……


　とりあえずあたしは呪文を唱え、自分の声を増幅し──


『あたしだって好きでこんなことしてるわけじゃあないわよっ！


　賢けん者じや連れん盟めいのレナード……だっけ？


　そもそもあんたが、あたしに変な薬盛ったのが原因でしょーがっ！』


　あたしは声をはり上げる。


　むろんのこと。


　一見、レナードに呼びかけてるように聞こえるが、実じつ際さいはこれ、町のひとたちへの事じ情じよう説せつ明めいなのである。


　会話に見せかけた責任転てん嫁か、とも言う。


『……それと一いち応おう言っとくけど……


　花見にやたらこだわってて、これで五分、とか言ってるけど、そっちから見たら、城の遠くに花が見えるだけ──


　それって、花見になってないよーな気がするんだけど』


　あたしの指し摘てきにしばしの沈ちん黙もくが落ち──


『……しまったぁぁぁぁぁぁっ！』


　やがてレナードの後こう悔かいの声が、ウランバールの町じゅうに響ひびき渡わたった。


『……あの……


　やっぱしアホでしょ……？　あんた……』


『……え……


　えぇいっ！　黙だまれっ！


　こ……これはなんとゆーか……


　──そうだっ！


　そう、これは、そっちのゴーレムを乗っ取るための手しゆ段だんなのだよ！　うん！　うん！


　そちらに格かく闘とう戦せんをしかけ、動けなくする！


　そのためのゴーレムなのだよっ！


　決して行き当たりの思いつきで生み出したものではないのだっ！


　くぅっ！　おそるべき我わが知略っ！


　と、ゆーわけで。


　とくと味わうがよい！　我がゴーレムのパゥワァをっ！』


　その声とともに。


　背中に城を乗せたゴーレムは、こちらに向かって進みはじめたのだった！







（仁義なき場所取り：つづくっ！）





　次回予告




　背中に城を乗せたままのゴーレムをけしかけて来たレナード！


　果はたしてリナはどう対たい処しよするのか!?


　城を、そしてアニムジアの木を守ることができるのか!?


　そして魔ま道どう士し協きよう会かいの花見はどうなる!?


　ここで最良ベストの選せん択たくは『ほったらかして逃にげる』のよーな気はするが、それはやらない約やく束そくだっ！


　ともあれ次回、『仁義なき場所取り』後こう編へん！


　風ふ呂ろにでも入って待て！






　仁じん義ぎなき場所取り［後編］




　あらすじ




　魔ま道どう士し協きよう会かいからの依い頼らいで、アニムジアの花はな見みの場ば所しよ取とりをするリナ＝インバース。


　それに対たい立りつするは、ウランバール賢けん者じや連れん盟めいの一人、レナード＝ファンタズマ！


　予よ断だんを許ゆるさぬ激はげしい攻こう防ぼう。


　しかしリナは、レナードの助じよ手しゆ、マリアに睡すい眠みん薬やくを盛もられ、意い識しきを失うしなってしまう。


　ふたたび目が醒さめたその時。


　そこは、眠ねむる間ま際ぎわに呪じゆ文もんでつくり上げた、背せ中なかに満まん開かいのアニムジアの花を背せ負おうゴーレムの上だった。


　そこに今、レナードのつくったもう一体のゴーレムが襲おそいかかる！







　……さわ……


　吹ふき過すぐ風が緑みどりの木この葉はを揺ゆらす中。


　あたしは出会った。


　ふたたび、あの男と。


「やっと見つけたぞ貴き様さま！　あの時はよくもほったらかしにして逃にげたなっ!?」


　言われてあたしは小さく肩かたをすくめつつ、


「オゥ、人チガイネ。ワタァシ、何ノコトダカ、ワカァリマセン」


「妙みようなアクセントでごまかすなぁぁぁっ！


　よもや忘わすれたとは言わさんぞリナ＝インバースっ！」


　あたしを指ゆびさし、目をつり上げて、その男──レナードは言った。
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　そして、彼のそばにひっそり佇たたずむのは、あたしより少し年下の見た目はジミな少女──レナードの助手のマリア。


　森の中ゆく街かい道どうで、あたりには他ほかに人ひと通どおりもない。


　待まち伏ぶせをかける場所としてはたしかに絶ぜつ好こうである。


「……ちょっ……


　ちょっと待ってよ。


　そーいう言い方されると、なんか、あたしが恨うらみ買かってるみたいに聞こえるじゃない」


「恨んどるわっ！


　とゆーか、まさか貴様あの状じよう況きようで、恨まれてない、などと思ってたのかっ!?」


「……えーと……」


　つぶやいて、あたしはぽりぽり頭を搔かいた。


　しばらく前。あたしとレナードは花見の場所取りで、激はげしい争あらそいをくりひろげたのだ。


　いろいろあって、双そう方ほうは巨きよ大だいゴーレムを生み出して──





　大たい気きをふるわせ地を鳴ならし、二つの巨体が激げき突とつした！





　ごぐわぁんっ！





　あたしの生み出した、アニムジアの花を背負った土人形ゴーレムと。


　レナードの生み出した、城しろを背負ったゴーレムと。


　歩みゆこうとするこちらのゴーレムの動きを、あちらのゴーレムが一いつ瞬しゆん、おしとどめる。


　狙ねらっていたのは、まさにこの瞬間だった。


　花咲さき誇ほこるゴーレムの背に、たんっ、とあたしは手をついて、


「霊呪法ヴ＝ヴライマ！」


　ゴーレム作成の術じゆつを唱となえる！


　……ぐ……ぐごごごごご……！


　テーブル状じようの背中が、うねり、たゆたう。


　さながら、嵐あらしに荒あれる海のごとくに。


　そして。





　ぐばぁっ！





　テーブルゴーレムの背中をその材ざい料りようとして、新たなゴーレムが生まれ出た。


『……な……なにぃぃぃっ!?』


　呪じゆ文もんで増ぞう幅ふくされたままだった、レナードの驚きよう愕がくの声が響ひびいた。


　基き本ほん的てきに、呪文で生み出すゴーレムというのは、大ベ地フのイ精モ霊スへの干かん渉しよう・コントロールによって造つくられる。


　しかし、人間一人の魔ま力りよくに限げん界かいがある以上、巨大なゴーレムを生み出し、操あやつる場合には、その魔力は、関かん節せつ部などの重じゆう要ような部分のみに干渉することとなる。


　つまり。


　テーブル状の巨きよ大だいゴーレムの、背中に当たる部分には、ほとんど何の魔力干渉もないはずだった。


　それを利用して、あたしはあらためて術を唱え、その部分──アニムジアの花を咲かせた部分を材料に、ふた回りほど小さなゴーレムを生み出したのだ。


　花を咲かせた新たなゴーレムは、親おやゴーレムの体を伝つたって地面に下りる。


　かくて。


　咲さき誇ほこるアニムジアの木々は、無ぶ事じに保ほ護ごされたのだった。


　これぞ必ひつ殺さつ！　敵てきをほったらかして任にん務む完かん了りようっ！


『……って、ちょっと待てぃっ！　まさか本当にほったらかしにするつもりじゃないだろうなっ!?　おいこらっ！』


　何やら後うしろでわめき立ててるレナードのことはさておいて──


　かくて、騒さわぎは無ぶ事じ解かい決けつしたのだった。


　それが、二日前のことである。





「……どぉ思い返しても、恨うらまれる点てんってないんだけど……」


「くむぅぅぅぅぅぅッ！　無む自じ覚かくなセリフをいともいけしゃあしゃあとッ！


　貴様の起おこしたあの騒ぎのせいで、我われ等ら賢けん者じや連れん盟めいは領主ロードより咎とがめ立てを受け、この私も町にいられなくなってしまったのだぞっ！


　……この私が……！


　世にある総すべての英えい知ちをこの頭ず脳のうの裡うちに収おさめられるといいなとか羊よう皮ひ紙しの端はしっこにメモしていたりするこの私が、だぞ！」


「……いや……そんなじまんされても困こまるんだけど……


　けどそりゃまあ、城ごとゴーレム化したりすれば……」


「この傷きずついたプライドを回かい復ふくし、栄えい光こうの座ざに復ふつ権けんするにはいかにすればよいか!?」


　あー。やっぱし聞いてないし。ひとの話。


　となるとこーいうタイプの奴やつは、このあと当とう然ぜん……


「答こたえは一つ！　あの日の決けつ着ちやくをつけることのみっ！」


　ほら。やっぱしそうきた。


　彼は真まっ向こうから、すでにヤル気のないあたしを、びしっ！　と指ゆびさして、


「リナ＝インバース！


　花見の場所取り勝しよう負ぶだっ！」


「あほかぁぁぁぁぁぁぁッ!?」


　どぎゃめぎっ！


「かばぷっ!?」


　ツッコミながら力いっぱい放はなったあたしの回まわし蹴げりに、レナードは、二に回かい転てん半はんほど大地を転ころがった。


「『勝負』はわかんないこともないけれど、なんで『花見の場所取り』なのよっ!?」


「愚おろかな！　その程てい度どのことさえもわからぬとは！」


　よたよた身みを起おこし、言うレナード。


「花見の場所取りに端たんを発はつしたことならば、同じく場所取りで決着させることこそ道どう理りというものっ！」


「……いや……道理ってゆーなら、『城に悪さした奴が罰ばつ受ける』ってのも立りつ派ぱな道理でしょーが」


「ふっ。ますますもってわかっておらんな。


　時には道理を曲まげることもまた、世の中には必ひつ要ようなのだということが！


　人はそれを『必要悪あく』と呼よぶ！」


「そんな自じ分ぶん勝かつ手てなりくつがあるかっ！


　あんたのはただの責せき任にん逃のがれの逆さか恨うらみでしょーがっ！


　そもそも、場所取りったって、アニムジアの花ってもう咲さいちゃってるじゃない」


「誰だれがアニムジアの花でやると言った!?


　見よ！」


　言って、ばさぁっ！　とマントをひるがえし、ぐるりとあたりをさし示しめす。


「このあたりに生えているのはすべてツネツバキの木なのだ！」


「……ツネツバキ……？」


「各地に生える広こう葉よう樹じゆで、この時じ期きになると、くすんだ緑みどり色いろの、いまひとつパッとしない花を咲かせるのだ！


　このあたりなら、開花はおよそ明あ日すあさってといったところだろう。


　その時までっ！


　特とく定てい場所を確かく保ほし続けた方が勝ちだっ！」


「あほかぁぁぁっ！


　何が悲かなしゅうて、ンな、どこにでもある上に地じ味みそうな花の場所取りなんてしなくちゃなんないのよっ!?」


「そこはつきあいで！」


「つきあうかぁぁぁぁぁっ！」


「つきあってくれたら金きん貨か五十枚まいっ！」


　…………………………


「……は？」


　レナードが、さらりと言ったそのことばに、あたしは眉まゆをひそめた。


「……金貨五十枚……？」


「そう！


　ただし、この私に勝てたらの話だ！


　これならば、勝負を受ける理り由ゆうになるだろう!?


　……まあもっとも……この私に勝つことができなければ話にもならんのだがな」


「……とか言って……


『実じつはそんなにお金持ってませんでした』なーんてオチなんでしょ？」


「甘あまく見るなっ！」


　言ってレナードは、マントの下から、革かわの袋ふくろを取り出した。


　じゃらりっ、と重い音がする。


　ををををををっ!?　こりはっ！


　今の音はたしかに金貨っ！　でもってそのボリュームからすると、五十程度は楽らくにありそうである！


　そうとなれば話は別べつっ！


　あたしは、ぽむっ、と手を打うって、


「おしわかったわ挑ちよう戦せん受うける！　場所はめんどうくさいからここでいいわね。追つい加かルールで意い識しき喪そう失しつは試し合あい放ほう棄きとみなして敗はい北ぼく。異い議ぎある？　ないわね。はい決けつ定てい。それじゃあ早さつ速そく開かい始し。とゆーわけで火炎球フアイアー・ボール」


「……え……？　あのちょ……？」





　づどぉぉぉむ！





　一気にまくし立て、あたしの放った一いち撃げきは、容よう赦しやも遠えん慮りよもミもフタもなく、何やら言いかけていたレナードをまともに吹ふっ飛とばす。


　コゲて、ぱてりっ、と倒たおれると、レナードは、そのまま動かなくなった。
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「ふっ。勝負あったわね。


　……と。そいじゃあ約やく束そく通り……」


　倒れたレナードのそばに寄より、革のサイフを──


　──!?──


　じゃぎゃっ！


　気け配はいを感じ、後ろに跳とんだ目の前を、黒いかがやきが通り過ぎる。


　先に小さな刃は物もののついた、細ほそい鎖くさり。


　放ったのは──レナードでないなら一人しかいない。


　ゆっくりと、あたしは視し線せんをそちらに向けた。


　引かれた鎖が、マントの下へと消えてゆく。


　その場に佇たたずむのはむろん──


「すみませんが、それくらいにしてもらえます？」


　マリアは静しずかな口く調ちようで言った。


　猫ねこを想おもわせるまなざしを向けて。


「……あーんな奴やつに義ぎ理り立だてする必要、あるの？」


「それは、わたし自身が決めることです」


　言ってマントの下から細っこい手を覗のぞかせる。


　手にはやや厚あつ手での黒くろ手て袋ぶくろ。その手首には、おそらく今放ったものだろう。細く、黒い鎖が幾いく重えにも巻まきついている。


「……『それぐらいにしろ』って言うけど……こっちのセリフよ。それは。


　このままだとレナード、目をさましたら、またぞろ『今度こそ本当の決着を』とか言いながら、あたしを追おいかけてくるに決まってるでしょ。


　そんなんじゃあ、いつまで経たっても終わんないわよ」


　あたしは言った。


　慎しん重ちように間合いを測はかりつつ。


　もしもシロウトが見たならば、マリアはただ、無む造ぞう作さにつっ立っているようにしか見えないだろう。


　だが、剣けんをそれなりにかじったあたしから見れば──その姿すがたにはスキがない。


「いいえ。終わりますよ」


　マリアは言った。しごく当たり前のことを宣せん言げんする口調で。


「あなたが敗北すれば」


　声と同時に鎖くさりが唸うなる。


　右と左と。同時に二本。


　身をかわしつつ、あたしは腰こしのショート・ソードを引き抜ぬいた。


　同時に呪じゆ文もんの詠えい唱しよう開始。


　かわしたはずの鎖が虚こ空くうで軌き道どうを変える！


　ききんっ！


　一本を剣けんでうち払はらい、もう一本を剣の刀とう身しんにからませる。


　はじかれた方をマリアは手もとに引きもどし──


　あたしの呪文が完かん成せいした！


「雷撃モノヴオルトっ！」


　生まれ出た雷らい撃げきは、剣を、鎖を伝つたってマリアの体を駆かけめぐる──はずだった。


　しかし。


　彼女はわずかに瞳ひとみの端はしを歪ゆがめたのみ。


　笑えみの形に。


　マリアが一歩、立ち位い置ちをずらす。


　はためいたマントの下で、大地に刺ささった鎖の端はしが抜ぬけるのを、あたしは見み逃のがさなかった。


　なるほど。


　彼女はこちらの出方を読よんで、鎖のもう片端を大地につき立て、雷撃をそちらに流したのだ。


　となれば、彼女が次に使う手は──！


　背せ筋すじに走はしる悪お寒かんのままに、あたしは剣をひるがえす！


　同時にマリアが術じゆつを放った！


「雷撃モノヴオルト」


　ほとんど同時だった。


　マリアが術を解とき放つのと。


　あたしが剣を地面につき立てるのとは。


　ぱしっ！


　間かん一いつ髪ぱつ。


　彼女の放った雷いかずちは、鎖くさりを、剣を伝って大地に流れ去さる。


「やるわね。さすがに」


　不ふ敵てきなつぶやきが、小さな唇くちびるから漏もれた。


　……この子……やるっ！


　こちらの力りき量りよう、行動パターンをある程てい度ど読んで、それにちゃんと対たい応おうしている。


　はっきし言って、レナードなどよりよっぽど手て強ごわい。


　なんでこれほどの使い手が、あんなぼんくらの助じよ手しゆをやってるのか、正しよう直じき言って不ふ明めいである。


　ならば──


　鎖をからめた剣けんを手にして、あたしは呪じゆ文もんを唱となえはじめた。


　マリアはその鎖を引くが──力はわずかに、こちらの方が勝まさっている。


　彼女は、別の一本の鎖をあたし目がけて解き放ち──


　今だっ！


「氷結弾フリーズ・ブリツドっ！」





　ぎぃんっ！





　放たれた鎖に術を当て、一本目の鎖を巻まき込こんで、大きな氷ひよう塊かいに閉とざす。


　これで二本の鎖には重りがついたも同然。技ウ術デはあっても非ひ力りきなマリアには、どうしようもないだろう。


　武ぶ器きの動きを封ふうじてから、剣を離すと、マリア目がけてダッシュをかける。


　彼女の口もとがわずかに動いたその瞬しゆん間かん。


　あたしは大きく横に跳とぶ！


「氷の矢フリーズ・アロー」


　彼女が呪文を放ったのは、ぴったりそのタイミングだった。


　つい今しがたまであたしのいた場所に、数すう条じようの冷れい気きの矢やが生まれ出ていた。


　横へと跳んでいなければ、自分からあの中へ突つっ込んでいたところである。


　あたしはそのまま、まわり込む形で接せつ近きん。


　マリアは術じゆつの飛ひ行こう軌き道どうを変えてこちらを狙ねらってくるが──紙かみ一ひと重えのところであたしは身をかわす。


　視し界かいの中で、少女の姿すがたがその大きさを増ましてゆき──


　彼女に届とどくその直前。


　あたしはふたたび大きく横に跳んでいた。


　三本目と四本目の鎖くさりが、あたしの残ざん像ぞうを貫つらぬいたのはその時だった。


　──やはり──


　氷の矢フリーズ・アローをかわされてなお、彼女の瞳ひとみに動どう揺ようの色はなかった。


　ならば、次の手が来ると読んだのだが、どうやら正せい解かいだったようである。


　回かい避ひと同時にあたしは地面に手をついて、


「霊呪法ヴ＝ヴライマ！」


　呪文にアレンジを加えた、ゴーレム作成の術を唱える。


　ごばぁっ！


　マリアのまわりの地面が盛もり上がり、瞬しゆん時じにして、中ががらんどうのゴーレムをつくり上げた！


　つまり、ゴーレムの中に彼女を閉じこめたわけである。


　中は決して広くない。爆ばく砕さい系けいの攻こう撃げき呪じゆ文もんで脱だつ出しゆつしようとすれば、自分もとばっちりを食らうことになる。


　さして大きくもないゴーレムだから、あたしが以ま前えにやったような、さらに大ベ地フのイ精モ霊スに呪文干かん渉しようする、というテは使えないはず。


　つまり、無む傷きずの脱出はほぼ不ふ可か能のう。


　ふっ。封ふう印いん完かん了りよう。


「さ。おとなしく降こう参さんしてもらいましょーか」


　マリアを封じたゴーレムに向かってあたしは呼びかける。


　小さな空気穴あなはあけているので、こちらの声は聞こえるはず。


「脱出がむずかしいことはわかるでしょ？


　でもって、こっちは、その気になればゴーレムごと……」





　ぢゃぎゅりぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ！





　あたしのことばを遮さえぎって。


　耳ざわりな音が街かい道どうに響ひびいた。


　聞こえてきたのは、じっと佇たたずむゴーレムの方から。


　──なんだっ!?


　あたしが視線を送る中。


　……ず……


　ゴーレムの体がずれた。


　縦たてに、二つに。


「……な……!?」


　ずぅんっ！


　分かれ倒たおれたゴーレムの、腹はらの中から現あらわれたのは、言うまでもなくマリアの姿。
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　その手に、うねうねと動く鎖くさりを従したがえて。


　……なるほど……そうきたか……！


　あたしは理解した。


　彼女が脱だつ出しゆつしたその方法を。


　細い糸を、思いのままに操あやつる術、というのがあると聞いたことがある。


　もともとは土ど木ぼく工事用──つり橋ばしなどをかける時のために生み出された術らしいが──


　マリアが使ったのは、おそらくそれか、あるいはそのバリエーション。


　鎖を操り、ゴーレム内部に這はわせて高こう速そく移い動どうさせ、ノコギリのようにして、内部からゴーレムを断たち割わったのだ。


　瞬しゆん時じに状じよう況きようを判はん断だんして、こんな方法をとってくるとは……


　こうなればこちらとしても、手かげん抜ぬき、倒すつもりでやるしかない。


　あたしは間合いを測はかりつつ、口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


「……う……くっ……」


　小さな呻うめきが聞こえたのは、そんな時のことだった。


　どーやらレナードが、ダメージから復ふつ活かつしたようである。


　と。その時。


　ぴくっ。


　マリアの顔色がまともに変わった。


　鎖にかけた術を解き、あわててじゃらじゃらマントの下にしまい込むと、なんだかいそいそとそちらの方に駆かけてゆく。


「ご無ぶ事じですかレナード様!?」


「……う……フローレンスくん……


　一体……？」


　マリアのさし出す手を借かりて、レナードは多少ふらつきながらもその身を起おこす。


　そんなレナードに、マリアは、すがるようなまなざしを向けて、


「リナ＝インバースの不ふ意い打うちに、一瞬気を失うしなっておられたんです」


「……そうか……そうだったな……


　きみは無事か？　フローレンスくん？」


「はい。なんとか」


　心細げな声を出す。


　そこにはもはや、さきほど見せた鋭するどい気け配はいはカケラもない。


　──って……ひょっとして……


「──ははぁん……」


　びくぅっ！


　あたしの漏もらしたつぶやきに、少女の背中が小さくふるえる。


「……マリア……


　あんた、ひょっとして、そのレナード……」


「ここは不利ですレナード様ッ！」


　顔色をまともに変えて大声上げて。あたしのことばをさえぎると、マリアはレナードの片手をぐいぐい引っぱって、


「一いつ旦たん退ひきましょうっ！」


　真まっ赤かになって力りき説せつする。


「しかし……」


「レナード様っ！」


「……むう……」


　言われてレナードは、きっ！　とあたしをにらみつけ、


「不意を突ついてくれたばかりか、フローレンスくんをここまでおびえさせるとは」


「…………………………いやあの……」


「仕し方かたない！


　フローレンスくんを危き険けんに巻まき込むわけにはいかない以上、今回は私の負けとしておこうっ！」


　ばさぁっ！　とマントをひるがえし、朗ろう々ろうと宣せん言げんする。


「だが！


　この借かりはいつか必かならず返してみせる！


　おぼえておくがいいっ！」


　言ってその場できびすを返し、マリアとともに去ってゆく。


　ちらりとこちらをふり向いた、少女の瞳ひとみが物語る。


　──余よ計けいなことを言ったら殺ころス。


「……えーっとぉ……」


　なんだか追うのもアホらしく、あたしはただただ立ちつくし、二人の後ろ姿を見送ったのだった。





「今度こそ勝負だリナ＝インバースっ！」


「早ッ！」


　レナードがあたしの前に立ちふさがったのは、その日の夕方のことだった。


　とゆーか、あのあとすぐ。


　街かい道どうをまっすぐ行ったところにある町の入り口で、いきなり待ちかまえていたのだ。


　仁に王おう立ちに待っていたのはレナード一人。


「……マリアの姿が見えないわね」


　言ったあたしに、レナードは、さらり、と髪かみをかき上げて、


「戦たたかいに巻き込んで、おびえさせるわけにはいかないからね。


　宿やどで待ってもらっているのだよ」


　……なるほど……と、ゆーことはこのレナード、マリアの実力ちからを知らないわけか。


　姿が見えない、とあたしは言った。


　しかし、気配でわかる。


　彼女が近くに姿を隠かくし、こちらの様よう子すをうかがっているのが。


　ならば、レナードを倒たおしたところで、またまた彼女が出てくることになるだろう。


　さすがにそーいう事じ態たいはごめんである。


　となれば一体どうするか──


「勝負の方法は簡かん単たんっ！」


　あたしが考えるうちに、レナードは、言って、町の中心の方を指さし、


「ここをまっすぐ行けば、教きよう会かいの立つ十じゆう字じ路ろにたどり着く！


　そこを右手に曲まがり、しばらく行った右手に『ブルーフィッシュ』という名の食しよく堂どうがある！


　大きな、青色の魚の看かん板ばんを出しているからひと目でわかるはず！


　そこに先にたどり着き、席せきを取った方の勝ちとするッ！」


「……って、この期ごに及およんでまだ場所取りにこだわるわけ？」


「ふっ！　言ったはずだろうリナ＝インバースっ！」


　さわりっ、と髪をかき上げて、


「場所取りからはじまったトラブルの決着は、やはり場所取りで決める！


　それが理り論ろん的てき帰き結けつだと！


　魔ま道どうは使用可能。途と中ちゆう、相手に対する妨ぼう害がいも有ゆう効こう。


　ただし、故こ意いにでも事じ故こにでも、無関係の通行人に危き害がいを加えた場合は即そく座ざに敗はい北ぼくとする！


　いいなっ！」


「……わかったわ……」


　問とわれてあたしは、こっくりとうなずいた。


「……ふっ。いい覚かく悟ごだ。


　ならば──


　ゆくぞ！」


　あたしとレナードは、町に向かって身み構がまえて──


「五！　四！　三！　二！　一！……スタートっ！」


　レナードの合あい図ずで同時に地を蹴けった。


　風にマントが、髪かみがたなびく。


　双そう方ほうともに、口の中で呪じゆ文もんを唱となえて──


　先に完成したのはあたしだった。


「魔風デイム・ウインっ！」


　強風の呪文を、背中から、あたし自身に向けて解き放つ！





　ぶごぅっ！





　生まれた颶か風ぜに背中を押おされ、あたしは一気に加か速そくし、レナードを引き離はなす！


　しかし！


「霊呪法ヴ＝ヴライマ！」


　その時、レナードが術を放った！


　ぼごりっ。


　石いし畳だたみをその材料に、道路からわき出すようにゴーレムの頭が出現する。


　場所は──あたしのすぐ目の前！


「おわぁぁぁぁぁっ!?」


　あたしは叫さけんでたたらを踏ふんで──


　ごぎゃっ！


　その頭につまずき、コケる。


「ふははは！　先に行くぞ！」


「おにょれぇぇぇぇぇっ！」


　くやしさを込めた声をはり上げるあたし。


　むろんのこと──


　ここらへん、全部演えん技ぎだったりするのだが。


　この勝負、実じつは勝つのは簡かん単たんなのだ。


　高速飛行の術を使ってひとっ飛び。それで勝しよう利りはほぼ確かく実じつ。


　だが、そうなると。


　レナードは、まず確実に、『今度こそ本当の勝負』と、また戦いをしかけてくるだろう。


　ならばどうすればいいか。


　答こたえは簡単。負けてやればいーのである。


　ま、あんなのに負けるとゆーのは面おも白しろくないが、このあとえんえんと、彼とマリアにつきまとわれることを思えばまだマシである。


　とはいえむろん、あまりわざとらしい負け方をすれば、『本ほん気きでやれ』とか言ってくるだろう。


　つまり、さりげなく負けること。


「──くっ！」


　あたしはふたたび身を起こし、レナードを追ってダッシュをかけた。


　どーやら足は、あたしの方がやや速いらしく、すこしずつその間が詰つまってゆく。


　やがて二人は、教きよう会かいの建たつ十字路に。


　この時あたしは、レナードのすぐ後ろにまで迫せまっていた。


　と。


「やらせはせん！」


　言ってレナードは、左手で、ぱさりっ、とマントをひるがえす。


　刹せつ那な！


　ばらばらばらばらっ！


　その下から、大小無む数すうの玉たまが地面に転がり出した！


　もちろん踏ふめば転てん倒とう確実！


「ぬにゅわっ!?」


　あわててあたしは大きく左に回かい避ひする。


　これでさらに距きよ離りは開いた。


　……んーむ……狙ねらい通りではあるのだが……さすがになんか腹はら立たってきたなー……


　ともあれあたしはふたたびダッシュ！


　ほどなくゆく手の右側に、青い魚の看かん板ばんが見える！


　あそこかっ！


　レナードとの差さはすこしずつ詰まる。このペースで行けば、店に着くのはほぼ同時か？


　思ったその時！


　ぶわっ！


　前を行くレナードが、いきなりそのマントを外はずす！


「うわっ！」


　巻まかれる前に、あわてて手で払はらいのけるあたし。


　それが。


　決定的な差を生んだ。


　レナードが、その店先へとたどり着く。


　扉とびらに両りようの手をかけて、


「ふはははは！　勝った！」


　勝利の宣せん言げんとともに、彼は、ばんっ！　と店の扉を開あけ放つ！


　そして──


「──すいません。今、満まん席せきですので──」


　扉の奥おく──店の中からかかった声に、すごすご引き返してくる。


　……ええっと……


「むぅぅ……この時じ刻こくにすでに満席とは。


　これでは席が取れんではないか」


「……そ……そぉね……」


　気力を失なくしてつぶやくあたしに、レナードは非ひ難なんのまなざしを送り、


「どうしてくれるのだリナ＝インバース!?」


「あたしのせいかぁぁぁっ!?」


　……くふーっ……くふーっ……


　肩かたを上下させながら、それでもなんとか気を落ち着かせ、


「……ふっ……


　とはいえ……店にたどりついたのはそっちが先……


　……あたしの負けよ……」


「納なつ得とくいかんっ！」


「なにぃぃぃぃぃっ!?」


「何度言えばわかるのだリナ＝インバース！


　場所取りの決着は場所取りでと！


　その場所が取れない以上、たとえお前がどう思おうと、それは真の決着ではないっ！」


　……こっ……この男はぁぁぁぁっ……！


　わざと負けた上にわざわざクサいセリフまで吐はいたとゆーのに、『場所が取れないから納得いかん』!?


　こーゆー場合、なんとはなしに感動してうやむやのうちに和わ解かいする、とゆーのが世せ間けん様のつきあいだとゆーのにっ！


　……えぇいっ……こーなったら仕方ない！


　……ふぅ……


　あたしは小さくため息ついて、


「……そんな意い地じ張はってどーすんのよ……


　マリアが悲かなしむわよ」


「は？


　何な故ぜそこでフローレンスくんの名が？


　──まさかお前！　彼女を人ひと質じちにっ!?」


「そーじゃなくてっ！


　気づいてないの？　彼女、あなたのことが好きなんだって」


「何!?」


　さすがに動どう揺ようの色を浮うかべるレナード。


　……どこかに隠かくれて見ているマリアが、視し線せんに殺さつ意いを乗せてくるが、かまわずあたしはことばを続ける。


「昼間の街道での戦い……


　気を失ったあなたを、彼女が身を挺ていしてかばったのよ」


　正せい確かくではないが、間ま違ちがってはいない説せつ明めい。


「そんなことが……」


「これ以上彼女を心配させるつもり!?


　これ以上彼女を悲しませるつもり!?


　こんな戦い……勝っても負けても、それは単たんなる自じ己こ満まん足ぞくでしょ!?


　あなたが変な意地を張って、危き険けんな目に遭あえば遭うだけ、彼女も悲しみ、その身を危険にさらすことになる……


　賢けん者じやを自じ称しようする者が、そんな愚ぐ行こうをくり返すの!?」


「……[image: ]っ……！」


　ようやく過あやまちに気づいたか──はたまた単に『愚行』とゆーことばに反はん応のうしてか、レナードは小さく呻うめいた。


　しばし逡しゆん巡じゆんの色を見せてから、


　……ふ……


　肩かたの力を抜ぬいて大きく息を吐はく。


「……なるほど……


　確かにそうかもしれんな……


　自みずからの過ちを時として認みとめることも賢者の賢者たる所以ゆえん……


　わかった。


　これ以上張はり合うのは無意味。


　よって、きみと争あらそう意い志しは捨すてよう」


　おっしゃ説せつ得とく完かん了りようっ！


　彼は髪かみをかき上げて、


「だがまさか……


　フローレンスくんが、私にそんな感情を抱いだいていたとは……


　しかし……残ざん念ねんだ……」


「残念？」


　おうむ返しに問とうあたしに、彼は、近くにマリアが潜ひそんでいることに気づかぬまま、


「うむ。


　どうせ好こう意いを持たれるなら、あんなつるぺたのお子様ではなく、もっとこぉ、ボンッ・キュッ・パーンな女性に……」




[image: ]


　ことばも終わらぬそのうちに。





　どづぐしゃぁっ！





　そばの屋や根ねからマリアが放ったダイブキックは、レナードのうしろあたまにつき刺ささり、その顔がん面めんを地面にめり込ませたのだった。





「……男っていうのは……


　なんでみんなああなんでしょうか……」


「同どう感かん。


　なぁぁにが『ぼん・きゅっ・ぱーん』なんだか」


　言ってあたしは、くいぃぃっ、とジュースの入ったカップをあける。


　あのあと、あたしとマリアとは。


　近くのメシ屋で、いきなり意い気き投とう合ごうしたのだった。


「そもそもわたしはこれからが成せい長ちよう期きなんですからっ！　あと何年かしたら、それこそ胸むねだってもっと！」


　言ってマリアは、こくこくくはぁっ！　とオレンジジュースを一気に飲のみ干ほす。


「あたしだってまだまだぁっ！


　──あ、おばちゃん！　こっちのテーブル、同じ飲み物追つい加か！」


「──けど──」


　カップを置いたマリアはくやしげに、


「レナード様にはがっかりよ。


　賢けん者じやを自じ称しようしながら、通つう俗ぞく的てきな美的価か値ち観かんしか持ちあわせていないなんて……」


　……いやまあ……逆ぎやくに、『十二、三歳さいの胸のない女の子じゃなきゃヤだ』とかゆーピンポイントな賢者がいたら、ソレはソレでかなり問もん題だいだと思うのだが……


　胸のうちでだけつぶやくあたし。


「……ね……マリア」


　空からのカップを片手にあたしは問いかける。


「彼の……どこが好きだったの？」


「ああ。それは──」


　彼女はテーブルの上の料りよう理りをつまみつつ、


「ルックスもよかったし金持ち貴き族ぞくの一人っ子で、何よりバカでコントロールしやすかったから──」


「……ってそのトシで打だ算さんずくめの玉たまの輿こし狙ねらいかぁぁぁっ!?」


　すこぉぉぉぉんっ！


　あたしの放った空のカップは、マリアの顔面をまともに直ちよく撃げきしたのだった。





　めでたくもありめでたくもなし。







（仁義なき場所取り：おしまい）







　巨きよ大だい生物の山







　森にはただ、異い様ような静せい寂じやくだけが満ちていた。


　風さえ吹ふかず、虫すら鳴なかず。


　すべてが沈ちん黙もくを続つづけていた。


　まるで、何かにおびえてでもいるかのように。


「……いるわね……近くに……」


「お……おどかさないでくださいよぅ、リナさん……」


　つぶやくあたしのそのことばに、フォーネスは、おびえ、かすれた声を漏もらした。


　どーやら本ほん気きでコワがってるらしく、よく見ると、片かた手てであたしのマントの端はしを、ぎゅっ、とにぎっていたりする。


「……って、そこまでひるみまくってどーすんよ。


　逃にげ出した奴やつとは、けっこー長いことつきあってたんでしょ？」


「……そう……ですけどぉ……


　間にオリをはさまないおつきあい、っていうのはしたことなかったからぁ……」


「なるほど──ね。


　とにかく──」


　ざわり。


　木々の葉が揺ゆれた。


　風もないのに。


「すくなくとも──近くにいるわよ。


　何かが」


　言ってあたしは、しげみの奥おくをにらみすえた。





　発ほつ端たんは昨日きのうのことだった。


「──魔ま道どう士しさん──ですね。あなたも」


　昼食どきの食しよく堂どうで、テーブルの向かいにいきなり腰こしかけて、深しん刻こくな顔で話しかけてきたのは、としの頃ころなら十四、五の、黒い髪かみの魔道士姿だった。


　服ふく装そうは、いまいち飾かざり気けにはとぼしく、魔道士としては見み習ならいか、実じつ務む一いつ辺ぺん倒とうのタイプ、といったふうである。


「いきなりすみません。私ぃ、この町の魔ま道どう士し協きよう会かいに所しよ属ぞくしてるぅ、ファーネスといいますぅ」


　表ひよう情じようは深刻そーではあるが、しゃべりかたはいまいちしゃきっとしない。


「あたしはリナよ。リナ＝インバース」


　トリ肉のレモングラス焼きを切る手も休めぬまま、一いち応おうあたしも自じ己こ紹しよう介かい。


「実はぁ……協会からぁ、旅の魔道士さんたちにぃ、依い頼らいをするように言われたんですけどぉ……」


　彼女はしばし沈ちん黙もくし、やがて、思い切ったかのように、


「お願いしますぅっ！　協会から逃にげ出した実じつ験けん動どう物ぶつを捕つかまえるのにぃ、手を貸してくださいっ！」





　ぶぅっ！





　彼女の上げた大声に、思わず吹ふき出したのは、あたし一人ではなかった。


　……ざわざわざわざわ……


　店を埋うめた、ほかの客たちの間あいだに生まれる動どう揺ようのざわめき。


　こ……こいつっ……そーゆーヤバい話を大声で言うか？　いきなり？


　ま……まづひ……注ちゆう目もくされてるし……


　ここはなんとかごまかさねばっ！


　あたしは、ぽりぽり頭を搔かきながら、わざと気楽な大きな声で、


「ま……またまたぁ。そーゆー人ひと騒さわがせな冗じよう談だん飛ばして……」


「冗談なんかじゃありませんっ！　放ほうっておいたら大たい変へんなことになるんですぅっ！　真しん剣けんに聞いてくださいっ！」


　しかし彼女は、まわりの状じよう況きように気づくどころか、一いつ層そう声を大きくする。


「……いや……あの……」


「お願いしますぅっ！　ことは急きゆうを要ようするんですぅっ！」


「えと……だから……」


「ほうっておけばぁ、このあたり一いつ帯たい荒こう野やになる可か能のう性せいだってあるんですよぅっ！」


「…………」


「とにかくぅ、町のひとたちにことが露ろ見けんして、パニックになる前……」





　ごんっ。





　とりあえずその場は。


　あたしのふり下ろしたイスの角が、無ぶ事じに彼女を沈ちん黙もくさせたのだった。





「……い……いたた……


　何するんですかぁっ！　いきなりぃっ！」


「それはこっちのセリフよっ！」


　とりあえずファーネスどつき倒たおして、いそぎ食事をすませたあのあと。


　あたしは彼女を引きずって、あまり人の姿すがたのない空き地に移い動どうしてから、彼女をゆり起こしたのだった。


　で、目覚めたとたんの第だい一いつ声せいが、自じ覚かくも反はん省せいもぜんっぜんないこのセリフ、である。


　……まあ、たしかによくいるけど、思い詰つめたらまわりのことが、ぜんっぜん見えなくなる、とゆー、馬ば車しや馬うまみたいなひと……


　どーやら彼女もそのタイプのようである。


「あのねえっ！　町のひとにバレちゃあマズい話を、ほかのお客きやくさんがいっぱいいるメシ屋の中で、大声はり上げて説せつ明めいしてどーすんのよっ！


　モロにバレバレでしょーがっ！　それじゃあっ！」


「……あ……」


　よーやく自分のしでかしたことの意い味みがわかったか、彼女はしばし沈黙し、やがて、非ひ難なんがましい目であたしを見上げて、


「どうするんですかぁリナさんっ！」


「あたしのせいかぁっ!?


　……とりあえず、あなた連れて店から出る時、『毎度毎度、昼間から酔よっぱらうんじゃないわよ』って、ひとりごとを大声でつぶやいといたから、単なる酔っぱらいのたわごと、って思ってくれるわよ」


「そんなぁ！　それじゃあ私のイメージっていうものがぁ……！」


「知るかぁぁぁぁっ！　そもそもあんたが考えなしに話するのが悪いんでしょうがっ！」


「しぃっ。リナさん、声が高いですぅ」


　……こ……このアマは……


　一いつ瞬しゆん本ほん気きでどつき倒たおしてやろうかとも思ったが、いちいちそれをやっていると、話が進みそうにもない。


「……で？　早い話が、危き険けんな実じつ験けん動どう物ぶつが逃にげたから、町のひとたちに気づかれないうちに、捜さがしてこっそり処しよ分ぶんしろ、ってことなわけね。とどのつまり」


「協きよう会かいからの依い頼らいはその通りですぅ。


　でもぉ──」


「でも？」


　彼女は、とりすがるようなまなざしで、あたしを、ひた、と見つめつつ、


「お願いですぅ！　できればぁ、生きたまま捕つかまえてやってほしいんですぅ！


　動物にはなんの罪つみもないんですぅっ！」


「……い……生きたまま……？」


「はい！


　……実をいうと私もぉ、その実験チームの一員なんですぅ。魔ま道どうの発はつ展てんのためとはいってもぉ、動物での実験というのはあまりよくないことだ、っていうのは十分わかってますぅ。


　常つね日ひ頃ごろから正しよう体たい不ふ明めいの薬与あたえたりぃ、寝ねかせずに睡すい眠みん不ぶ足そくの実験したりしててぇ、私がオリにカギかけ忘れたせいで逃げられたのにぃ、動物が自力で脱だつ出しゆつしたよーに偽ぎ装そう工こう作さくして責せき任にん逃のがれしたりぃ……そんなことやってる私が何を言ってもぉ、きれいごとにしか聞こえないとは思いますけどぉ……


　命だけは助けてあげたいんですぅっ！」


「……う……うぅむ……本っ気できれいごとにしか聞こえないわね……」


「ほっといてくださいぃ」


「ま……まあ、せめて命を助けたい、とゆー心がけだけはよし、とゆーことにしとくわ。


　ともあれ、大体の事じ情じようはわかったけど……


　それでその──


　肝かん心じんの依い頼らい料りようなんだけど……」


「はい。協きよう会かいからはぁ、依頼を受けてくださった時じ点てんでぇ、準じゆん備び資し金きんに金きん貨か二枚」


「にまいっ!?」


「はい。


　それでぇ、一匹ぴき処しよ分ぶんするごとにぃ、成せい功こう報ほう酬しゆう金貨五枚が出ます」


「うーん。やっぱしさすが協会からの依頼だけあって、死ぬほど安いわねー」


　言ってあたしはこくこくうなずき──


　……………………


「──って、ちょっと待まてぃっ！」


　一匹処分するごとに!?


　つーことは何!?　逃にげたのは何匹もいるわけ!?」


「はい。全ぜん部ぶで五匹ですぅ。


　……私たち以外にもぉ、『処分』のために動いているひとたちは何人もいますぅ。


　ですからぁ、そのひとたちより早くぅ、動物たちを見つけてぇ、生きたまま捕つかまえてほしいんですぅ。


　一匹生いけ捕どりにしていただくごとにぃ、私から個こ人じん的てきにぃ、さらに金貨一枚プラス、ということで……


　依頼を受けていただけるのでしたらぁ、あたりの案あん内ないは私がしますぅ」


　……うーむ……とゆーことは、一匹生け捕りにするごとに金貨六枚。全部捕まえたとしても準備金をふくめて合計三十二枚、か……


　決しておいしいしごと、とは言えないが、


『動物を助けてほしい』と言ってきているのを、『安いからヤだ』とゆーのも、不ふ人にん情じような話である。


「……わかったわ。その依い頼らい、引き受けさせてもらうわ」


「本当ですかぁ!?」


　顔を輝かがやかせて言う彼女に、あたしはこっこくりうなずいて、


「そのかわり──道案内はしっかりたのむわよ。


　相手が見つかるかどーかは、あなたにかかってるんだから」


「はいっ！　がんばりますぅっ！」


　言って、ぺこりっ、と頭を下げる彼女。


「それで──


　ほうっておくと危き険けん、みたいなこと言ってたけど……


　具ぐ体たい的てきには、どーゆーふーに危険なの？」


　あたしの問いに、彼女はしばし考えて、


「……五匹ひきそれぞれ種しゆ類るいが違ちがうんでぇ、いちがいにどうとは言えませんけどぉ……


　たとえばぁ、そのうち一匹は──」


　言って彼女は、町並みの向こうに見える、緑の山を指さして言った。


「ほうっておけばぁ、一年以内でぇ、あの山一つを荒こう野やに変えますぅ」


　──と。





　そして二人は今──ここにいる。


　何なに物ものかの気け配はいの満ちるこの場所に。


　がさりっ！


　ふたたびしげみが揺ゆれる！


　同どう時じにあたしが動いた！


　足あし下もとに落ちてる石をひっ摑つかみ、気配の方に向かってふりかぶる！


　同時にしげみの奥おくから姿すがたを現あらわす気配の主ぬし！
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「ほーっほっほっほ！　こんなとごっ!?」


　がごしっ！


　あたしの投げた石にどたまを直ちよく撃げきされて、ばったり倒たおれ伏ふしたのは、予想通り、自じ称しようあたしのライバルこと、実じつ質しつ不ふ死じ身みの寄き生せい虫ちゆう、存そん在ざい自じ体たいが犯はん罪ざい行こう為い、白蛇サーペントのナーガその人だった。


「ちょっとリナ!?　いきなりなんてことするのよっ！」


　あっという間に復ふつ活かつし、抗こう議ぎしてくる彼女に向かって、あたしはぱたぱた手を振ふりながら、


「やー。ごめんごめん。危ない動物かなんかかと思って」


「……けどリナさん、今ぁ、相手の姿すがたたしかめてぇ、小さく『よしっ』とかつぶやいてからぁ、石投げませんでした……？」


　横からいらんことを聞いてくるファーネスは、とりあえず無む視しして、


「ところでナーガ、それよりあんた、なんでこんな所にいるの？」


　ファーネスのつぶやきは聞こえなかったのか、あたしの問いに、ナーガは、ふぁさっ、と髪かみをかき上げ、


「ふっ。一いち応おう競きよう争そう相あい手てに、あいさつくらいはしておいてあげようかしら、と思って」


「競争相手？」


　眉まゆをひそめてつぶやくあたしに、ナーガの後ろのしげみがふたたびがさがさ揺ゆれて、一人の女性が姿すがたを現あらわす。


「──主しゆ任にん!?」


　その姿に声を上げたのは、あたしの隣となりのファーネスだった。


　としの頃ころなら二は十た歳ちすぎ、肩かたで切りそろえた金髪ブロンドに、碧みどりの瞳ひとみの長ちよう身しんの美び人じんである。


　服ふく装そうの方はかなり地じ味みで、ファーネスのと同じものに多少の装そう飾しよくをほどこした、といった程てい度どの差しかない。


　彼女はあたしに目をやって、


「ナーガさんのおともだちね。


　わたしは、研究チームの主任、イレネア＝プライムシードです」


　ことば遣づかいはていねいだが、なんというか、そのものごしには、どことなく冷たい感じの漂ただようひとである。


「リナ＝インバースです。


　ただし──ナーガとは、知り合いですけどトモダチじゃあありませんので」


「なるほど。


　ともかく、動物たちの処しよ分ぶんに協きよう力りよくしてくださること、感かん謝しやします。


　できれば互たがいに協力して──」


「待ってください！　主任っ！」


　横から口をはさむファーネスに、イレネアは視し線せんを向けて、


「何か？　ファーネス」


「処分……ってぇ、動物たちはぁ、なるべく助ける方向でぇ……」


「たしかに動物たちを殺したくはないわ。


　けど、放ほうっておけば動物たちは、町の人たちに危き害がいを加えるおそれがあるわ。


　それだけは絶ぜつ対たいに阻そ止ししなくてはならないのよ。


　だからこそ、事件が起きる前に、動物たちをどうにかすることは、必ひつ要よう不ふ可か欠けつ。


　手しゆ段だんは選えらんでいられないわ」


「……けどぉ……」


　きっぱり言ったイレネアに、ファーネスが、何やら言いかけたその時。


　ばさばさばさっ！


　やや離はなれたしげみの奥おくから、一いつ斉せいに鳥とりたちが飛び立った！


　そして、激はげしくしげみの揺ゆれる音。


　いる！


　そこに、巨きよ大だいな何かが！


　おそらくは──


「見つけた！　一匹ぴき目！」


　吠ほえて最初に地を蹴けったのはイレネアだった。


「ほーっほっほっほ！　リナ、成せい功こう報ほう酬しゆうはわたしがいただくわよっ！」


　あとに続いて駆かけ出すナーガ。


「リナさん！　私たちも！」


「オッケーっ！」


　あたしとファーネスも、音の源目ざして走りだす。


　道なき道を踏ふみ越こえて、しげみかき分け小こ枝えだへし折り──


　唐とう突とつに。


　一いち同どうは、すこしひらけた場ば所しよに出た。


　あたしとナーガ、二人は思わず、ことばを失い、凍こおりつく。


　その目の前に──


　それはいた。





　それは──ちょっとしたドラゴンくらいの大きさはあっただろう。


　人の背ほどの高さの木を、巨大な[image: ]あぎとが、いともたやすく引きちぎる。


　全身を覆おおう、かがやくように白い獣じゆう毛もう。


　長ちよう大だいな二つの耳。


　そして、血の色をした両の瞳ひとみ──


　──そう。


　それは、誰だれがどこからどう見ても、でっかいウサギさん以外の何物でもなかった。


「……な……なんかかわいいし……」


「……ええっと……」


　助けを求めるような表ひよう情じようで、イレネアの方を向いたナーガに、彼女はきっぱり首を縦たてに振ふり、


「間ま違ちがいない。


　逃にげ出した動物たちのうちの一匹、ラビット七十二号」


　……ま……まあ確かにファーネスの言うとおり、このサイズのウサギさんが、ひたすらあたりの植物食べまくったら、一年以内に山から緑なくなるだろーし、それはそれでほっとけないけど……


　……なんつーか……イメージしてたとの違う、とゆーか……


「さあナーガさん！　早く！」


「……は……早く、って言われても……」


　イレネアにせっつかれ、ナーガはふたたびウサギの方に向きなおり、


「……な……なんかやりにくいわね……」


「うーん……」


　つぶやくナーガの隣となりであたしも唸うなる。


　まあ、あたしは、倒たおすのではなく生いけ捕どるつもりで来てるから、そーいう精神的メンタルな意味ではあんまし困んないのだが……


　問題は、このやたらデカいのをどーやって捕つかまえて、どーやって連れてゆくか、である。


　などと、あたしとナーガがしばしためらうそのうちに。


　……ぴくっ。


　ウサギの耳が小さく動く。


　赤い瞳ひとみがこちらを向いて──





　ずざざざざっ！





　しげみかき分け灌かん木ぼく蹴け倒たおし、こちらに向かってダッシュしてくる！


『んぐどわわわわわわわぁっ!?』


　あわてて逃にげ出す一同四人。


「なんか凶きよう暴ぼう化かしてるわよっ！　恨うらまれるよーなことでもやったのっ!?」


「誤ご解かいですぅっ！」


　叫さけぶあたしに言うファーネス。


「あの子は単にぃ、私になついていましたからぁ、じゃれついて来てるだけですぅっ！」


「あんなのにじゃれつかれたらひとたまりもないでしょーがっ！」


「知ってますぅっ！　だから私もいっしょに逃げてるんですぅっ！」


「いばって言うなぁぁぁぁっ！」


「ナーガさんっ！　さあ、早くっ！」


「さあ……って言われても……」


　その横では、せっつくイレネア、ためらうナーガ。


　たしかに、見た目がいかにも怪かい物ぶつ怪物していれば、大おお技わざ一発で吹ふっ飛とばす、とゆーのもわりとやりやすいのだが、こうもぷりてぃだったりすると、さすがに多た少しようのためらいが生まれる。


　とはいえ──このままえんえんと走り続ける、というわけにもいかないし──


「私がなんとかしてみますぅっ！」


　言って呪じゆ文もんを唱となえはじめたのは、ほかならぬファーネス。


　この呪文は──


「眠りっスリーピング！」


「って待ていっ！　なんかこっちまで……眠ねむく……」





　ぱかぽぉぉぉんっ！





　強きよう烈れつな睡すい魔まにふらつきかけた一同を、その後ろから突つっ込んで来た巨きよ大だいウサギは、もののみごとにはね飛ばしてくれたのだった。





「……う……くうっ……」


　小さくひとつ呻うめいてから、あたしは頭ふりふり身を起こす。


「あ、気がつかれましたかぁ、リナさん」


　すでに復ふつ活かつしていたのか、そばに佇たたずむファーネスが声をかけてくる。


　あれから、どれくらい経たったのだろうか。


　立ち上がりつつ、あたりにざっと視し線せんをやれど、すでにナーガとイレネアの姿すがたはどこにも見えない。


　そしてもちろん、あの大ウサギも。


「二人とウサギは!?」


「ウサギはもう逃にげたみたいですぅ。主しゆ任にんとナーガさんはぁ、もうウサギを追って行きましたけどぉ……」


「なるほど……


　なら、あたしたちも追うわよっ！」


「はいっ！　どっちに行きますぅっ!?」


「……[image: ]っ……」


　問われて思わず沈ちん黙もくするあたし。


　……どっちに、って聞かれると……


　はっ！　そーだっ！


「あれだけの巨体よっ！　通ったあとは木もへし折れて、足あし跡あとだって残ってるはず！　追うのはむずかしくないはずよっ！」


「なるほどぉっ！　なら早さつ速そく出しゆつ発ぱつですねっ！


　主任たちより早くぅ……」


　どぉぉぉぉんっ！


　彼女のことばを遮さえぎって。


　攻こう撃げき呪じゆ文もんの爆ばく音おんは、連なる緑のその向こうから聞こえてきた。


「────!?」


　顔を見合わせてうなずいて。


　あたしとファーネス、二人はそちらに向かって駆かけ出したのだった。


　がさりっ。


　しげみの鳴る音耳にして、二人はその場で足を止めた。


　まだ、さきほどの爆発があった場ば所しよにはほど遠い。


　──となると──


　がざざざざっ！


　ふたたびしげみを鳴らしまくって、こちらの前に飛び出したのは、さっきのウサギさんではなかった。


　それは、見上げるほどの大きさの、毒どく々どくしい色をした虫。


『んぐどえろわぁぁぁぁぁっ!?』


　思わず声を上げるあたしとファーネス。


「のえええええいっ！　こーゆー奴やつには火炎フアイアー……」


「ストップ！　リナさんっ！」


　思わず攻撃呪文ぶちまかそうとするあたしを、後ろから、ファーネスがあわてて抱だき止める。


「ちょっとファーネス！　何すんのよっ！」


「この子も逃にげ出したうちの一匹ぴきですぅっ！


　生いけ捕どりです生け捕りっ！」


「なぁぁにが生け捕りよっ！　見た目がウサギとか、そーゆーのならまだともかくっ！


　こんなの野の放ばなしにしとくわけにはいかないでしょーがっ！」


「ああああっ！　落ち着いてくださいぃっ！


　虫はイヤだ、って偏へん見けんがあるからイメージよくないだけですぅっ！　この子もよく見たら、それなりに可愛かわいいんですからぁっ！」


　言われてあたしは気を静め、あらためて、目の前の相手を眺ながめてみる。


　大きさは、さきほどの大ウサギさんより、ひと回りかふた回り小さい、といったくらいだろうか。


　うぅむ。ファーネスの言った通り、偏見を捨ててあらためてじっくり見てみれば……


　いかにも『私毒どく持っててヤバいです』と言わんばかりの、警けい戒かい色しよくばりばりの体はおしゃれでカラフル。


　人間の美び意い識しきが理り解かいできる範はん疇ちゆうを超こえた、十本足の前ぜん衛えい的てきなボディ・ラインがアバンギャルド。


　硬こう度どの高い外がい骨こつ格かくのテクスチュアがとってもシャープ。


　こちらを向いてキリキリ[image: ]あぎとを鳴らしてる、警戒音が耳に心地ここちよい。


　こーやって見ると、たしかになかなかぷりてぃ……


「……なんぞと思えるかぁぁぁぁっ！　やっぱし火炎フアイアー……」


「ああああっ！　だからストップぅっ！」


「こんなグロテスクなもんじっくり見させるなぁぁぁっ！


　第一あんただって、最初悲ひ鳴めい上げてたじゃないっ！」


「喜びの悲鳴って奴やつですぅっ！……って、来たっ！」


　目の前の奴は、十本の足をじわじわわさわさ動かしながら、こちらに向かって、ゆっくりと近づいて来る。


　むろん、『なついている』とゆーよりも、『獲え物ものを狙ねらって慎しん重ちように前ぜん進しん』しているふーにしか見えない。


「倒たおすわよっ！　ファーネスっ！」


「だめですぅっ！　絶ぜつ対たいっ！」


「おにょれ、ならばっ……！」


　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


「眠りっスリーピング！」


　目の前の奴に向かって呪文を放はなつ！


　……わき……


　術じゆつの発はつ動どうと同どう時じに、虫の動きが一いつ瞬しゆん止まって──


　わきわきわきわきわきわきっ！


　ふたたびこちらに進み来る！


『にゅわぁぁぁぁぁぁっ！』


　効きいてねぇぇぇぇっ！


　叫さけんでくるりときびすを返し、ダッシュで逃にげ出すあたしとファーネス。


　そ……そー言えばこの『眠りスリーピング』、ある種の動物にはぜんっぜん効かないこともある、って、前になんかのレポートで、読んだことがあるよーなないよーな……


　しかし、これが効かないとなると、残る手しゆ段だんは──


「ファーネスっ！　二つに一つよっ！　どっちにするかあなたが選んでっ！


　ひとつっ！　あたしがあいつを攻こう撃げき呪じゆ文もんで吹ふっ飛とばすっ！　ふたつっ！　あなたがあいつに食べられてるうちにあたしだけ一人で逃げるっ！」


「どっちもやですぅっ！」


「じゃあどーしろってのよっ！


　──そうだ！　とりあえず何かであいつの気を引くのよっ！　あいつの好きなもの、って何かある!?」


「動物の肉っ！」


「もっと急げぇぇぇぇっ！」


「らぢゃーっ！」


　さらにスピードを上げる二人。


　しかし背後のわきわきかさかさの足音は、着実にこちらとの間を縮ちぢめつつある。


　ええいっ！　こーなったら仕方ないっ！


　いくらなんでも激げき安やすの依い頼らい料りようと、自分の命をてんびんになんぞかけられるかっ！


　ファーネスとの契けい約やく違い反はんにはなるが、ここはやっぱし、攻撃呪文で撃げき破はするっ！


　隣となりの彼女に気づかれぬよう、口の中で、小さく呪文を唱となえはじめた、まさにその時。


　がざっ！


　しげみが揺ゆれて、陽ひが翳かげる。


　頭上を疾はしる白い影かげ。





　ざんっ！





　葉ずれと地じ響ひびきの音を立て、あたしたちと虫との間に、割って入ったのはあのウサギ！


「……助けて……くれる!?」


「いえ、単にあの子たちは昔むかしから仲なか悪わるかったですから……」


　盛もり上げようとするあたしのことばに、ミもフタもなく水さすファーネス。


　ウサギの姿すがたを認みとめるやいなや、虫はためらいもなく目もく標ひようを変へん更こうし、そちらに向かってつっかかる！


　瞬しゆん間かん、ウサギはくるりと後ろを向いて、虫に向かって後ろ足キック！





　どっがぁぁぁぁっ！





　ド派は手でな音立て吹ふっ飛とんで、立ち木にぶつかるでかい虫。


　これははっきし言って凶きよう悪あくである。ウサギの脚きやく力りよくが強いことは、むろん子供でも知っている。このサイズのウサギの蹴けりとなれば、一体どれほどの破は壊かい力りよくを生み出すか。


　しかし、でっかい虫の方も、でかい分だけ装そう甲こうも厚あつくなっているのか、さしたるダメージを受けたふうもなく、ふたたびむっくり起きあがる。


　そして──


　あたしとファーネスの目の前で、でっかいウサギとでっかい虫との戦いがはじまったのだった。


　虫の前足チョップが、ぺしぺしウサギの頭をはたけば、ウサギの前足肉にく球きゆうビンタが、虫をぱふぱふ直ちよく撃げきする。
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　……うーむ……こー表ひよう現げんすると、とことん緊きん張ちよう感かんに欠けるが……


　なにしろ巨きよ大だいサイズ同士の戦いである。そのほのぼのとした見かけとはうらはらに、応おう酬しゆうされているパワーは、おそらくかなりのものだろう。


「このままじゃああの子たちがぁっ……！


　リナさんっ！　お願いですぅっ！　止めてくださいっ！」


　戦いの様よう子すを、しばしぼーぜんと眺ながめたのち、とーとつに我われに返ったファーネスが、あたしに向かって言ってくる。


「と……止めろ、って……


　どーやって止めろってぇのよ。こんなの」


「なんとかしてっ！」


「なんとか、って言われても……」


　単たん純じゆんに、力には力、とゆーことで、ゴーレムかなんかを呼び出して、というテもあるにはあるが、それだとなんだか、よけいに話がややこしくなるだけのよーな気もするし……


「とにかくぅ……！」


　瞬しゆん間かん──


　ファーネスのことば半なかばで、唐とう突とつに空が翳かげった。


　半ば反はん射しや的てきにふりあおいだ、あたしの目に映ったのは暗い空──


　──いや！


　空にひろがる大きな網あみ！


　ざあっ！


　激はげしい雨にも似た音を立て、それは、戦いに没ぼつ頭とうしていた二匹ひきに覆おおいかぶさった！


　あわててもがくウサギと虫。しかし網には魔ま力りよく強きよう化かでもかけられているのか、いくらもがけど網はちぎれる様子もなく、ますます二匹にからまるばかり。


「……な……？」


　ぼーぜんと佇たたずむあたしの目の前で、あたりのしげみががさがさ揺ゆれて、あちらこちらから姿すがたを現あらわす、五、六人の男たち。


「まずは──二匹か」


　男たちのうちの一人、目つきのするどい中年男が、つぶやくようにぽつりと漏もらす。


　どうやら全員で一チームらしく、服ふく装そうは、動きやすそうなズボンに長ソデシャツ、頭を、半ばまで覆うフード。


　それらすべてが、カムフラージュのため、ダーク・グリーンに彩いろどられている。


　完かん全ぜんに、森の中での活かつ動どう用ようの装そう備びである。


「──先を越こされちゃいましたねぇ」


　小さくため息ついてから、そばのファーネスがぽつりとこぼす。


「……ってことは、このひとたちって……」


　あたしのことばに、彼女は首を縦たてに振ふり、


「はい。別のチームのみなさんですぅ。


　まあ、先を越されたのはぁ、ちょっと残ざん念ねんといえば残念ですけどぉ……」


　さして残念そうでもなく、彼女は、いまだじたばたしているウサギと虫に目をやって、


「まあ、この子たちがぁ、無ぶ事じならそれでいいかなぁ、ということで……」


「よくなぃぃぃぃぃっ！


　あたしの取り分減へるじゃないっ！」


「まあそれはぁ、これからがんばってぇ、残り三匹びきなんとか捕つかまえてもらう、とゆーことでぇ……」


「のああああああっ！　収しゆう入にゆうどんどこ減ってくぅぅぅぅっ！」


　頭抱かかえて叫さけぶあたしのそのそはで、男たちのチームはただただ黙もく々もくと、ウサギと虫の回かい収しゆう作さ業ぎようにいそしむのだった……





「……んーむ……


　とゆーことは、一匹六枚、三匹全部で十八枚……最初の合わせても合ごう計けい金きん貨か二十枚……


　どころか最さい悪あく、全ぜん然ぜんつかまえられずに、準じゆん備び金きんの金貨二枚だけ、なんつーことも……」


　その日の夕食どきのこと。


　町の宿屋の食堂で、夕食とりつつ、あたしとファーネスは、明日からの対たい策さくを立てていた。


「リナさん、それ対策じゃなくて、皮かわ算ざん用ようなんですけどぉ……」


「うっ！……そ……そー言われてみればそんな気も……


　しかしやっぱし財ざい政せい計画とゆーものは……


　たとえばの話、今日、あの二匹をつかまえたチームの使ってた、魔ま力りよく強きよう化かした網あみだって、自分たちで造るとしても、原げん材ざい料りよう費ひだけで金貨二枚程てい度どは要いるだろーし……あれでモト取れるんだろーか、とか……」


　などと話しているうちに──


「ほーっほっほっほ！　こんなところで、何を無む駄だな打ち合わせなんてやっているのかしら!?　リナ＝インバース！」


　いつもの笑い声とともに、店の扉とびらをくぐって来たのは、ナーガとイレネアの二人組。


「主しゆ任にん!?」


「──捜さがしたわよ」


　イレネアは、冷めた口く調ちようでそう言うと、つかつかつかっ、と歩み寄り、ひとことの断ことわりもなく、テーブルの、空いている席に腰こしを下ろす。


　ナーガもやはり腰をかけ、テーブルの上に並んだ、あたしの注文した料理をはぐはぐ勝かつ手てに頰ほおばりはじめる。


「あなたたち──」


　あたしがナーガに抗こう議ぎの声を上げるより早く。


　有う無むを言わせぬ調ちよう子しで、イレネアは、こちらを見すえて問いかける。


「今日の昼──


　ラビット七十二号にはね飛ばされたそのあと、一体どうしてたの？」


　茶々も抗議も一いつ切さい許ゆるさぬその様よう子すに、あたしとファーネスは顔を見合わせ、ことの次し第だいを話しはじめた。


　爆ばく発はつ音おん。追つい跡せき。そして虫との遭そう遇ぐう。ウサギの乱らん入にゆう。例のチームによる捕ほ獲かく。


「……なるほど……」


　ひとしきり話を終えたあと、イレネアは、なにやらむつかしい顔のまま、しばし沈ちん黙もくしていたが、やがて顔を上げ、


「となると……こっちも話しておかなくてはならないわね。


　あのあと。


　あなたたちより先に気がついて、目もく標ひようの追跡に入って──


　ほどなく、七十二号を発見したのよ。


　ところが──


　ナーガさんが魔ま法ほう攻こう撃げきをしかけようとしたその矢先。


　こっちが魔法攻撃を受けたのよ」


「ウサギから!?」


　あたしの問いに、彼女は左右に首を振ふり、


「そんなわけないでしょ。森の中からいきなり、ね。


　相あい手ての姿すがたは確かく認にんできなかったけど……


　狙ねらいは、間ま違ちがいなく、七十二号ではなく、わたしたちだったわ。


　その爆発で七十二号は逃とう亡ぼう。


　──で、帰って確認してみたけれど──


　まだ、動物たちが捕獲か処しよ分ぶんされた、という報告は、一件もないそうなのよ」


「──それって──!?」


「──そう──」


　言って彼女はうなずいた。


「この事件──何かが裏で動いている。


　そういうことになるわね」





　満まん月げつの皓しろい光が夜空を照てらす。


　これが大きな町ならば、灯とう油ゆや魔力の明りを灯ともした街がい灯とうが、あちこち立っていたりもするが、そう大きくないこの町の、まして郊こう外がいともなれば、そんなものなどありはしない。


　あまり治ち安あんがよくないせいか、それとも別の理由からか、夜のこの時間で、開いてる酒場も見あたらない。


　黒いマントを闇やみになびかせ。


　人通りもない月明りの路みちを、彼女はひとり、歩みゆく。


　むろん、夜のお散さん歩ぽなどでないことは確かだろう。あきらかに彼女は、何かの目的を持ってどこかを目指していた。


　……ひた……


　足音を殺して進んでいた、彼女の歩みがぴたりと止まる。


　きょろきょろとあたりを見回し、小さく首をひねってから、ふたたびひたひた歩きはじめる。


　──どうやらこちらの尾び行こうには、気づいていないようである。


　あたしは浮遊の術レビテーシヨンで、二階程度の高さに浮うかんだそのまま、彼女の尾行を再さい開かいした。


　この状じよう態たいで、建たて物ものの陰かげに隠かくれて移い動どうしてゆけば、そうそう見つかるものではない。


　やがて彼女は、またきょろきょろと、見けん当とう違ちがいの方を見み渡わたしてから、一いつ軒けんの家の中へと姿すがたを消した。


　人が住んでいるのかどうかもわからない、廃はい屋おくと紙かみ一ひと重えの小さな家。


　窓まどを閉ざした板戸のすき間から、中に灯ともされたランプの光が漏もれている。


　あたしは術じゆつを制せい御ぎよして、家のそばへと降り立った。
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　気け配はいを殺し、近づいて、光の漏れる板戸のすき間から、そうっと中をのぞき込む。


　建物の中にいるのは全ぜん部ぶで七人。


　男が六人。そして今、あたしの尾つけていた女が一人。


　男たちの方は、昼間、でっかいウサギと虫の二匹ひきをとっ捕つかまえたあのチームの連れん中ちゆうである。


　顔はいまいちうろおぼえだが、彼らの服ふく装そうは昼間のまま。これで間ま違ちがえるはずもない。


　やがて一同は、声をひそめて何やらひそひそ話しだす。


　ここからはその内容までは聞こえないが、とりあえずこれで、いろいろはっきりした。とゆーもんである。


　連中は、なおもしばらく、ひそひそ話をしていたが、やがて話も終わったのか、誰だれからともなく腰こしを上げる。


　──やばいっ。


　あたしはあわてて、ふたたび浮遊の術レビテーシヨンを唱となえ、夜の空へと浮うかび上がった。


　家の中から漏れていた、ランプの明りが、ふっ、と消え──


　……がたんっ。


　家の扉とびらが開いて、一同がぞろぞろ出てきたのは、あたしが宙ちゆうに浮かんだすぐあとのことだった。


　女と、そして男たちとは、たがいに小さくうなずきあうと、それぞれ逆ぎやくの──女は町の中心の方へ、男たちは町のさらに外れの方に向かって歩きだす。


　おそらくは、ここで女を尾けたところで、家へと帰るだけだろう。それよりも……


　あたしは意を決し、男たちのあとを尾けはじめた。


　連中は、どんどん町のはずれへと向かい、やがて町の外に出る。


　進む先は、街かい道どうではなく、山道である。


　なるほど……山の洞どう窟くつとかを、アジトにしている、というわけか……


　木々の葉は陰かげにまぎれつつ、気け配はいを殺してあとを追う。


　それからさらに、どれくらい歩いただろうか──


　──!?──


　唐とう突とつに、背はい後ごに殺さつ気きが生まれ出た！


　それがあたしに向けられたものだと悟さとった刹せつ那な、あたしはとっさに浮遊の術レビテーシヨンを解かい除じよする。


　風を切り、そのまま落下し、途と中ちゆうで木の枝に両手でつかまり、ワン・クッション。落下スピードを殺しておいて地面に降り立つ。


　同時に──


　ぶごごごぅっ！


　その頭上で、攻こう撃げき呪じゆ文もんの火花が閃ひらめいた。


　──やっぱし──ね。


　殺気を感じたあの瞬しゆん間かん。


　あたしの後ろにいた誰かが、空中のあたしに向かって、炎の矢フレア・アローか何かの呪文を解とき放はなったのだ。


　あとを尾つけていた六人の男たちは、前の方で立ち止まり、こちらに視し線せんを送っている。


　となれば、相手はただ一人──


「よく気づいたわね。あたしの尾び行こうに」


　ふり向き、言ったあたしの視線の先には、闇やみに佇たたずむ人ひと影かげひとつ。


「あのぉ、どういうおつもりですかぁ？　リナさん？」


　のほほんとした口調で、言った相手はほかでもない。


　途と中ちゆうまであたしが尾けていた女──今回、あたしに動物生いけ捕どりの依い頼らいを持ってきたファーネス、そのひとだった。


「それはこっちのセリフ……って言いたいとこだけど……


　ま、大体の想そう像ぞうはつくから、ね。


　魔ま道どう士しが、別の魔道士の研けん究きゆうを盗ぬすむ──はっきし言って、そう珍めずらしいことじゃあないわ。


　で、そーいう奴やつの口車に乗って、お金目当てで裏うら切ぎる助じよ手しゆやスタッフがいる──


　これもちっとも珍しいことじゃないし」


「へぇぇぇぇ。


　けど、なんでわかったんですぅ？　私がそうなんだ、って」


「気づくわよ。ふつーは」


　背後の男たちが、じりじりと、あたしとの距きよ離りを縮ちぢめ、展てん開かいしてゆく気け配はいを感じ取りつつ、あたしはわざと、ファーネスから視線をはずさず、ことばを続ける。


「あたしたちの目の前で、後ろの連れん中ちゆうは、たしかにウサギと虫をつかまえた──


　にもかかわらず、協きよう会かいに、捕ほ獲かくの報ほう告こくはいってない。


　つまり、捕つかまえた連中は、協会とは別の組織で、別の目的があった、って考えるのが当たり前ね。


　となれば、『研究を盗む』って答えはあっさり想像つくわ。


　──で。


　あなた、あたしの目の前で、連中のことを、別の捕獲チームだ、ってきっぱり言ったでしょ？


　なぜあなたが、ンなうそをつかなきゃなんないのか。


　答えはひとつ。


　あなたと連中がグルだから、よ」


「……なるほどぉ。たしかにあれは失敗でしたぁ。


　けどぉ、そうなるとぉ、リナさんにはぁ、手を貸してもらうかぁ、黙だまってもらうしかないんですけどぉ……」


「ほほー。おもしろいわね。


　黙らせられるもんなら、やってもらおうじゃないっ！」


　言ったその刹せつ那な。


　左右と背はい後ごで殺さつ気きが閃ひらめく。


　とっさにあたしは斜ななめ後ろに跳とび、大地に転がり、身を伏ふせる！


　ききかかきかぁんっ！


「うわきゃきゃきゃぁっ!?」


　硬かたく鋭するどい音とともに、ファーネスの悲ひ鳴めいがあたりに響ひびいた。


　まわり込んでいた男たちが放った飛び道具が、伏せたあたしの頭上を飛び越こし、そのいくつかが、彼女のまわりに降ふり注いだのだ。


「あ……あぶないですぅっ！」


　彼女が叫さけんだその時には、あたしはふたたび身を起こし、しげみの中へと飛び込んだ。


「逃にげる気だ！」


「追えっ！　捕つかまえろっ！」


　言ってあとを追う男たち。


　ふっ！　甘あまいっ！　たかがこんな連れん中ちゆう相手に逃げ出したとあっては、このあたし、リナ＝インバースの名がすたるっ！


　森の中へと誘さそい込み、各かく個こ撃げき破はがあたしの狙ねらいである。


　さきほどころあいを見計らい、攻こう撃げき呪じゆ文もんをぶちかましてもよかったのだが、それだと何人かをとり逃がす危険はあった。


　不ふ利りを悟さとって逃げる相手を追つい撃げき、撃破するよりも、相手に、自分の方が有利と思わせて、調ちよう子しに乗って追って来たのを倒たおした方が、とりこぼしはない。


　男たちは、無む警けい戒かいにがさがさと、しげみの奥おくに歩を進め──


「轟風弾ウインド・ブリツド！」


　ぶがぼぅっ！


『どぉうわぁぁぁぁぁぁっ!?』


　刹せつ那な。


　しげみに踏ふみ込んだ男たち数人を薙なぎ散らした一撃は、あたしの放ったものではなかった。


「ほーっほっほっほ！　自分を尾つけているのが一人だけだと思ったら、大きなまちがいよっ！　ファーネスっ！」


　月を背せに、森の梢こずえに佇たたずんで、虫も鳴なき止やむバカ笑いを上げたのは、言うまでもなく白蛇サーペントのナーガ！


「な……なんであなたまでがぁ!?……はっ！　ということはぁっ！」


　うろたえるファーネスの視し線せんがあたりをさまよって──


「その通り」


　聞こえた声に目を向けて、彼女は思わず言葉を失なくす。


　夜や陰いんに紛まぎれて佇たたずむは、ファーネスの上司、イレネア主しゆ任にん！


　なるほど……一いつ瞬しゆん、ナーガが単に本ほん能のうで、トラブルの場所をかぎつけただけかと思ったが、なんのことはない、あたしのほかに、二人も同じく、ファーネスを尾び行こうしていた、というわけか。


　あたしの注意がファーネスや男たち、そして途と中ちゆうから、ファーネスや男たちの注意があたしに向いていたことで、二人はほとんどノーマークで、ここまでやって来た、というわけである。


「正直わたしも、最近、あなたの態たい度どがおかしいことには気づいていたわ。


　あなたが普ふ段だんやろうとしない残ざん業ぎようをしていたその日に、『偶ぐう然ぜん』実じつ験けん動どう物ぶつが自力で逃にげ出して、その時を見み計はからったかのように、正しよう体たい不ふ明めいの組そ織しきが、動物たちを捕ほ獲かくしようと動き出した──


　これで、あなたに疑ぎ問もんの目を向けないわけがないわ。


　こうなったらもう、言い逃のがれはきかないと覚かく悟ごなさい」


「そんなぁぁぁぁぁっ！　私の完かん璧ぺきな計画がぁっ！」


『穴だらけぢゃぁっ！』


　ファーネスの上げた叫さけびに、一同同時にツッコみを入れる。


「どうするつもりだ!?　こうなっては……」


「……と……とにかくぅっ！　たとえばれちゃったとしてもぉ、計画を続けるのに問題はないと思います。残った動物たちを捕つかまえてぇ、私もそっちに行ったらぁ、実験のデータとかも教えてあげられるしぃ」


　男の一人のことばに答えるファーネス。


「なるほどな。それに、考えてみれば──


　この場にいる連中を消せば、計画は、何の問題もなく進行できる──」


「ほーっほっほっほ！　やれるものならやってみなさいっ！　氷の矢フリーズ・アロー！」


　こかききかきこぉかきぃんっ！


『どわわぁあああああっ！』


　男のことばが終わるか否いなかのそのうちに、ナーガの放った一いち撃げきが、さらに数人の男を直撃する。


　ええいっ！　こーなったら、あたしも参さん戦せんするっきゃないかっ！


「振動弾ダム・ブラスっ！」


　ぶごぅっ！


「ぬぐぅわっ！」


　男を一人吹ふっ飛とばし、こんどはこちらから敵へと向かう。


　まず第一に狙ねらうは──ファーネス。


　理由は二つ。実験を売り渡わたすよう、ファーネスに持ちかけた相手は誰だれなのか。それを聞き出すのに、他の連れん中ちゆうより口を割りやすいだろう、というのがまず一つ。


　そしてもう一つ。


　何よりも、このあたしをだまくらかして利用しようとしたとゆーのがとことん許せん！　しかも！


　一匹ぴきにつき、たった金きん貨か一枚の追加でっ！


　こーなれば、もはやしばき倒たおすしかないではないかっ！


　味方がばたばた倒されまくり、うろたえるファーネスの姿すがたを視し界かいの端はしにとらえ、あたしは呪じゆ文もんを解とき放はなつ！


「氷の矢フリーズ・アロー！」


　呪文を放つあたしの声に、はっ！　とこちらをふり向くファーネス。


　迫せまり来る氷こおりの矢の群れが、もはや回かい避ひ不ふ可か能のうと悟さとったその顔に、驚きよう愕がくの色が浮うかび上がり──





　ぶぉうっ！





　刹那──


　突とつ然ぜん吹いた烈れつ風ぷうが、冷気の矢の群れを吹き散らし、佇たたずむ者をよろめかせる。


『うくぁっ!?』


　めきめぎめぎっ！


　いくつもの悲ひ鳴めいに重なって、生木がきしみ、折れる音。


「あれはっ!?」


　イレネアが驚愕の声を上げる。


　そして。


　──ほう。


　低く響ひびいたその音は、それが発したものだった。


　そう。


　自じ重じゆうに耐たえきれず、止まった枝をへし折って、大地にちょこんっ、と佇むは、一羽のでっけぇフクロウだった。
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　昼間見た、ウサギと同じくらいの大きさはあるだろう。


「三匹びき目っ!?」


　ファーネスの上げた声に反はん応のうし、フクロウの顔が彼女の方を向く。


　──ほう。


　ひと声鳴いてはばたいて。なついているのか、はたまた攻こう撃げきしたいのか、そのまま彼女に向かってゆく！


「うやぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　あわてて背を向けて、駆かけだすファーネス。


　攻こう撃げき呪じゆ文もんは使えるようだが、使えば取とり引ひき材ざい料りようのフクロウを傷つけることになる。


　──そう考えると、おそらく、ウサギに追われていた時、彼女があたしたち全員にかけた『眠りスリーピング』は、間ま違ちがって、ではなく狙ねらってやったものだったのだろう。


　逃にげる彼女を追うフクロウ。そのフクロウをさらに追いかけ、イレネアとナーガも走り出す。


「ナーガさんっ！　お願いしますっ！」


「ふっ！　風魔咆裂弾ボム・デイ・ウインっ！」


　ぶごぅっ！


　生まれ出た、爆ばく発はつ的てきな圧あつ力りよくの風が、ナーガの前──逃げるファーネスとフクロウと──一歩前ゆく、イレネアとに向かって吹ふきすさぶ！


『んくきゃぁぁぁぁぁぁぁっ!?』


　吹き散る木の葉に折れ飛ぶ小枝。いっしょに飛んでくイレネア、ファーネス。


　だがかんじんのフクロウは、重じゆう量りようゆえか、よたよたたたらを踏ふんだだけ。


　バランス崩くずしたフクロウが、あわてて二、三度はばたいて、体たい勢せいを立て直そうとしたその瞬しゆん間かん。


「氷結弾フリーズ・ブリツドっ！」


　こかきゃぃぃんっ！


　ナーガの後ろから、あたしの放った冷気の術じゆつが、フクロウの右の翼つばさを、近くの木の幹みきといっしょに氷づけにする。


　おっしゃぁっ！　これで動きが止まった！


「眠りスリーピング！」


　続いてあたしのかけた術で、フクロウは、そのまま眠ねむりに落ちたのだった。


　おしっ！　生いけ捕どり成功っ！


　……って、よく考えたら、ファーネスが裏切りかましてるとわかった以上、生け捕りにしたところで、ボーナスとかが出るわけでもないのだが……


「……や……やったわね。これで一匹ぴき……」


　多少よろふらしながらも、こちらに戻もどってくるイレネア。


「ほーっほっほっほ！　この白蛇サーペントのナーガの力なら、それこそ造ぞう作さもないことよっ！」


「あんたがつかまえたわけじゃないでしょーがっ！」


「ふっ。わかってないわね、リナ＝インバース！　あなたがしかけられるように、あのフクロウにスキをつくった！　その功こう績せきは大きいわっ！　つまりは結けつ局きよく、わたしが捕つかまえたようなものっ！」


「またわけのわからないことを……」


「それよりも……！」


　割って入ったイレネアのことばに、二人のかけあいは一時中ちゆう断だん。


「ファーネスたちは？」


『……へ？』


　言われてあたりを見回せば、いつの間にやら、ファーネスと男たちの姿すがたはあたりから消えていた。


　──ちぃっ！　逃にげられたかっ！


　……ふぅ……


　イレネアは、ため息ひとつついてから、あたしの方に向きなおり、


「ともあれ……ファーネスの離り反はんがはっきりしたからには、リナさん、以降、あなたには、こちらの手助けをしてもらいたいの。


　かまわないわね？」


「そりゃまあ……かまわないけど……


　なんつーか、その場合、報ほう酬しゆう、つーもんはどーなるんでしょーか？」


「そうね──


　動物の処しよ分ぶんに関しては、今まで通り、一匹ぴき処分につき、金きん貨か十枚──」


「っなにぃぃぃぃぃぃっ!?」


　彼女のことばをさえぎって、思わずあたしは声を上げていた。


「い……い……いっぴきあたりきんかぢうまいっ!?」


「……そう……だけど……」


　とまどい顔でうなずくイレネア。


　……お……おにょれっ！　ファーネスは、一匹五枚、生いけ捕どりなら追加で一枚、と言っていたが……！
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　と、ゆーことは、ピンハネしまくるつもりだったなっ！　あのアマっ！


　絶ぜつ対たい本気で許ゆるさんファーネスっ！


　一人で怒いかりに燃えるあたしに、イレネアは多少たじろぎながら、


「……と……とにかく一匹金貨十枚。


　それとは別に──こうなった以上、ファーネスたちを野放しにはしておけないわ。


　なんとか彼女を捕つかまえて──昼間に捕らえられた動物二匹も取り戻もどしたいのよ。


　是ぜ非ひともそれに力を貸かしてもらいたいんだけど──


　そちらの報酬に関しては、わたしの方から上にかけあって、なんとかしてもらうわ。


　そういうことでどう？」


「もちろんオッケーっ！　文句なしっ！」


　二つ返事でうなずくあたし。


「ふっ。そうすると当とう然ぜん、こっちの依い頼らい料りようの方にも、それなりの便べん宜ぎははかってもらえるんでしょうね？」


「ええ。もちろん」


　尋たずねるナーガにうなずくイレネア。


　んーむ……ナーガと組む、っつーのは、ちょっぴし不安な気がしないでもないのだが……ファーネスをへちくり倒たおせるのなら、この際さい細こまかいことは抜ぬきっ！


「……っつーことでイレネア、聞きたいんだけど、このあたりの山の中で、大きな洞どう窟くつとか遺い跡せきとかってない？」


「洞窟か遺跡？」


「そーゆーこと。昼間に動物二匹ひき捕まえた連れん中ちゆうが、この時間にうろうろしてる、ってことは、どこか近くに、あのサイズのどーぶつ隠かくしておける場所があるはずよ。


　まちがいなく、そこが奴やつらのアジトのはず」


「……大きい……洞窟……」


　あたしの問いに、彼女はしばし考えて、


「……残念だけど、心当たりはないわ。


　まあ、単にわたしが知らないだけ、なのかもしれないけど。


　山仕事とかをしている人に、聞き込みをした方がいいでしょうね……」


「うーん……」


　そーかー……そーすると、けっこーじみちな作さ業ぎようになるかも……


「……あんまし時間はかけらんないわね……連中としては、五匹全部手に入れたいんでしょーけど……ファーネスのやってることがバレた以上、まさか、あたしたちが捕つかまえた一匹を、協会まで奪うばいに来るような危き険けんは冒おかすはずないし……


　たぶん全力で、残る二匹の捕ほ獲かくに走って……捕まえたら、すぐさまとっとととんずらするでしょーね……


　そうなったらもうお手上げよ」


「残された時間は少ない……」


　イレネアのつぶやきに、三人は、しばし沈ちん黙もくするのだった──





「ほぉんとぉ、運がよかったですぅ[image: ]」


　あいもかわらずのほほんとした、ファーネスの声が、洞どう窟くつの中に響ひびき渡わたる。


　昏くらく広大な空間に、灯ともる明りは、ファーネスの灯した魔ま力りよくの明りがひとつだけ。


　かなり光量を上げてはあるが、ドラゴンがダース単位でザコ寝ねできそうなほどくそ広い洞窟の中では、さすがに十分とは言えず、あたりのほとんどが闇やみに沈しずんだままである。


「あんなにばったり三匹目……じゃない、四匹目に出会えるとは思ってなかったですぅ」


「残るは一匹──」


　ファーネスの声に続くは男の声。


「昨夜、奴やつ等らの手に落ちた一匹、あれはもはやあきらめるしかあるまい。


　まさか協会にまで奪うばいに行くわけにもいかぬしな。


　言っておくが、そのぶんの報ほう酬しゆうは減へらすぞ」


「そんなぁ。ひどいですぅ。


　私もそっちに行っておてつだいする、って言ってるんですしぃ、そこはおまけしてくださいよぉ[image: ]　おねがい[image: ]」


「もとはと言えば、お前が誤って、本当に実じつ験けん動どう物ぶつを逃にがしてしまったのが原因だろう。


　おかげで捕ほ獲かくなどという、余計な手間をかけざるを得なくなった。


　不ふ始し末まつの代だい償しようは、お前が支し払はらうのが当然だろう」


「えぇぇぇ、そんなぁ」


「文句があるなら、残る一匹ぴき、きっちり捕つかまえてみせろ。話はそれからだ」


「いーえ。話はこれまでよ」


『!?』


　響ひびいた第三の声に、ファーネスと、男たちの動きが一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくした。


「そ……その声はぁっ！」


「そーいうこと」


　闇やみの中から、彼女たちに向かって。


　ゆっくり歩み出たのは、あたしとナーガ、そしてイレネアの三人組。


「なぜここが!?」


　さきほどファーネスと話をしていた男──たぶんこいつがリーダーだろう。そいつが驚おどろきの声を上げる。


　たしかに、この洞どう窟くつが、もともとドラゴン並みの大きさの動物を、まとめて運び込めるほどの大きさを持っていたなら、山仕事をしてるひとたちの口にものぼり、あっさり足はついただろう。


　しかしここはどうやら、洞窟としてはわりとありふれたサイズのを、地精道ベフイス・ブリングあたりで拡かく張ちようしたもののようだった。


　これならば、誰だれかに偶ぐう然ぜん見つかり、噂うわさになるまでの、四、五日程てい度どの隠かくれ家がとしてはうってつけ、と思っていたのだろうが……


「ほーっほっほっほ！　知りたいのなら教えてあげるわっ！」


　バカ笑い一いつ発ぱつ響かせて、ナーガは、ずいっ、と前に出て、ファーネスたちの後ろ──柱はしらみたいなでっかい格こう子しで仕切られた、動物のオリを、びしぃっ！　と指さし、


「あなたたちが今日つかまえた一匹が、こちらのしかけた罠わな──おとりだった、というわけよっ！


　適てき当とうなところをふらふらしてもらっていたら、あなたたちがのこのこ捕まえに現れた。


　とりあえずおとなしく捕まってもらって、あとでその気け配はいを追って、ここを探しあてた、というわけよっ！」


　朗ろう々ろうと言う、ナーガのさした指の先には、オリの中で、うにうにうごめく、やたらでっかい陸おかクラゲ。


「気配を追った!?　どういうことだ!?」


「あー。わかんなくていーから。あたしたちにも理わ解かんないんだし」


　男の疑問に、半ばなげやりに答えるあたし。


　きのうの夜、ファーネスたちをとり逃にがしたあのあと。


　残る二匹ひきのどーぶつは、どんな奴やつだと問うあたしに、イレネアから返ってきた答えがクラゲとカメとのこと。


　もしやと思ってナーガに聞いてみたところ、クラゲの方は、ナーガの人じん望ぼうでなんとかなるかも、との話。


　やってみてくれ、と頼たのんだところ、実じつ際さいその陸おかクラゲがやって来たのだから、もはや完かん全ぜんに理り解かい不ふ可か能のうである。


　おまけにナーガがその気になれば、大クラゲの居い場ば所しよも気配でつかめるらしい。


　となればもはや、取るべき手しゆ段だんは一つのみ。


　すなわち、わざとクラゲをつかまえさせて、気配をたどってアジトの場所をつき止める！


　かくて計画は実じつ行こうに移うつされ、みごと成せい功こうした、というわけである。


　……ふつーの人間には、理り論ろん経けい過かが理解不能だけど……


「ともかく。


　りくつがわかろーがわかるまいが、あんたたちが追いつめられた、ってことはまぎれもない事実よ。


　とゆーことで、おとなしくどつき倒たおされてもらいましょーかっ！」


「冗じよう談だんじゃないですぅっ！」


　言うなりファーネスは、魔ま力りよくの明りをこちらに向かって投げ放つ！


　むろんこんなもの、なんの攻こう撃げき力りよくもありはしない。だがしかし、向こうが暗く、逆にこちらが明るくなれば、向こうからこちらは見やすく、こちらから向こうは見えにくくなる。


　戦いになった時に、どっちが有ゆう利りかは言うまでもない。


　ならばこの場にとどまるのは不ふ利り！


「散って！　各かく自じ判はん断だんで撃げき破は！」


　言ってダッシュするあたしと同時に、ナーガとイレネアも走り出す。


「炎の矢フレア・アロー！」


　そこに飛び来るファーネスの呪じゆ文もん！


　飛びゆく先はイレネアの方！


　フォローしようにも間に合わないっ！


　づどどどどどっ！


「つきゃぁぁぁぁぁぁぁっ!?」


　ほら、やっぱし間に合わなかったっ！


　けどどーせ、死んでないだろーから、それもまたよしっ！


　いともあっさりひらきなおると、あたしは唱となえた呪文を、ファーネスの方──たった今、炎の矢フレア・アローが飛んできたほうにぶちかます！


「炎の矢フレア・アロー！」


　目には目を、炎の矢フレア・アローには炎の矢フレア・アローを！


　十数条の火か線せんが闇やみを切り裂さき、着ちやく弾だんする！


『うどどわわわわわっ!?』


　しかし、上がった悲ひ鳴めいのその中にファーネスの声はない。


　ちちぃっ！　はずしたかっ！


「氷の矢フリーズ・アロー！」


　つづいて同じ地点を目がけてナーガの術が飛ぶ！


『ぬぐおををををっ!?』


　しかし、またまた上がった悲鳴の中にも、やはりファーネスのものはない。


　まさか──闇にまぎれて逃にげだしたか!?


　まずいっ！　もしもそうだとすれば、お返しにどつき倒たおす、というストレス解かい消しようができなくなるっ！


　あたしはあわてて呪文を唱え──


「明りライテイング！」


　生み出した魔ま力りよくの明りを、さきほどの炎の矢フレア・アローと同じ方に向かって放つ。


　そこに照てらし出されたのは、ばたばた倒れた何人かの男たちと、おろおろしていた男が二人。


「氷結弾フリーズ・ブリツドっ！」


　かきぃぃぃんっ！


　その二人も、ナーガの放った次の一いち撃げきで、いともあっさり氷づけになる。


　──だが──


　光の届くその中に、ファーネスの姿すがたはどこにもない。


　やはり、一発目の炎の矢フレア・アローをぶっ放したあと、ダッシュでその場を離はなれたようである。


　ちちぃ！　逃げられたかっ！


　あたしが思ったその刹せつ那な。


　──風と大地とに眠ねむる


　精せい霊れいたちの怒いかりの力──


　呪じゆ文もんを紡つむぐその声は、どこからともなく聞こえてきた。


「ファーネス！」


　あわててあたりを見回せど、彼女の姿はどこにもない。


　おそらく、暗がりに身をひそめ、じっとしたまま呪文を唱となえているのだろう。


　まずいっ！


　この呪文は、地霊咆雷陣アーク・ブラス！


　広こう範はん囲いの雷らい撃げき呪じゆ文もんで、殺さつ傷しよう力りよくはとぼしいが、こちらをしばらく行こう動どう不ふ能のうにするには十分である。


　また、本気でやたらと広範囲な呪文のせいで、ダッシュで逃げても、逃げ切るのはほぼ不ふ可か能のう。


　──どうする!?


　迷ううちにも詠えい唱しようは続く。


　──今こそ力を雷いかずちと化し


　天そらと大地をひとつにつなぎ


　風よりぎゅっ。


「……りぎゅっ!?」


　もちろん、ンなへんてこな呪文はない。


　それっきり、ファーネスの声も聞こえなくなる。


　何が起こったかわからずに、あたしが眉まゆをひそめていると、光の照てらすその中に、むぞうさにナーガが歩み、現れた。


「ふっ。終わったわよ。リナ」


「……へ？」


　言われてあたしが、そちらに近づき、見てみれば──


　そこには、オリの柵さく、とゆーか柱はしらの陰かげにかくれていたのだろう。柱ごと、でっかい陸おかクラゲの触しよく手しゆで首をしめられて、目を回しているファーネスの姿すがたがあった。
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「とりあえず、全部終わったわ」


　まだちょっと、炎の矢フレア・アローのダメージが残っているのか、あちこちにホータイ巻いたイレネアが、あたしとナーガの宿を訪おとずれたのは、その翌よく日じつ、午後のティータイムのことだった。


「実じつ験けん動どう物ぶつの売り渡わたし相手は、近くの町に住んでた魔ま道どう士し……男たちのリーダーをやってた奴やつだったわ。


　ちゃんとそちらは、ファーネスともども役人につき出したから。


　実験動物五匹ひきは無ぶ事じ回かい収しゆう」


「五匹？」


　彼女のことばに、あたしは眉をひそめて、


「あと一匹、いたんじゃない？


　ほかのひとが捕つかまえた、とか……」


「そうじゃないの。


　残った一匹は大ガメタイプ。


　実は、協きよう会かいの裏山で、手足や頭を甲こう羅らの中に引っ込めて寝ねてたんだけど……


　ゴーレム実験用の岩か何かだろう、と思われてて、気づかれなかったみたいなの」


「……おいおい……」


　気づけよ……誰だれか……


「ともかくそういうことで。


　あなたたちが捕まえたのは、オウル十八号と、ジェリィフィッシュ十五号。


　一匹につき、金きん貨か十枚で合ごう計けい二十枚。


　分け方は──二人に任せるわ」


　言って彼女は、ふところから、小さな革かわ袋ぶくろを取り出し、テーブルの上に置く。


　あたしとナーガ、二人の視し線せんが、一いつ瞬しゆん、見えない火花を散らす。


　この金貨二十枚の取り分のことで、このあとあたしとナーガがモメるのは、火を見るよりも明らかだが、問題は、そのモメかたの度合いである。


　それが、己おのれの命を賭とした戦いになるか、単なる口ゲンカになるか──


　それは、あたしの次の問いに対する、イレネアの答えにかかっていた。


「……で……その……」


　こくりっ、と生ツバ呑のみ込んで、あたしは彼女に問いかける。


「ファーネスとその一味の退たい治じについての報ほう酬しゆうについてはどーなったの？


　たしか、上にかけあってくれる、って言ってたわよね？」


「ええ」


　あたしのことばに、彼女は、ほほえみながらうなずいて、


「ちゃんとかけあったわ。


　でもやっぱり出せない、って」


　………………………………


　あっさり言ったそのことばに、あたしとナーガ、二人はしばし沈ちん黙もくし──


　そして、町に攻こう撃げき呪じゆ文もんの爆ばく音おんが響ひびいた。





　かくて、事件は終わりをつげた。


　しかし事件が終わった今、あたしの脳のう裏りには、あるひとつの疑ぎ問もんが解かい決けつできぬまま、しこりとなって残っているのだった。


　すなわち──


　あの、どーぶつ無む意い味みに巨きよ大だい化かさせる実験なんつー、とことん役に立ちそーにもない研究に、敵てき味み方かたおたがいに、ンなおーさわぎするほどの意味があったんだろーか、と。


　その謎なぞは、いまだ解とけない。




（巨大生物の山：おしまい）







　スレイヤーズすぺりおぉる



　嵐あらしの前に








　おぼえのある気け配はいに、あたしは足を止めた。


　さして大きくも小さくもなく、特とく色しよくもないありきたりな町。


　大きな通りからはやや外れた、人通りのない一角である。


「……で？　何の用なのよ？　マリア？」


　あたしの声に反はん応のうし、やや後ろ──ものかげから、ぴょこんっ、と飛び出て来たのは、としの頃ころなら十二、三。黒くろ髪かみの、かわいい女の子が一人。


「さすがですね。リナさん。


　わたしの尾び行こうに気づくなんて」


　浮うかべた笑えみは無む垢くなる好意。しかしあたしは知っている。こいつがけっこぉ手に負えない相手だということを。


　敵──というわけではない。今は。


　あたしはかつて、彼女、マリアが師し事じしていた男と、ちょっとしたことでモメたことがあったのだった。


　結けつ局きよくマリアはそいつのもとを離はなれ、事件は終わった──はずだった。


　しかしあれから数日が経たった今、なにゆえこの子があたしのあとをつけてきたのか。正しよう直じき言って見当がつかない。


「……まさかまだ、あのときのことを根に持って……」


　あたしのことばに、彼女はしかし、苦く笑しようとともに肩かたをすくめて、


「いいえ。


　わたし、もう、過か去こに生きる女は卒そつ業ぎようしたんです」


　どんな人生歩んできた。十二歳さい児じ。


「たしかに前の男性レナードさまのことは残念でしたけど。


　でもわたしは、新しいターゲット……じゃなくて、犠ぎ牲せい者しや……でもなくて……エジキ……でもないし……ええっと……」


「…………ひょっとして…………恋こい？」


「そう！　それです！」


　あたしのことばに、彼女は、びっ！　とこちらを指して、


「新しい恋を見つけたんです！」


「……マリア……あたし思うんだけど、たぶん、それ、恋じゃない」


「なんでそう決めつけるんですかっ!?　わたしは真しん剣けんなんですっ！」


「……いや……まあ……深く追つい求きゆうしないけど……


　で……その『見つけた相手』もやっぱし金持ちなわけ……？」


「よくおわかりになりましたね」


　そりゃまああんた。


　あたしは深いため息をつき、


「いや。なんとなくそう思ったのよ。


　ま、いいひとが見つかってよかったわね。


　……で？　この話、いつあたしとつながるの？」


「すぐですよ。


　わたしが見つけたこの殿との方がた、いい人なんですけど……実は今、悪い女にたぶらかされて、そちらにばかり気を取られているんです。


　そこで、リナさんがその女を、月のない夜にでも……


　ちょっと！　何歩み去ろうとしているんですかっ!?」


「……いや、ンな気安く暗あん殺さつ依い頼らいとかされた日にゃあ、聞かなかったことにするしかないでしょーが」


　こっそり立ち去ろうとして失敗したあたしは、仕し方かたなく足を止める。


「何おっしゃってるんですか？　わたし、別に、命まで取ってくれ、なんて言ってないじゃあないですか！　そう。命までは」


　にまりっ、と口もとに邪じや悪あくなほほえみ。


「……ってコワい笑えみ浮うかべるなあんたはっ！


　けどあんた……なんか、前に会った時より、性せい格かく、壊こわれてない？」


「……ケンカを売ってるんですかリナさん……？」


　マリアの目が、すぅっ、と細くなる。


　あ。やばい。ここで無む意い味みに怒おこらせて、戦うようなハメになっても、百ひやく害がいあって一いち利りなし、である。


　あたしはつとめてのん気な口く調ちようで、ぽりぽり頰ほおを搔かきながら、


「いや。そーいうわけじゃないけど……


　そばについていただけの前と違ちがって、なんか今回は積せつ極きよく的てきすぎる、ってゆーか、妙みように過か激げきだなー、って思ったのよ。


　相手の気にしている女の人をどうこうしようだなんて……」


「だって！　その女っていうのが、好きになったら絶ぜつ対たい不幸になりそうなタイプなんですよっ！」


　こんなところだけ子供らしく、ぷぅっ、と頰をふくらませて、


「胸はおっきいし背は高いし変なかっこうですし！　大だい体たい、トゲトゲつきのショルダー・ガードに……」





　ぶぅッ！





　皆みなまで聞くまでもなく。


　あたしは力いっぱい吹ふき出していた。


　………………あ…………あいつかぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?


「わ……わかったわマリア！」


　つかつかつかっ、と歩み寄り、マリアの肩かたに力強く手を置く。


「……え？」


「その男の人があとで誰だれのことを好きになるか、までは知ったこっちゃあないけどっ！


　今、どん底に踏ふみ込もうとしている人を見み捨すてるわけにはいかないっ！


　そのバカ女、あたしがきっちり始し末まつしてあげるわっ！」


「……え？　え？」


　事じ情じようがわからずとまどうマリアはおいてけぼりで、あたしはあさっての方に向かって、右のこぶしをにぎりしめ、誓ちかいのことばを口にしたのだった。





「ほーっほっほぶっ!?」





　どがしゃぁぁぁぁぁぁぁむ！





　店の扉とびらをくぐるなり、あたしの放った必ひつ殺さつキックは、何やらバカ笑いを上げていた生き物の頭部をまともに直ちよく撃げきした。


　倒たおれてひくひくしていた物ぶつ体たいは、やがて一いつ瞬しゆん、動きを止めてから──


　がばぁっ！　といきなり身を起こす。


「ちょぉぉぉっとリナいきなり何するのよっ!?」


　叫さけんだ相手はほかでもない。


　むやみに高い露ろ出しゆつ度どに、トゲトゲつきのショルダー・ガード。首にはドクロのネックレス。いつもと変わらぬ、人としていかがなものか感かん満まん開かい、放ほう浪ろうヒモ女ことノラ魔ま道どう士しの白蛇サーペントのナーガ！


「気にしないで。ナーガ。


　単に、ちょっと殲せん滅めつしてみたくなっただけだから」


　夕方近くのとあるメシ屋。真ま顔がおで言ったあたしの方に、なぜか他の客たちが、微び妙みようなニュアンスを含ふくんだ視し線せんを送っているが──


　人生、細かいことはヌキである。


「そんなことよりナーガ、あんた、どこかの男に言い寄よられてる、って本当？」


「それはひょっとして──私のことですか？」


　いきなり横からかかった声にふり向くと、ナーガがついていたテーブルの、別の席せきに男が一人。


　としは二は十た歳ちを少し過すぎたあたりか。なかなかハンサムで、ゆるくウェーブのかかった金髪ブロンドに品のいい服。


　だが片手でバラをもてあそんでいるあたりや、妙みように気取ったポーズをとっているあたりが、どうにもなんともいかがわしい。


「……あんたが？」


　じろりっ、と視線を送るあたしに、男は、


「カイラム＝イリオルと申もうします。お見知り置きを。お嬢じようさん方」


　あたしと──そしてあたしの後ろに半なかば身を隠かくし、ネコをかぶりまくっているマリアに向かって、芝しば居いがかった一いち礼れいを送る。


「しかし……言い寄る、という表ひよう現げんは少々心しん外がいですね。


　私はたしかにナーガさんの魅み力りよくを理り解かいし、賛さん美びするものではありますが、それは決して通つう俗ぞく的てきかつ下げ劣れつなものではありえないのですよ」


「なんでもいいけど」


　あたしは、彼の肩かたを、ぽんっ、と叩たたき、


「やめとけ。とにかく。不幸になりたくなければ」


「ちょっとリナ!?　どういう意味よそれはっ!?」


「落ち着いて。ナーガ。


　あたしはただ単に、ナーガとかかわりあって不幸にならなかった人は珍めずらしい、っていう一いつ般ぱん論ろんを言ってるだけだから」


　あたしの冷れい静せいな指し摘てきにナーガは一いつ瞬しゆん眉まゆをつり上げ──


　しかしすぐさま、余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべると、


「ふっ！　読めたわよリナ！


　さてはこのわたしが容よう姿し能のう力りよくセンスともども認みとめられはじめたことをねたんで、妨ぼう害がいしようという魂こん胆たんねっ！


　やれやれ。人間、胸が小さいと器うつわも小さくなるものなのかしらね。


　ほーっほっほっほっほ！」


「うあ腹立つ！」


「──待ってください。お二人とも」


　にらみあうあたしとナーガのその間に割わって入ったのは、片手にバラ持ち、妙みようなポーズをつけたカイナムだった。


「ああ。どうかやめてください。私のために争うなんて……」


「……別にあんたのためにやってるわけじゃないわよ」


　ジト目で言うあたしのことばを、聞いているのかいないのか、彼はバラをふりかざし、


「私という人間の存そん在ざいは、こんなにも女性レデイたちの心を狂くるわせてしまうのかっ!?」


「……ヲイ待て」


「美しさは悪あく徳とくなのか美徳なのか！　私を巡めぐって争う二人の女性レデイ！　運命と呼ぶにはあまりにも残ざん酷こくすぎる現げん実じつっ！」


「争っとらぁぁぁぁんっ！」


　叫さけんであたしは、びしっ！　とマリアの方を指し、


「このマリアがっ！　あんたが、ナーガにひっかかって人の道を踏ふみ外そうとしてる、って心配してたからっ！　あたしが乗り出した、ってだけの話よっ！」


「──そうでしたか愛らしいお嬢じようさん」


　カイナムは、その場にしゃがむと、マリアにバラをさし出して、


「そんなにこの私のことを気にかけてくださっているというのは光こう栄えいです。ならば私もその想おもいに応こたえ……」


「こたえるなぁぁぁっ！」


　がっす。


　あたしのうち下ろしたかかとが、カイナムの脳のう天てんを直ちよく撃げきした。


「あんたねぇっ！　子供相手に何言ってんのよっ!?　事じ態たいがややこしくなるだけでしょーがっ！」


「ふっ。何をおっしゃいますやら。


　博はく愛あい主しゆ義ぎに生きるこの私にとって、女性の年ねん齢れいなどは関係ありません！


　下は五つくらいから、上は八十九十まで、立りつ派ぱに許きよ容よう範はん囲いですっ！」


「まあ……すてき……[image: ]」


　堂どう々どう宣せん言げんするカイナムに、バラを受け取り、うるんだ瞳ひとみを向けるマリア。


「待ていあんたっ！


　それって『女に見み境さかいない』ってことでしょーがっ！


　マリアもっ！　瞳うるうるさせてるんじゃないわよっ！」


　叫ぶあたしにはかまわずに、彼はいきなり苦く悩のうのポーズで、


「ああ……！　けど私には、こんな素す敵てきな三人のレディの中から、たった一人を選ぶなんて、そんな残ざん酷こくなことはできない……！」


「だからぁ。誰だれもあんたに……


　……って、三人!?


　ちょっと!?　まさかあたしもかんじょうに入ってるの!?」


「私が選べないのなら、やはりここは三人に決めていただくしかないのかっ!?


　カイナム＝イリオル争そう奪だつ戦せん勃ぼつ発ぱつ、ということですね!?


　わかりました。ならば私が、公こう正せいを期きして場のセッティングを行いましょう！」


「こらっ！　あんたさっき、自分のために戦うのはやめろ、とか……」


「優勝賞金金きん貨か二百枚」


『やるっ！』


　その瞬しゆん間かん。


　あたしとナーガとマリアとは、思わず声を上げていたのだった。





「……で……なんでこーいうことになったのよ……」


　あたしがゆううつにそうつぶやいたのは、カイナムが店を出ていって、しばらく後のことだった。


　ここのごはんをオゴってくれたことには一いち応おう感かん謝しやする。が、やっかいごとのタネを残してくれたのも事じ実じつ。


　金貨二百枚。


　いきなし提てい示じされたおいしい金きん額がくに、つい冷れい静せいさを失って、やる、などと口走ってしまったが……


　とどのつまりは、あたしとナーガとマリアとで、三つどもえの戦いをしろ、ということである。はっきし言ってでんぢゃらす。


　とはいえ、支し度たく金きんとして、それぞれに気前よく渡わたされた金貨十枚はふところの中。


　今さら返すのもくやしいし、第一カイナムがどこにいるのかも、あたしは知らない。


「……ほんとうですよ……」


　恨うらみがましいまなざしを、こちらに向けて、マリアが言う。


「リナさんまでカイナム様のことを好きになってしまうなんて……」


「なっとらんなっとらん」


　あたしはぱたぱた手を振ふって、


「あたしは、金貨二百枚目当てで参さん加かするだけ。賞しよう金きんの方はいただくけど、男の方はあんたにあげるわ」


「ふっ。同どう感かんね」


　髪かみをかき上げ、ナーガも言う。


「このわたしのセンスと才さい能のうを見み抜ぬいたのはほめてあげるけれど、わたしの趣しゆ味みじゃあないわね」


　ナーガの好みに合うタイプの男って……あんまし想そう像ぞうしたくないけど……


　ともあれナーガも、あたしと同どう意い見けんと見ていいだろう。


「……ということなら、問題ないでしょ？　マリア。


　少なくともあたしとナーガは、彼自身には興きよう味みないわけだし」


「ありますよ」


　あたしの問いに、しかしマリアは、ぷぅっ、と頰ほおをふくらませ、


「だって……お二人のどちらかが勝てば、わたしのものになるはずのお金が、金貨二百枚ぶん少なくなるわけですし」


「うわ、セコっ！」


「見み事ごとなまでに打だ算さんまみれね」


　口々に言うあたしとナーガ。


　あたしは、まだ残っていたジュースをちびりとひと口やって、


「……けどマリア、あたしがどうこう言うことじゃあないけど……本当にいいの？


　あの男で？」


「何が、です？」


　きょとんっ、として問い返すのに、あたしは、漏もれそうになるため息を押おし殺しつつ、


「だから、なんつーか……


　もしさっきの男相手に玉の輿こしゲットできたとしても、よ。


　あんな、『ゆりかごから墓はか場ばまで。女ならオッケー』ってな男でほんとにいーのか、ってこと」


「いいじゃあありませんか。女性の年ねん齢れいに対して偏へん見けんがないのが。


　何より羽は振ぶりはいいし、扱あつかいやすそうですし」


「……いや、でも、あんなの旦だん那なにすると、いろいろ苦労するんじゃない？


　浮うわ気きだのなんだのって……」


「いいんですよ」


　マリアはにっこりほほえんで、


「遺のこすものさえ遺していただければ」


『怖こわッ！』


　思わず身を引くあたしとナーガ。


　まさか、マリアの『恋こい』って、結ばれた相手の暗殺前ぜん提てい？


　……とりあえず……コワいんで、深く追つい求きゆうしないことにするけど……なんかこの毒どく蜘ぐ蛛も娘むすめとあのケーハク男をくっつけて、世の中にそれ以上害がいがひろがるのを防ふせぐというのもいいかもしんない……などとちらほら思ってみたり。


「とにかく、わたしとカイナム様との仲は、お二人にはじゃまさせませんからね[image: ]」


　挑ちよう戦せんとも脅おどしともとれるセリフをさらりと吐はいて、彼女は愛らしい笑えみを浮うかべたのだった。





「ようこそ！　私の愛いとしいレディたち！」


　あいもかわらずバラを手に、寒いポーズとセリフとで、カイナムがあたしたちを出で迎むかえたのは、それから五日ほどが経たったあとのことだった。


「……ようこそ……は、いいんだけど……


　何なのよこの場所は……」


　あたりを見回し、不ふ満まんたらたらつぶやくナーガ。


　しかしそれも無む理りはない。


　連れて来られたのはどこかの地下。長い地下道を右に、左に折おれては進み、上下の起き伏ふくを越こえた先、もはやどことも知れぬ場に、ランプの明かりに照てらされて、並ならんだぶ厚あつい扉とびらが五つ。


　はっきし言って、問もん答どう無む用ようで攻こう撃げき呪じゆ文もんをぶちかましたくなるほど怪あやしい場所である。


　しかしカイナムは、あいもかわらずの態たい度どで、


「きみたちのために、私が心を込めてセッティングしたステージさ！


　この中から別の扉を選んで、どんどん進んでほしい！


　先には扉が一つあって、その向こうが第一のアトラクション！


　それをクリアすればいよいよ決勝だ！


　シンプルだろ!?　レディたち！」


「わかりましたわ。カイナム様[image: ]」


　両手を組んで瞳ひとみうるうる輝かがやかせ、こくこくうなずきまくるマリア。


　……もっとも、彼女の瞳を輝かせているのは、カイナムではなく、『玉の輿こし』という野や望ぼうなのだが。


　まあ、それはどうでもいいとして。


「──ところで、優勝賞金金きん貨か二百枚、ってのは本当なんでしょうね？」


「もちろんさ」


　にらんで聞いたあたしの問いに、彼は迷わず即そく答とうした。


「私は決してきみたちを裏うら切ぎったりはしないよ。


　ここには置いてはいないけれど、賞金は間ま違ちがいなく、優勝者にのみ支し払はらわれる。


　さあ！　賞金と、私の愛とが待っている！


　恐おそれることなく進んでおくれ！」


「……まあ……愛の方はどうでもいいけど……」


　賞金の方は間違いなしに魅み力りよく的てきである。


「わかりました」


　言って最初に踏ふみ出したのはマリア。


　まん中の扉に向かって進みつつ、


「必かならずわたしが勝ってみせますから、期待していてくださいね[image: ]　カイナム様[image: ]」


「待ってるよ。可愛かわいいレディ。


　……おや？　他のお二人は？


　支し度たく金きんを返して棄き権けんなさいますか？」


「ふっ！　そんなわけないでしょう！」


　あっさりと挑ちよう発はつに乗り、ナーガも続いて歩みを進める。


「金貨二百枚はこのわたし、白蛇サーペントのナーガがいただくわ！


　ほーっほっほっほ！」


　言いつつ、いちばん右の扉とびらに。


　……ま、しかたない。これも乗りかかった船である。


　ため息とともに一歩を踏み出して、あたしは左から二番目の扉をくぐった。





　長い──狭せまい廊ろう下か。


　たぶん地下なのだろう。天てん井じようも壁かべも板いた張ばりだが、あたりの空気はしめって、冷たい。


　壁のところどころには、申もうし訳わけ程てい度どに燭しよく台だいが灯ともり、なんとか歩ける程度の明るさにはなっていた。


　やはりぐねぐねと曲がったそんな廊下を、どれくらい歩いただろうか──


　やがて前の方に見えてきたのは、ここに入る時にくぐったのと同じような、ぶ厚い扉。


　たどり着き──開いたとたん。





　うおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！





　まばゆい光と歓かん声せいが、あたしを包つつんだ。


　あたりを照てらす魔ま法ほうの明かりが、廊下の薄うす闇やみに慣なれた目にまぶしい。


　そこは、ちょっとした、円形の広場のような場所。高い鉄てつ柵さくが周しゆう囲いを囲み、そこからさらに高い場所には、観かん客きやく席せきがつくられており、仮か面めん舞ぶ踏とう会かいのようなマスクをつけた客たちがひしめき、声を上げている。


　呆ぼう然ぜんと立つあたしの後ろで、扉の閉まる音がした。


　……をい……これって……


「皆みな様さま！　お待たせしました！」


　どこからともなくそこに響ひびくは、知らない男の朗ろう々ろうたる声。


「このルートを選んだのは、魔ま道どう士し姿すがたの美少女！　色気と胸は足りないが、実じつ力りよくの方はいかほどのものか！」


　声に、どっ！　と沸わく観客たち。


　ウケるな。そこ。


「それでははじめましょう！　彼女の前に立ちはだかるのは──これです！」


　声と同時に、鉄柵の一部が、がらがらと音を立てて開く。


　その向こうには、くろぐろとひろがる闇やみ。


　奥おくから吹ふきつける風に乗り、届とどくは、なまぐさいにおいと獣けもののうなり。


　そして──


　重い足音とともに、光の下に現あらわれたのは──


　おおおおおおおおおおおおおっ！


　観客たちの声が渦うず巻まくその中で。あたしの前に佇たたずんだのは、一匹ぴきの巨きよ大だいなオーガ！


　気が荒あらく、巨体に似に合あわぬスピードと、巨体に見合ったパワーをあわせ持ち、困ったことに肉にく食しよく性せい。


　あちこちの町や村で、こいつによって、家か畜ちくや──場合によっては人に被ひ害がいが出たりすることもしばしば。流れの戦士などが雇やとわれて、退たい治じに向かったりすることもあるが、かけ出しの戦士や魔道士にとっては手ごわい相手である。


「凶きよう暴ぼう無む比ひなオーガを相手に、果はたして彼女はどうなるのか!?


　では……」


「破砕鞭バルス・ロツド」


　びしぼっ！


　進しん行こう役やくのことばを最後まで待たず。


　あたしのくり出した攻こう撃げき呪じゆ文もんの一発は、いともあっさり目の前のオーガをぶち倒たおした。


　………………しーん………………


　しばしの沈ちん黙もく。そして──客たちの、歓かん声せい、というより不ふ満まんのざわめきが起こる。


「……こ……これはすごぉぉぉぉぉいっ！」


　響ひびく進行役の声。


「一いち撃げき！　まさに一撃です！


　凶悪無比なオーガをたった一撃でっ！　すごいすごいすごいっ！」


　いきおいでなんとか盛もり上げようとしているが、今の戦いとも呼よべない戦いが、見せ物としてはミもフタもないものだったことは事実である。観客たちの反応も、やはりいまいち盛り上がらない。


「しかし皆みな様さま！　これはあくまでも前ぜん座ざ、余よ興きようなのです！


　本当の戦いはいよいよこれから！


　これだけの力を持つ少女が次に戦うのは、それに見合った力を持つ相手！


　さあ、果たしてどうなりますか!?」


　いまだ開いたままだった、オーガが出てきた柵さくが閉じ、別の方の柵が開く。


　こっちへ行け、ということか。


　……ま……ここであばれてもいいのだが、もう少しこのお遊びにつきあってみるのもいいだろう。


　あたしはきびすを返すと、柵をくぐった。





　踏ふみ込んだ先はやはり円形の広場。しかしさきほどいた場所に比くらべて、倍か、それ以上の広さがあった。


　まわりには、席にひしめく観客たち。


　間ま違ちがいない。この場所は──円コ形ロ闘シ技ア場ム


　闘とう技ぎ場じように佇たたずむ影かげは三つ。


　あたし。


　体じゅうにオーガの返り血を浴あびたマリア。


　体じゅうにオーガの嚙かみ跡あとをつけたナーガ。


「……さすがに……」


　ぬらりっ、と、口もとの返り血をなめ取り、マリアが言う。


　夢に見るほどめちゃめちゃコワいし。


「あんなもの相手には、誰だれも脱だつ落らくしたりしませんよね」


　謡うたうように言った瞳ひとみに、恍こう惚こつの色。


　怖ッ！　この子めちゃめちゃ怖っ！


　とはいえここでビビった態たい度どを見せては負けである。


「……なんでもいいけど、その格かつ好こうなんとかしなさいよ。


　なまぐさくってしかたないわ」


「……そうですね……」


　言って彼女は、口の中で小さく呪じゆ文もんを唱となえ──


「浄水結アクア・クリエイト」


　虚こ空くうから抽ちゆう出しゆつした水を、自分の頭上に出しゆつ現げんさせる。


　ばちゃあっ！


　水はマリアの全身を濡ぬらし、その返り血を洗い流した。


　そのとたん。


「ほーっほっほっほ！


　とりあえず二人とも、ここまでは無ぶ事じたどりついたようねっ！」


　観客たちの声さえ圧あつし、ナーガのバカ笑いが響ひびく。


　──あたしだけが気づいていた。


　つい今し方までナーガが、マリアの浴あびた返り血を見て、立ったまま失しつ神しんしていたことに。


　そんな気配などみじんも見せず、ナーガは大きく胸を張はり、


「しかぁぁぁぁしっ！


　あなたたちがいくらあがいたところで、賞金の金きん貨か二百枚は、この白蛇サーペントのナーガのものになる運命なのよっ！」


『おおっと！　選手たち、早くも火花を散ちらしております！』


「──この声は──」


「カイナム様！」


　会場に響いた声に、あたしとマリアの声が続く。


　そう。姿こそは見えないが、あたりに響き渡わたったのは、さきほど別れたカイナムの声だった。


　さきほどと口く調ちようが違ちがうが、こちらのは接せつ客きやく用ようだろう。


　風の呪文で増ぞう幅ふくされた声は続く。


『美しく、そして可か憐れんなお嬢さんレデイたち！


　しかし秘めたるその実力は、皆みな様さまさきほどごらんになった通り！


　三人ともに、あの凶きよう悪あくなオーガを、さして苦もなく倒たおしてのけました！』


　──一人嚙かまれてたぞーっ！──


　誰だれかのヤジに笑いが起きる。


『それはまあ、ご愛あい嬌きよう。


　さて、お集まりの紳しん士し淑しゆく女じよの皆々様におかれましては、どのレディを応おう援えんなさるのでしょうか!?』


　あたしたちに集まる観客たちの視し線せん。


　……さて。そろそろか。


　あたしは大きく息を吸すい──


「──つまりあんたがスカウト兼けん、決勝の進行役、ってわけね！　カイナム！


　……もっとも、この名前が本名かどうかは知んないけど！」


　…………しん…………


　あたしのはり上げた声に、会場が一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくする。


「あんたが町で女に声をかけて、あの手この手でこの地下闘とう技ぎ場じように連れてくる！


　でもって、金とヒマとをもてあました悪あく趣しゆ味みな客を相手に、女とオーガを戦わせ、それを見せ物にする！


　……たまーにオーガを倒す奴やつもいるけど、そういったのはこのメインの会場で、適てき当とうな相手と戦わせる。


　それを見せ物にしたり賭かけの対たい象しようにしたりして、地下組そ織しきの資し金きん源げんにしている──ってわけね!?」


「地下組織!?」


「じゃあわたしたち……地下アンダーグラウンドファイトの駒こまにされているんですかっ!?」


　あたしのことばに、口々に言うナーガとマリア。


　……っていうか……今の今まで気づいてなかったんかい？　あんたら？


　ナーガはともかく、マリアまで……さては玉の輿こしに気を取られて、なんも考えてなかったな……


『これはまた……人聞きの悪いことを』


　またまた響ひびくカイナムの声。


『無む理り解かいな俗ぞく物ぶつたちの作った制せい度どの中では、お客様方の高こう尚しようなご趣しゆ味みを満足させうる施し設せつは存在しえません！


　しかし我われ々われはそれに理解を示し、ニーズにお応こたえするべく、この設せつ備びを作った。単にそれだけの話です！


　それに、出場者を騙だまして連れてきているようなことをおっしゃっていますが、そんなことはありません。


　あなたがたにしてみたところで、無む理り矢や理り連れてきたわけではなく、優勝賞金につられてこの場にやって来ていらっしゃる。


　戦う、というのもあらかじめ申し上げたはずですが？』


「そうね。たしかにそう聞いたわ！　何と戦うか、どれくらい危険なのかはちっとも聞かされなかったけど！」


『そちらも、何と戦うか、どれくらい危険なのかは、少しもお聞きになろうとはしませんでしたけれどね。


　……それでどうなさるのです？　金きん貨か二百枚はあきらめて、棄き権けんなさいますか？』


　問われてあたしは、視線をナーガとマリアに移うつす。


　こいつらが──特にマリアがどう考えるか。


　彼女は目を伏ふせ、考えて、


「……カイナム様がアンダーグラウンド・ファイトのスカウトマンだとしたら……玉の輿はありえませんよね……」


　……ふむ……


「──カイナム！　優勝賞金、金貨二百、こっちの方は間ま違ちがいないわよね！」


『もちろんです！　勝ち残った人には金貨二百、間違いなくお渡わたしします！』


　あたしの呼びかけに、即そく座ざに答えるカイナムの声。


「──だ、そうよ」


　ゆっくりと。


　間ま合あいを計り、移い動どうしながら、あたしはナーガとマリアに言う。


「彼の言うとおり戦って勝てば、その一人は金貨二百枚渡してもらえる、ってわけよ」


「──ふっ。なるほど」


　続いてナーガが。ゆっくりと間合いを取って移動をはじめる。


「……なるほど……やるしかない、ということですね」


　瞳ひとみに鋭するどい光を宿し、ゆるりと動きはじめるマリア。


「……黒コゲにしてあげるわ」


　あたしが足を止めると同時に、他の二人も立ち止まる。


『どうやら全員やる気満まん々まんのようです！


　さあ！　勝ち残るのは一体誰だれか!?


　それではいよいよ決けつ勝しよう戦せん──


　ファイト！』


　カイナムの合あい図ずに、同時に呪じゆ文もんを唱となえはじめるあたしたち。


　三人の声が唱しよう和わして──


『火炎球フアイアー・ボール！』


　唱えた呪文は同じもの。生み放たれた三つの光球ひかりは虚こ空くうを貫つらぬき──





　どがぐぁががごがぁぁぁぁぁん！





　熱と炎ほのおを炸さく裂れつさせる！


　吹ふっ飛とんだのはあたしたち──ではなく、コロシアムの壁かべ。プラス何人かの観客たち。そして──


　観客たちの悲ひ鳴めいが起こる。


『──な──何を……!?』


　うろたえまくったカイナムの声。


　かまわず次の呪文を唱えはじめるあたしたち。


『……え……えぇいっ！　こうなったらかまわないっ！　やれっ！』


　ようやくこちらのもくろみに気づいたか、あわてて指し示じを下すカイナム。


　彼の指示に、潜ひそんでいた射しや手しゆたちが、あたしたち三人に向かって雨と矢を降ふらす──ような事じ態たいにはならなかった。


　彼の期待を裏切って。


『どうした!?　やれっ！』


　応こたえたのは──あたしたちの攻こう撃げき呪文。


　炎が猛たけり、風が逆さか巻まき、冷れい気きが逃にげまどう客たちを包つつみ込む。


　ごばぁっ！


　鉄てつ柵さくがへし折れ、厚あつい石いし壁かべが砕くだかれたその向こうには──


　隠かくし部屋にひそむ、カイナムと、十人ほどの男たち。


「……なぜ……？」


「当たり前の展開だと思うけど？」


　術じゆつが解とけ、普ふ通つうの声でつぶやくカイナムに向かって、あたしは言った。


　そもそもあたしたちには、ひとをだまくらかしてアンダーグラウンドアングラ・ファイトをやらせようとするような奴やつの、思い通りに動く義ぎ理りなどさらさらないのだ。


　闘とう技ぎ場じようのまわりに弓きゆう兵へいが潜んでいることは、ここに来た時から気づいていた。おそらくナーガやマリアも同じだろう。


　つまりカイナムたちは、戦うことを拒きよ否ひすれば、その瞬しゆん間かん、あたしたちを蜂はちの巣すにするつもりだったのだ。


　では戦って勝ち残れば、無ぶ事じに金きん貨か二百枚がもらえたか──というと、これもはなはだ疑うたがわしい。


　彼らが見せ物にしているのは、ファイトというより殺さつ人じんショー。あたしやナーガやマリアだからこそ、オーガもあっさり倒たおしたが、並なみの女戦士や魔ま道どう士しでは、なぶり殺しにされている。


　なら、優勝者の命の保ほ証しようをしてくれるとは限かぎらない。戦い疲つかれてへろへろになった上、賞金を受け取って油ゆ断だんしたところで、潜んだ射手に矢を射かけさせる──おそらくそんな手はずだったのだろう。


　そこであたしたち三人は、戦いを承しよう知ちするフリをして、まずは最初の一いち撃げきで、潜ひそんだ射しや手しゆたちをぶち倒したのだ。


　彼らの気配と場所を捉とらえるなど、あたしたちにしてみれば簡かん単たんなこと。


　呪じゆ文もん同どう士しが変な相そう互ご干かん渉しようをしないように、あたしの『黒コゲにしてあげる』ということばで、一発目は火か炎えん系けいの呪文に統一し、第一次攻こう撃げきめでたく成せい功こう、というわけである。


「それに第一──」


　あたしは言う。


「こっちの二人と戦い残って、金貨二百枚もらうより、あんたたちの組そ織しきぶっ潰つぶして、もっとふんだくった方が、楽だしもうけも多いでしょ」


「……ふっ……！　これはまたずいぶんと……甘あまく見られたものですね……！」


　カイナムは、隠かくし部屋の中から、ゆらりっ、と歩み出た。


　その手には、いつの間に取り出したのか、数本のナイフがにぶい光を放っている。


　空いている方の左手で、髪かみをかるくかき上げて、


「私の組織を潰す方が簡かん単たんだ、などとは……


　オーガを不ふ意い打うちであっさりと倒した手て際ぎわは認みとめてさしあげますが、自じ信しん過か剰じようもそこまで行くと少々鼻はなにつきますね。


　──もっとも──」


　と、カイナムは、小さく嘲ちよう笑しようし、


「あなたが、伝でん説せつの盗賊殺しロバーズ・キラー、リナ＝インバース並の力でも持っている、というのなら話は別ですけどね」


　……………………


　思わず脱だつ力りよくするあたしたち。


　あたしはぽりぽり頰ほおを搔かき、


「あ……あのー……」


「どうしました？」


「それ、あたし」


　…………………………………………………………………………


　気まずい沈ちん黙もく。ポーズをつけたままかたまるカイナム。


「メシ屋でナーガがあたしのこと、『リナ』って呼よんでたでしょーが」


　……………………………………………………………………………………


「──ひょっとして──名前が同じだけの別人だと思ってた？　噂うわさだけ聞いて持ってたイメージと違ちがったから、とか」


　………………………………………………………………………………………………


「あ。やっぱし。


　よくいるのよね。そーいう誤ご解かいしてる人」


「……マヂ……ですか……？」


　よーやく長い硬こう直ちよくから解とけ、ふるえる声で問うカイナムに、あたしはにっこりほほえんで、言った。


「じゃ、今から証しよう明めいしたげるから[image: ]」


　と。





　……あたしたち三人を相手にするには、その組織は、あまりにも力不ぶ足そくに過すぎた、とだけ言っておく。





「ほーっほっほっほ！　今回はなかなか悪くなかったわねっ！」


　とある宿の一室で。金銀財ざい宝ほう目の前に、ナーガはいつもの高笑いを上げた。


　ふだんなら単たんに耳ざわりなその声も、今はさほど気にもならない。


　ツブした組織からまき上げたおたからが、予よ想そう以上にあったせいで、今は全員上じよう機き嫌げん。


　あのあと町で宿を取り、今はそのおたからを、三人で山分けしているまっ最さい中ちゆう、というわけである。


「けど、まさかあのカイナムが、組織のボスだったとはねー。てっきりただの下したっ端ぱだと思ってたのに。


　スカウトから司し会かいまでこなすなんて、マメよねー」


　パクった……もとい。再さい建けん資し金きんなどに悪用されないよう没ぼつ収しゆうした金きん貨かを、それぞれに配くばりながらあたしが言うのに、マリアもにこやかにほほえんで、


「ほんとですよねー。最初からそうと知っていれば、やっぱり玉の輿こしを狙ねらう、というのも考えたんですけど」


　ぴくっ。


　一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくするあたしとナーガ。


　……この子が手を貸かす地下組そ織しきって……想そう像ぞうしただけでスゲェイヤです。なんか、死ヌほどエグいことやりそうだし。


　しかしまあ──そういうこともなくなったわけだし。


「ともあれまあ、悪は滅ほろんで一いつ件けん落らく着ちやく──」


　言いかけたことばがのどもとで凍こおりつく。金貨を配っていた手が止まる。


　あたしの異い変へんに気がついて、ナーガと、マリアが注ちゆう目もくする。


　そして二人も気がついた。


　三人で分けると、金貨が一枚余あまることに。


　沈ちん黙もく。そして。


「……あー……」


「ふっ。どうやら……」


「一枚余るみたいですね」


『あはははははははは』


　なごやかな──いや、なごやかに聞こえる笑い。


「けど金貨一枚って、子供のおこづかいみたいな額がくですよね」


　にこやかに、マリア。


「ふっ。けど子供にあまり多くを持たせるのは、教きよう育いく的てきにはよくないわね。それよりも大事なのは、年長者を立てる、という気持ちじゃないかしら？」


　と、胸を張はってナーガ。


「ところでそういえば、連れん中ちゆうが地下組織だ、ってことに気づいて指し摘てきしたのって、あたしよね？」


　フレンドリィな口調を装よそおうあたし。


　ふたたび沈黙。そして。


『あはははははははははははははははははははは』


　今度上がった笑いからは、なごやかさはきれいに消え去っていた。


　気づいたのだ。全員が。


　誰もこの一枚を譲ゆずる気がないことを。


　本当の戦いは、これからはじまるのだということを。


　そして、笑いが消えたとき。


　ご近所めーわく顧かえりみず、金貨一枚をめぐる死し闘とうははじまったのだった……







（嵐あらしの前に：おしまい）







　　あとがき






作者＋Ｌ









作：次のニュースです。


　　神坂一著ちよによるスレイヤーズすぺしゃる十七巻『小さな濃こいメロディ』が、このたび発売の運びとなりました。


Ｌ：これに対して米国防ぼう省しようは、遺い憾かんの意を表明しています。


作：残念なニュースなんかっ!?　つかすでに国際問題っ!?


Ｌ：……あんたもこれから大変ねぇ……ＣＩＡの追つい撃げきとか……


作：肩叩くなっ！　同情すんなっ！　てゆーかそんな展開はないっ！


Ｌ：ええっ!?


　　まさかここまで来て、今さら読者の期き待たいを裏切るとっ!?


作：誰だれもそーいう事じ態たいは期待しとらんっ！


Ｌ：ほら。これって実は、一いち応おう二十一世紀に入って初のスレイヤーズの文庫なんだし。


　　ここらで一発そういった新展開を。


作：するかぁぁぁぁぁっ！


　　とゆーか新展開の仕し方かたが間違っとるわぁぁぁぁぁっ！


　　……むう。しかし確かに考えてみれば、二十一世紀初だな。


　　二〇〇〇年にしろ二十一世紀にしろ、なんかあっさりやって来たせいで、いまひとつピンと来ないけど。


Ｌ：そーよねー。やっぱしカタストロフの一つや二つ……


作：来んでいいっ！　そんなもん！　帰れ！　すごすごとっ！


　　やっぱり世の中平和が一番。停てい滞たいするのはよくないが。


　　─ということで恒こう例れいの話題。


　　二十一世紀突とつ入にゆう記念、二〇〇一年年ねん賀が状じようは、例によって、原画、作者による


　　Ｌ・ちみっこバージョン


　　『魔法のトゲ付きハンマァで変身だ！　魔王っ子Ｌちゃん』をお送りしました！


Ｌ：変身するんかっ!?


作：おうともよっ！　スポンサー（いません）大喜びの多た段だん変へん身しんで、年ねん齢れい、手にした武器ともどもに、


　　二さい・ピコピコハンマァ　→　八歳・トゲ付きハンマァ　→　十四歳・死の大おお鎌がま　→　二十歳・洗せん面めん器きいっぱいの江戸城外そと堀ぼりの水


　　と順じゆん次じパゥワァ・アァップ！


Ｌ：最強武器がそれかっ!?


作：むろん外堀の水は夏バージョン！


　　夏の寝ね屋や川下か流りゆう域いきの水でも可！


Ｌ：よくわかんない人は、魚の死体と水ゴケを入れて炎えん天てん下かに十日ほど放ほう置ちした水を想像してね[image: ]


　　……って……まあたしかにそれはじゅーぶん最強武器……というより最さい凶きよう兵器っぽいけど……


作：思い出すなぁ……（遠い目）何年か前の夏、いろいろあって東京に行った時。


　　かすかに開けた車の窓から、漂ただよってきたなまぐさいか・ほ・り。


　　今となってはヤな思い出さ。


Ｌ：ヤなのか。


作：ヤに決まってるだろーがそんなもんっ！


　　今住んでるところも真夏の夜になると、風向きの具ぐ合あいによってはなまぐさあたたかい寝屋川下流域独どく特とくの空気が漂いまくって来たりするし。


　　いずれにせよ、最強の座ざはゆらぐまい。


　　電柱の影かげで、そんないやな水を洗面器いっぱい持って佇たたずむ女。怖こわッ！


　　オレがもし警けい官かんでも迷わず逃げるぞ。


Ｌ：……いや……それ……もぉちょっとビジュアル的にどーにかしてほしいんだけど。


　　何年か後の、作者あんたから読者への年賀状に、洗面器抱かかえたあたしの絵が描かかれたりした日にはもぉどぉしたものやら……


作：ぬう。それは確かに、オレも描くのイヤです。


　　ならば一体どうするべきか……？


Ｌ：どう……って、最強武器変へん更こうしかないでしょーが。


　　こぉ、剣とか槍やりとかいった、あたしに似に合あって美び貌ぼうが引き立つよーな、絵になりやすそーな奴やつに。


作：むう。似合う武器……


　　……農のう薬やくまみれのキャベツとか？


Ｌ：ほほぉう……つまり、地方特とく産さん品ひんのキャンペーン・ガールみたいな格かつ好こうがあたしにはお似合いだ、と？


　　じゃあ、このコンテナ一杯の輸ゆ入にゆうキャベツと作者あんたの頭、どっちが強いかさっそく勝負よっ！


作：ちょっと待……！







（何かのぶつかりあう音。何かの砕くだける音。何かのぶつかりあう音。何かの砕ける音。以下ひたすらくり返し）







Ｌ：（荒い息をつきながら）……継けい続ぞくは……力なり、って……昔から……言うけど……


　　……と、いうことで……


　　人間の頭をどーにかするには、丸ごとのキャベツが二十五個は必要だ……ってことが判はん明めいしましたです。


　　おまけにちょっとしたコツも必要。


　　ほら。頭ず蓋がい骨こつって案あん外がい硬かたいし。


　　んー。そーするとやっぱし、最強武器の座は洗面器いっぱいのいやな水で、き・ま・り、ってことだろーか……？


　　ま、しかしそれも、作者がこーなっちゃった以上は、言っても仕方ないことよねー。


　　じゃ、めでたくあたし一人になったところで予告を。


　　次回のスレイヤーズすぺしゃるは





　　『Ｌの大阪食べ歩き　一度は行きたい面めん妖ような店』


　　『対決！　Ｌ対ホウライエソ』


　　『作者　Ｌに別べつ荘そうを買う』





　　の三本で～す！


　　………………たぶん。


　　ではまた次回お会いしましょ～[image: ]
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